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彭
剣
南
の
戯
曲
『
影
梅
庵
』『
香
畹
楼
』
と
そ
の
時
代大　

木　
　
　

康

は
じ
め
に

　

明
末
清
初
の
文
人
冒
襄
（
一
六
一
一
〜
一
六
九
三
）
は
、
も
と
南
京
秦
淮
、
蘇
州
半
塘
の
妓
女
で
あ
り
、
後
に
そ
の
側
室
と
な
っ
た
董

小
宛
（
一
六
二
三
〜
一
六
五
一
）
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
折
、
彼
女
の
思
い
出
を
克
明
に
綴
っ
た
『
影
梅
庵
憶
語
』
を
書
き
残
し
た）

1
（

。

こ
の
『
影
梅
庵
憶
語
』
は
、
そ
の
後
の
清
朝
一
代
の
文
学
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
曹
雪
芹
（
一
七
一
五
頃
〜

一
七
六
三
頃
）
の
小
説
『
紅
楼
夢
』
も
、
そ
の
影
響
下
で
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、『
紅
楼
夢
』
の
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
が
、

ほ
か
な
ら
ぬ
董
小
宛
で
あ
っ
た
と
す
る
う
わ
さ
が
さ
さ
や
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る）

2
（

。
ま
た
、
清
代
に
、
沈
復
『
浮
生
六
記
』

な
ど
、
亡
く
な
っ
た
妻
妾
の
思
い
出
を
綴
っ
た
「
憶
語
体
」
と
称
さ
れ
る
一
群
の
作
品
が
著
さ
れ
た
こ
と
も
、『
影
梅
庵
憶
語
』
が
巻
き

起
し
た
波
紋
の
一
つ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
清
代
嘉
慶
（
一
七
九
六
〜
一
八
二
〇
）・
道
光
（
一
八
二
一
〜
一
八
五
〇
）
年
間
の
人
、
彭
剣
南
は
、『
影
梅
庵
憶
語
』
の
物
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語
を
戯
曲
化
し
た
『
影
梅
庵
』
伝
奇
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
同
じ
彭
剣
南
は
ま
た
、『
影
梅
庵
憶
語
』
の
後
を
承
け
た
陳
裴
之
作
の
、
や

は
り
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
側
室
の
思
い
出
を
綴
っ
た
憶
語
体
の
作
品
、『
香
畹
楼
憶
語
』
を
戯
曲
化
し
た
『
香
畹
楼
』
伝
奇
を
も
作
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
彭
剣
南
と
い
う
一
作
者
に
よ
っ
て
、
清
代
憶
語
体
文
学
の
二
作
品
が
戯
曲
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
彭
剣
南
の
『
影
梅
庵
』『
香
畹
楼
』
両
伝
奇
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
作
品
と
周
辺
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

後
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
彭
剣
南
は
、『
香
畹
楼
憶
語
』
の
作
者
陳
裴
之
か
ら
直
接
の
依
頼
を
受
け
て
『
香
畹
楼
』
の
戯
曲
を
作
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
陳
裴
之
は
、
袁
枚
亡
き
後
、
詩
文
の
女
弟
子
を
持
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
陳
文
述
の
息
子
で
あ
り
、
陳
裴
之
の
妻
で
あ
る

汪
端
は
、『
明
三
十
家
詩
選
』
を
編
む
な
ど
、
才
媛
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
。
さ
ら
に
彼
ら
の
交
遊
範
囲
に
は
、『
紅
楼
夢
図
詠
』
の
作
者

で
あ
る
改
琦
、
袁
枚
の
女
弟
子
の
一
人
で
あ
る
席
佩
蘭
な
ど
も
あ
っ
た
。
彭
剣
南
の
『
影
梅
庵
』『
香
畹
楼
』
を
手
が
か
り
に
、
当
時
の

一
群
の
文
人
グ
ル
ー
プ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
彭
剣
南
を
め
ぐ
る
文
人
グ
ル
ー
プ
の
動
向
か
ら
、
こ
れ
ら
戯
曲
の
生
ま
れ
た
時
代
相

を
も
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
が
本
稿
の
目
指
す
目
標
の
一
つ
で
あ
る
。

一
、『
影
梅
庵
』
伝
奇
の
内
容

　

ま
ず
は
『
影
梅
庵
』
の
物
語
を
追
っ
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。『
影
梅
庵
』
は
、
楔
子
と
上
巻
十
四
齣
、
下
巻
十
四
齣
か
ら
成
る
伝
奇

作
品
で
あ
る
。

　
「
楔
子
」
は
、
伝
奇
に
あ
っ
て
ふ
つ
う
「
家
門
」
あ
る
い
は
「
副
末
開
場
」
と
称
さ
れ
、
副
末
が
登
場
し
て
劇
全
体
の
大
意
を
述
べ
る

一
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
影
梅
庵
』
の
劇
全
体
の
大
意
が
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
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献
忠
賊　

突
破
襄
陽
府　
　

賊
の
張
献
忠
が
襄
陽
府
を
破
り

　
　

憲
副
公　

告
帰
水
絵
園　
　

憲
副
公
（
冒
襄
の
父
、
冒
起
宗
）
が
退
官
し
て
水
絵
園
に
隠
遁
す
る

　
　

董
小
宛　

艶
伝
桃
葉
渡　
　

董
小
宛
の
艶
や
か
な
物
語
は
桃
葉
渡
（
南
京
秦
淮
の
地
名
）
に
伝
わ
り

　
　

冒
辟
疆　

哀
憶
影
梅
庵　
　

冒
辟
疆
（
冒
襄
）
は
、
悲
し
く
影
梅
庵
を
思
い
出
す

　

そ
し
て
〔
水
調
歌
頭
〕
の
歌
に
は
、

　
　

玉
清
庵　
　
　
　
　

玉
清
庵
（
の
物
語
）

　
　

蒲
東
寺　
　
　
　
　

蒲
東
寺
（
の
物
語
）

　
　

曲
江
楼　
　
　
　
　

曲
江
楼
（
の
物
語
）

　
　

一
例
佳
人
才
子　
　

同
じ
よ
う
な
才
子
佳
人
の

　
　

風
月
付
清
謳　
　
　

風
流
の
物
語
を
清
ら
か
な
歌
声
に
寄
せ
る

　
　

天
下
有
情
不
少　
　

天
下
に
有
情
の
人
は
少
な
く
な
い
が

　
　

吾
輩
鍾
情
特
甚　
　

わ
れ
わ
れ
の
情
愛
は
と
り
わ
け
深
い

と
い
っ
た
句
が
見
え
る
。「
玉
清
庵
」
は
元
雑
劇
の
『
玉
清
庵
錯
送
鴛
鴦
被
』、「
蒲
東
寺
」
は
蒲
州
の
普
救
寺
を
舞
台
と
す
る
『
西
廂
記
』、

曲
江
楼
は
「
李
亜
仙
詩
酒
曲
江
池
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
「
李
娃
伝
」
の
物
語
で
あ
る
。
作
者
は
『
影
梅
庵
』
の
物
語
を
、
こ
れ
ら
才
子
佳
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人
の
物
語
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
齣
「
牲
盟
（
犠
牲
を
捧
げ
て
盟
約
を
交
わ
す
）」

　
　

小
生
（
冒
襄
）、
生
（
張
公
亮
）、
末
（
陳
則
梁
）

　

 　

冒
襄
は
科
挙
の
試
験
の
た
め
に
南
京
に
来
て
、
秦
淮
の
眉
楼
（
眉
楼
は
名
妓
顧
媚
の
住
ま
い
）
に
滞
在
し
て
い
る
。
張
公
亮
、
陳
則

梁
と
盟
約
を
交
わ
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
張
公
亮
、
陳
則
梁
が
眉
楼
に
到
着
す
る
。

　
　

こ
の
場
面
の
〔
二
郎
神
〕
曲
に
は
、

　
　

 　

紅
牆
内
（
内
作
犬
吠
声
介
）（
生
）
叩
銅
鐶
、
有
猧
児
迎
吠
、
共
赴
龍
華
天
上
会
。（
内
作
鸚
哥
声
介
）
有
客
来
了
。（
雑
旦
上
開

門
介
）（
生
）
聴
鸚
哥
喚
客
、
双
鬟
繡
戸
潜
開
。

　
　

 　

赤
い
塀
の
内
側
に
（
中
か
ら
犬
の
吠
え
声
）（
生
の
歌
）
銅
鐶
を
叩
け
ば
、
出
迎
え
て
小
犬
が
吠
え
る
。
と
も
に
赴
こ
う
天
上
の

龍
華
会
（
龍
華
会
は
四
月
八
日
の
灌
仏
会
）
へ
。（
中
か
ら
鸚
鵡
の
声
）
お
客
さ
ん
が
来
た
。（
雑
旦
が
登
場
し
、
扉
を
開
け
る
）（
生
）

お
客
の
来
訪
を
告
げ
知
ら
せ
る
鸚
鵡
の
声
を
き
く
と
、
侍
女
が
装
飾
を
施
し
た
扉
を
そ
っ
と
開
け
る
。

と
い
っ
た
表
現
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
妓
楼
の
「
銅
鐶
」「
猧
児
」「
鸚
哥
」
な
ど
は
、
明
末
清
初
南
京
秦
淮
の
記
録
で
あ
る
余
懐
の

『
板
橋
雑
記
』
上
巻
「
雅
遊
」
に
見
え
る
「
到
門
則
銅
鐶
半
啓
、
珠
箔
低
垂
、
升
階
則
猧
児
吠
客
、
鸚
哥
喚
茶
（
門
前
ま
で
行
く
と
、
銅

鐶
を
つ
け
た
扉
が
少
し
開
い
て
お
り
、
玉
す
だ
れ
が
低
く
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
階
段
を
上
が
る
と
、
小
犬
が
吠
え
て
来
客
を
し
ら
せ
、
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鸚
鵡
が
お
茶
、
お
茶
と
叫
ぶ
）」
の
文
字
を
用
い
て
い
る
。
以
下
に
も
『
板
橋
雑
記
』
に
よ
っ
た
表
現
は
散
見
さ
れ
る
。

　

香
を
焚
い
て
天
地
を
拝
し
、
義
兄
弟
の
盟
約
を
交
わ
し
た
三
人
は
、
こ
の
後
、
天
下
の
形
勢
を
論
ず
る
。
各
地
で
李
自
成
を
は
じ
め
と

す
る
流
賊
が
猖
獗
を
き
わ
め
て
い
る
の
に
、
朝
廷
の
大
臣
に
は
人
物
を
得
ず
、
亡
国
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
と
い
い
、
具
体
的
に
、

　
　
　

自
周
延
儒
、
温
体
仁
得
君
以
後
、
凡
内
外
大
僚
、
秉
節
鉞
者
、
皆
巧
佞
貪
庸
無
恥
之
人
也
。

　
　

 　

周
延
儒
や
温
体
仁
が
陛
下
の
信
任
を
得
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
権
力
を
握
っ
た
内
外
の
大
臣
た
ち
は
み
な
す
べ
て
口
先
ば
か
り
で

邪
悪
、
が
め
つ
く
凡
庸
な
恥
知
ら
ず
ば
か
り
だ
。

と
い
っ
た
せ
り
ふ
が
見
え
る
。
さ
ら
に
は
、
冒
襄
た
ち
に
と
っ
て
の
敵
対
者
で
あ
っ
た
阮
大
鋮
の
名
が
持
ち
出
さ
れ
る
。

　
　
　

目
下
尚
存
阮
鬍
子
一
流
奸
賊
、
既
不
明
典
刑
、
又
不
遠
投
魑
魅
、
只
怕
根
株
未
断
、
死
灰
復
燃
、
如
之
奈
何
。

　
　

 　

い
ま
だ
に
阮
の
ひ
げ
野
郎
（
阮
大
鋮
）
の
よ
う
な
奸
賊
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
国
の
刑
罰
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
で

な
く
、
ま
た
魑
魅
魍
魎
に
身
を
寄
せ
る
の
と
同
じ
こ
と
だ
。
根
っ
こ
が
断
た
れ
て
い
な
い
と
、
消
え
た
灰
が
ま
た
燃
え
出
す
の
で
は

と
心
配
だ
。
ど
う
し
た
ら
よ
か
ろ
う
。

　
『
影
梅
庵
』
は
、
才
子
佳
人
の
恋
物
語
で
あ
る
が
、
そ
の
横
糸
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
当
時
の
政
治
社
会
状
況
で
あ
る
。

　
『
影
梅
庵
』
伝
奇
で
は
、
冒
襄
は
張
公
亮
（
張
明
弼
）、
陳
則
梁
と
盟
約
を
交
わ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
さ
ら
に
呂
兆
龍
、
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劉
履
丁
を
加
え
た
五
人
で
盟
約
を
交
わ
し
て
い
る
。
眉
楼
で
の
「
五
人
盟
」
の
こ
と
は
、
冒
襄
が
師
友
た
ち
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
文
を
集
め

た
『
同
人
集
』
巻
五
に
収
め
ら
れ
た
「
五
子
同
盟
詩
」
の
ほ
か
、
余
懐
『
板
橋
雑
記
』
巻
下
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
。

第
二
齣
「
盒
会
（
盒
子
会
）」

　

老
旦
（
陳
氏
、
董
小
宛
の
母
）、
小
旦
（
董
小
宛
）、
旦
（
柳
如
是
）、
貼
（
顧
眉
）、
雑
旦
（
李
湘
貞
）、
丑
（
顧
小
喜
）

　

陳
氏
登
場
。
娘
の
董
小
宛
を
紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
妓
女
た
ち
の
仲
間
（
手
帕
姉
妹
）
が
参
集
し
て
、
盒
子
会
が
開
か
れ
る
こ
と
を
告
げ

る
。
盒
子
会
と
は
、
重
箱
に
入
れ
た
料
理
を
持
ち
寄
っ
て
料
理
の
味
を
競
い
あ
う
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
今
日
の
盒
子
会
で
は
、
董
小
宛

が
幹
事
役
を
つ
と
め
る
番
に
な
っ
て
い
る
。

　

盒
子
会
に
つ
い
て
は
、『
板
橋
雑
記
』
巻
下
に
叙
述
が
あ
り
、『
桃
花
扇
』
第
五
齣
「
訪
翠
」
に
も
そ
の
場
面
が
あ
る
。

　

董
小
宛
登
場
。
盒
子
会
の
た
め
に
準
備
し
た
食
べ
物
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
の
た
び
の
会
の
た
め
に
は
、「
幾
色
蜜
漬
的
果
品
、
一

甌
醸
飴
的
花
露
（
幾
種
類
か
の
蜜
に
つ
け
た
果
物
、
一
か
め
の
醸
し
て
飴
の
よ
う
に
な
っ
た
花
露
）」
を
準
備
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の

食
品
に
つ
い
て
は
、『
影
梅
庵
憶
語
』
の
中
に
、
董
小
宛
が
実
際
に
作
っ
た
と
の
記
事
が
見
え
る
。

　

柳
如
是
、
顧
眉
、
李
湘
貞
、
顧
小
喜
ら
が
う
ち
そ
ろ
っ
て
董
小
宛
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
。
会
が
は
じ
ま
り
、
み
な
で
持
ち
寄
っ
た
料

理
の
ふ
た
を
開
け
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
味
し
あ
う
。
結
果
と
し
て
、
董
小
宛
の
料
理
が
、「
頭
名
状
元
」
と
さ
れ
る
。

　

酒
が
運
ば
れ
、
音
楽
が
奏
で
ら
れ
て
、
宴
会
が
は
じ
ま
る
。
音
楽
に
つ
い
て
は
、「
張
卯
官
的
笛
、
管
五
管
的
管
子
、
呉
章
甫
的
弦
索
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
や
は
り
『
板
橋
雑
記
』
巻
下
で
、
秦
淮
の
す
ぐ
れ
た
藝
人
を
列
挙
し
た
と
こ
ろ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
名
で

あ
る
。



彭
剣
南
の
戯
曲
『
影
梅
庵
』『
香
畹
楼
』
と
そ
の
時
代

― 7―

　

宴
席
の
間
に
、
侍
女
と
顧
眉
が
、
冒
襄
に
つ
い
て
の
う
わ
さ
を
す
る
。
そ
の
後
で
、
柳
如
是
、
顧
小
喜
が
歌
を
歌
う
。
董
小
宛
に
も
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
彼
女
は
身
体
の
具
合
が
悪
い
と
い
っ
て
、
歌
わ
な
い
。

　

灯
り
も
と
も
り
、
顧
眉
が
先
に
帰
っ
て
い
く
。

第
三
齣
「
撫
寇
（
賊
を
按
撫
す
る
）」

　

浄
（
張
献
忠
）、
末
（
陳
洪
範
）

　

張
献
忠
登
場
。
各
地
を
荒
ら
し
回
っ
て
来
た
が
、
い
ま
鄖
西
（
湖
北
）
で
官
軍
に
包
囲
さ
れ
て
い
る
。

　

総
兵
官
陳
洪
範
登
場
。
そ
の
も
と
に
張
献
忠
が
投
降
し
て
く
る
。
張
献
忠
は
、
か
つ
て
陳
に
命
を
助
け
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
再
び
陳

の
た
め
に
働
き
た
い
と
い
う
。
陳
は
そ
れ
を
認
め
る
。

第
四
齣
「
失
馭
（
制
御
不
能
）」

　

小
生
（
左
良
玉
）、
末
（
陳
洪
範
）、
外
（
王
瑞
旃
）、
生
（
林
銘
球
）、
副
浄
（
熊
文
燦
）、
浄
（
張
献
忠
）

　

張
献
忠
は
投
降
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
い
つ
ま
た
叛
旗
を
ひ
る
が
え
す
か
わ
か
ら
な
い
。
左
良
玉
、
陳
洪
範
、
王
瑞
旃
、
林
銘
球
ら
は

相
談
し
て
、
張
献
忠
を
斬
る
べ
し
と
い
う
こ
と
に
決
す
る
。

　

そ
こ
へ
、
督
師
の
熊
文
燦
が
や
っ
て
き
て
軍
議
が
行
わ
れ
る
。
左
良
玉
ら
は
張
献
忠
を
斬
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
熊
は
張
献
忠
を
殺

す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
左
良
玉
は
怒
っ
て
退
出
す
る
。

　

張
献
忠
が
呼
び
出
さ
れ
る
。
熊
は
献
忠
に
酒
や
食
料
、
銀
を
与
え
て
釈
放
し
て
や
る
。
張
献
忠
笑
い
な
が
ら
退
場
。
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こ
の
一
段
の
史
実
に
つ
い
て
は
、
計
六
奇
『
明
季
北
略
』
巻
十
四　

崇
禎
十
一
年
「
張
献
忠
請
降
」、
ま
た
同
巻
十
五　

崇
禎
十
二
年
「
張

献
忠
復
叛
」
の
条
に
、
記
載
が
あ
る
。

第
五
齣
「
半
塘
（
半
塘
）」

　

小
旦
（
董
小
宛
）、
小
生
（
冒
襄
）、
老
旦
（
陳
氏
）

　

春
の
終
わ
り
を
歎
き
、
結
婚
で
き
な
い
こ
と
を
歎
い
て
、
董
小
宛
が
一
人
酒
を
汲
み
、
酔
っ
ぱ
ら
う
。
は
じ
め
の
白
（
せ
り
ふ
）
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 　

前
日
我
母
親
説
、
有
個
姓
冒
的
公
子
来
訪
、
已
是
数
遭
、
未
曾
一
晤
。
奴
想
杜
蘭
香
降
於
張
碩
、
呉
彩
鸞
嫁
得
文
簫
、
彼
仙
家
尚

有
良
縁
、
奈
人
世
竟
無
佳
偶
。

　
　

 　

以
前
わ
た
し
の
母
が
語
っ
た
話
に
よ
れ
ば
、
冒
と
い
う
姓
の
貴
公
子
が
も
う
何
度
も
た
ず
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
一
度
も

わ
た
し
に
会
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
思
う
に
杜
蘭
香
も
張
碩
の
と
こ
ろ
に
降
臨
し
ま
し
た
し
、
呉
彩
鸞
も
文
簫
に
嫁
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
仙
人
た
ち
に
さ
え
良
縁
が
あ
る
と
い
う
の
に
、
こ
の
人
の
世
で
よ
き
つ
れ
あ
い
が
な
い
の
を
、
い
っ
た
い

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

冒
襄
登
場
。
方
密
之
、
張
公
亮
と
い
っ
し
ょ
に
何
度
か
董
姫
を
た
ず
ね
た
も
の
の
、
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
日
も
彼
ら
と
約

束
し
た
が
、
ど
こ
に
行
っ
た
か
わ
か
ら
ず
、
そ
こ
で
一
人
董
姫
を
た
ず
ね
て
き
た
と
い
う
。
老
旦
の
陳
氏
が
対
応
し
、
酒
に
酔
っ
た
董
小
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宛
を
支
え
な
が
ら
登
場
。
二
人
は
黙
っ
て
み
つ
め
あ
う
。
陳
氏
が
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
か
け
て
も
、
夢
中
に
な
っ
て
い
て
応
答
が
な
い
。

こ
う
し
た
様
子
が
、
陳
氏
の
歌
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。

　

方
密
之
た
ち
が
冒
襄
を
呼
ん
で
い
る
と
書
童
が
告
げ
に
来
て
、
冒
襄
は
い
と
ま
を
告
げ
る
。
董
小
宛
は
立
ち
去
っ
て
行
く
冒
襄
を
目
で

追
い
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

 　

異
人
、
異
人
。
孩
児
静
観
此
人
、
得
其
神
趣
、
此
殆
孩
児
委
心
塌
地
処
也
。

　
　

 　

す
ば
ら
し
い
お
方
、
す
ば
ら
し
い
お
方
。
わ
た
し
が
見
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
お
方
は
人
間
離
れ
し
た
雰
囲
気
を
お
持
ち
で
す
。

こ
れ
は
わ
た
し
が
心
を
委
ね
、
身
を
落
ち
着
け
る
と
こ
ろ
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
表
現
は
、
張
明
弼
の
「
冒
姫
董
小
宛
伝
」
に
見
え
る
い
い
方
で
あ
る
。
な
お
、『
影
梅
庵
』
伝
奇
の
ト
書
き
に
も
、「
曲
欄
を
設
け

る
」
と
し
て
い
る
が
、『
影
梅
庵
憶
語
』
で
も
、「
冒
姫
董
小
宛
伝
」
で
も
、
冒
襄
と
董
小
宛
が
は
じ
め
て
会
っ
た
場
面
に
は
「
曲
欄
」
が

あ
っ
た
と
あ
る
。

第
六
齣
「
献
叛
（
張
献
忠
叛
旗
を
ひ
る
が
え
す
）」

　

浄
（
張
献
忠
）、
外
（
王
明
）、
末
（
宋
宮
）、
副
末
（
張
其
在
）、
副
浄
（
郭
尚
義
）、
丑
（
杜
興
文
）、
老
旦
（
汪
万
象
）

　

張
献
忠
は
、
崇
禎
十
二
年
の
五
月
に
至
り
、
再
び
叛
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
。
左
良
玉
の
軍
に
包
囲
さ
れ
、
妻
を
襄
陽
の
獄
に
連
れ
去
ら

れ
て
い
た
が
、
勢
力
を
盛
り
返
し
、
襄
陽
に
迫
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
外
以
下
が
扮
す
る
の
は
、
張
献
忠
の
部
将
た
ち
で
あ
る
。
張
献
忠
が
、
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部
将
た
ち
に
、

　
　

頭
目
們
、
快
些
把
擄
掠
的
男
男
女
女
老
老
少
少
一
古
脳
子
都
収
拾
干
浄
了
。

　
　

頭
目
た
ち
、
と
っ
と
と
捕
虜
に
し
た
老
若
男
女
を
す
っ
か
り
か
た
づ
け
て
し
ま
え
。

と
命
令
を
下
す
と
、
舞
台
の
奥
か
ら
人
々
の
叫
び
声
が
あ
が
る
と
い
っ
た
演
出
が
あ
り
、
続
け
て
、
部
将
た
ち
が
殺
戮
し
た
手
足
の
な
い

人
の
身
体
を
献
上
す
る
、
な
ど
残
虐
な
場
面
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
ま
も
な
く
襄
陽
を
攻
撃
す
る
む
ね
の
命
令
を
下
す
。

　

張
献
忠
が
各
地
で
残
虐
な
殺
戮
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
彭
孫
貽
の
『
平
寇
志
』、
彭
遵
泗
の
『
蜀
碧
』
な
ど
多
く
の
資
料
が
あ

る
が
、
こ
の
劇
は
そ
う
し
た
資
料
の
記
述
を
た
ど
っ
て
い
る）

3
（

。

第
七
齣
「
省
覲
（
親
を
見
舞
う
）」

　

旦
（
蘇
氏
、
冒
襄
の
妻
）、
外
（
冒
起
宗
、
冒
襄
の
父
）、
老
旦
（
冒
襄
の
母
）、
小
生
（
冒
襄
）

　

冒
襄
の
妻
の
蘇
氏
は
、
そ
の
舅
の
任
地
で
あ
る
湖
北
に
、
舅
、
姑
と
と
も
に
来
て
、
孝
養
を
尽
く
し
て
い
る
。
冒
襄
は
南
京
で
の
科
挙

の
試
験
の
た
め
、
蘇
州
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
や
が
て
冒
襄
も
湖
北
に
到
着
し
、
家
族
が
一
堂
に
会
す
る
。

　

そ
こ
に
公
文
が
到
着
し
、
張
献
忠
が
叛
旗
を
ひ
る
が
え
し
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
。
冒
起
宗
は
そ
こ
で
、
冒

襄
に
母
と
妻
を
連
れ
て
郷
里
の
如
皐
に
帰
ら
せ
、
自
分
は
一
命
を
賭
し
て
賊
と
戦
う
こ
と
を
告
げ
る
。
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第
九
齣
「
陥
藩
（
藩
の
陥
落
）」

　

浄
（
張
献
忠
）、
丑
（
劉
興
秀
、
張
献
忠
の
部
下
）、
雑
（
王
府
の
兵
）、
小
生
（
襄
王
）

　

張
献
忠
登
場
。
真
夜
中
の
砲
声
を
合
図
に
、
内
応
し
て
城
門
を
開
け
る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
て
、
軍
が
城
内
に
殺
到
す
る
。

　

張
献
忠
は
、
兵
を
率
い
て
襄
王
府
に
至
る
。
襄
王
府
で
は
、
襄
王
を
守
っ
て
い
た
宮
女
が
殺
さ
れ
、
襄
王
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
隠
れ

て
い
る
。
次
の
よ
う
な
襄
王
の
歌
が
あ
る
（
水
底
魚
児
）。

　
　

 　

鳳
子
龍
孫
、
為
奴
困
未
伸
。
啊
喲
、
太
祖
皇
帝
呀
、（
乱
拝
介
）
求
你
在
天
之
霊
快
来
救
你
孫
児
則
個
。
啊
喲
、
罷
了
罷
了
。
高

皇
列
聖
、
号
呼
竟
不
聞
、
号
呼
竟
不
聞
。

　
　

 　

鳳
凰
や
龍
の
子
孫
で
あ
る
わ
た
し
が
、
奴
隷
め
の
た
め
に
困
難
に
陥
っ
て
救
わ
れ
な
い
。
あ
あ
、
太
祖
皇
帝
よ
、（
や
た
ら
に
拝

す
る
し
ぐ
さ
）
あ
な
た
の
在
天
の
霊
よ
、
早
く
来
て
こ
の
子
孫
を
救
っ
て
く
だ
さ
れ
。
あ
あ
、
だ
め
だ
だ
め
だ
。
高
皇
列
聖
た
ち
を
、

ど
ん
な
に
呼
ん
だ
っ
て
聞
こ
え
な
い
。
ど
ん
な
に
呼
ん
だ
っ
て
聞
こ
え
な
い
。

　

明
王
朝
創
業
の
君
主
で
あ
る
太
祖
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
襄
王
は
乱
兵
に
発
見
さ
れ
、
張
献
忠
の
前
に
引
き
出
さ
れ
る
。
王
は
命
ご
い

を
す
る
が
、
四
川
を
守
る
楊
嗣
昌
を
下
す
た
め
に
そ
の
首
が
い
る
の
だ
と
し
て
、
王
の
首
を
は
ね
る
。

第
十
齣
「
黄
山
（
黄
山
）」

　

老
旦
（
尼
）、
小
旦
（
董
小
宛
）
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董
小
宛
は
黄
山
に
お
り
、
尼
の
案
内
で
、
黄
山
の
名
勝
を
め
ぐ
る
。
そ
の
末
尾
、
尼
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
次
の
よ
う
な
せ
り
ふ
と
歌

を
歌
っ
て
、
こ
の
齣
は
結
ば
れ
る
。

　
　

 　

我
董
青
蓮
、
自
西
湖
遠
遊
到
此
、
将
及
三
年
、
竟
不
知
那
冒
公
子
的
下
落
。
不
免
同
母
親
回
去
、
仍
住
半
塘
、
等
他
来
時
、
若
能

永
訂
終
身
之
約
便
好
。

　
　

 　
〔
収
尾
〕
相
逢
未
嫁
意
偏
諧
、
只
盼
不
見
乗
槎
仙
客
、
冒
郎
吓
、
敢
是
你
到
青
渓
橋
畔
問
楊
枝
、
怎
知
俺
向
黄
山
袖
裏
携
雲
海
。

　
　

 　

わ
た
く
し
董
青
蓮
は
、
西
湖
か
ら
は
る
ば
る
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て
、
三
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
の
冒
さ
ま
が
ど
う
し

て
お
ら
れ
る
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
は
母
親
と
い
っ
し
ょ
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
前
の
よ
う
に
半
塘

で
暮
ら
し
、
あ
の
方
が
や
っ
て
来
ら
れ
た
時
に
、
末
永
い
一
生
の
約
束
が
で
き
れ
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
。

　
　

 　
〔
収
尾
〕
あ
の
方
に
お
目
に
か
か
っ
て
、
ま
だ
嫁
入
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
二
人
の
気
持
ち
は
し
っ
く
り
合
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
い
か
だ
に
乗
っ
た
仙
客
（
冒
襄
を
指
す
）
は
待
ち
望
ん
で
も
な
か
な
か
会
え
ま
せ
ん
。
冒
さ
ま
、
き
っ
と
あ
な
た
は
青
渓
橋

（
南
京
秦
淮
に
あ
る
橋
）
の
ほ
と
り
に
楊
枝
（「
楊
枝
」
の
歌
が
得
意
で
あ
っ
た
白
居
易
の
愛
妾
樊
素
。
他
の
女
性
）
を
た
ず
ね
て
行

か
れ
、
わ
た
し
が
黄
山
に
い
て
袖
の
中
に
雲
海
（
世
界
）
を
携
え
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
な
い
の
で
す
ね
。

　

董
小
宛
が
黄
山
に
行
っ
た
こ
と
は
、『
影
梅
庵
憶
語
』
に
見
え
て
お
り
、
冒
襄
の
『
同
人
集
』
巻
十
一
、
冒
襄
「
和
書
雲
先
生
己
巳
夏

寓
桃
葉
渡
口
即
事
感
懐
韻
」
の
跋
に
「
董
姫
十
三
離
秦
淮
、
居
半
塘
六
年
、
従
牧
斎
先
生
遊
黄
山
、
留
新
安
三
年
、
年
十
九
帰
余
（
董
姫

は
十
三
歳
の
時
に
秦
淮
を
離
れ
、
そ
れ
か
ら
蘇
州
の
半
塘
に
六
年
お
り
、
牧
斎
先
生
（
銭
謙
益
）
に
従
っ
て
黄
山
に
遊
び
、
新
安
に
三
年
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間
留
ま
り
、
十
九
歳
の
時
わ
た
し
の
側
室
と
な
っ
た
）」
と
あ
る
。
葛
万
里
編
『
清
銭
牧
斎
先
生
謙
益
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
銭
謙
益
は
、

崇
禎
十
四
年
（
一
六
四
一
）
の
三
月
に
黄
山
に
遊
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

第
十
一
齣
「
失
陥
（
陥
落
）」

　

小
生
（
把
総
）、
外
（
冒
起
宗
）

　

督
師
の
熊
文
燦
が
冒
起
宗
を
左
良
玉
の
軍
の
監
軍
と
し
て
赴
任
さ
せ
る
命
令
書
を
発
し
、
把
総
（
官
軍
の
走
り
使
い
）
が
そ
れ
を
届
け

よ
う
と
す
る
。
熊
文
燦
は
冒
起
宗
と
仲
が
悪
か
っ
た
た
め
に
、
冒
起
宗
を
張
献
忠
に
対
す
る
最
前
線
の
死
地
に
追
い
や
ろ
う
と
す
る
つ
も

り
で
あ
る
。

　

冒
起
宗
の
も
と
に
、
把
総
が
公
文
を
届
け
て
く
る
。
公
文
を
見
た
冒
起
宗
は
、
こ
れ
は
、
乱
賊
の
手
で
死
ぬ
と
い
う
よ
り
、
権
臣
の
た

め
に
殺
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
、
と
歎
く
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
国
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
こ
と
を
誓
い
、
息
子
の
冒
襄
に
あ
て
、
覚
悟

の
ほ
ど
を
述
べ
、
わ
が
骨
を
収
め
よ
、
と
の
手
紙
を
し
た
た
め
る
。

　
　

 　
〔
越
恁
好
〕
好
収
吾
骨
、
好
収
吾
骨
、
嘱
付
汝
無
多
。
出
山
悔
早
、
儘
宦
海
受
風
波
、
急
流
逢
颶
、
真
刹
那
如
何
捩
舵
。
孩
児
呀
、

国
歩
艱
難
如
此
、
大
臣
猶
思
報
復
、
我
今
調
往
左
鎮
監
軍
、
此
行
性
命
休
矣
。
平
安
報
、
此
刻
尚
黄
堂
坐
、
危
亡
逼
、
頃
刻
已
黄
沙

臥
。

　
　

 　
〔
越
恁
好
〕
わ
た
し
の
骨
を
拾
っ
て
く
れ
、
わ
た
し
の
骨
を
拾
っ
て
く
れ
（「
好
収
吾
骨
」
は
、
韓
愈
「
左
遷
至
藍
関
示
侄
孫
湘
」

詩
に
「
好
収
吾
骨
瘴
江
辺
」
と
あ
る
）。
お
ま
え
に
頼
み
た
い
の
は
そ
れ
だ
け
だ
。
出
仕
す
る
の
が
早
す
ぎ
た
の
が
悔
ま
れ
る
。
役
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人
の
世
界
で
波
風
を
受
け
、
急
な
流
れ
で
台
風
に
出
逢
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
時
、
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
舵
を
あ
や
つ
っ
た
ら

よ
い
と
い
う
の
か
。
息
子
よ
、
国
の
命
運
が
こ
れ
ほ
ど
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
に
、
大
臣
た
ち
は
、
そ
ん
な
時
に
さ
え
な

お
報
復
を
考
え
、
わ
た
し
は
今
、
左
良
玉
の
陣
に
監
軍
と
し
て
行
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
行
っ
た
ら
、
命
も

終
わ
り
だ
。
い
ま
は
ま
だ
太
守
の
役
所
に
座
っ
て
い
る
と
告
げ
知
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
危
機
は
迫
っ
て
い
て
、
ま
も
な
く
黄

沙
に
臥
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
十
二
齣
「
憤
疏
（
怒
り
の
上
書
）」

　

小
生
（
冒
襄
）、
末
（
張
秋
）

　

母
親
た
ち
を
連
れ
て
故
郷
に
帰
っ
た
冒
襄
の
も
と
に
、
冒
家
の
使
用
人
の
張
秋
が
父
親
の
手
紙
を
届
け
て
く
る
。
冒
襄
は
そ
れ
を
見
て

涙
を
流
し
、
権
臣
が
国
を
あ
や
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
憤
り
、
父
親
を
救
う
た
め
、
血
書
に
よ
る
上
奏
文
を
し
た
た
め
る
。

　

上
奏
文
（
そ
の
内
容
は
歌
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
）
で
は
、
熊
文
燦
が
張
献
忠
を
活
き
の
び
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
さ
ら

に
熊
文
燦
が
冒
起
宗
を
お
と
し
い
れ
る
た
め
、
わ
ざ
と
最
前
線
に
送
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
父
親
を
転
任
さ
せ
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
。

　

冒
襄
は
実
際
父
親
の
た
め
に
上
書
を
し
、
父
親
の
転
任
が
か
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
孝
子
で
あ
る
と
称
さ
れ
た
こ
と
は
、『
影
梅
庵
憶
語
』

や
そ
の
伝
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
。
こ
の
一
齣
は
、
そ
う
し
た
事
実
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

第
十
三
齣
「
病
憶
（
病
ん
で
恋
人
を
思
う
）」

　

貼
（
董
小
宛
の
侍
女
）、
小
旦
（
董
小
宛
）
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黄
山
か
ら
蘇
州
の
半
塘
に
戻
っ
た
後
、
母
親
が
亡
く
な
り
、
病
気
に
な
っ
た
董
小
宛
は
、
ひ
た
す
ら
冒
公
子
に
嫁
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
冒
公
子
を
思
う
歌
が
続
く
。

　

侍
女
が
薬
を
持
っ
て
く
る
。
侍
女
が
、
あ
な
た
は
、
男
女
の
こ
と
を
い
や
が
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
公
子
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
え

ば
、
病
気
は
す
ぐ
に
よ
く
な
る
で
し
ょ
う
と
い
う
の
に
、
ど
う
し
て
あ
き
ら
め
ら
れ
ま
し
ょ
う
と
い
い
、〔
錦
上
花
〕
の
歌
に
は
、

　
　

 　

一
見
了
冒
公
子
呵
、
恰
便
似
相
思
鳥
比
目
鱗
、
投
情
網
迷
愛
津
、
敢
則
被
赤
縄
繋
緊
繡
鞵
跟
並
剪
快
難
分
。

　
　

 　

冒
公
子
を
一
目
見
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
ま
る
で
相
思
鳥
、
比
目
魚
の
よ
う
、
情
の
網
に
か
か
り
、
愛
の
渡
し
場
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
み
た
い
。
赤
い
糸
で
靴
の
か
か
と
を
し
っ
か
り
結
び
つ
け
ら
れ
、
い
く
ら
切
ろ
う
と
し
て
も
切
れ
ま
せ
ん
。

と
あ
る
。
侍
女
が
さ
ら
に
、
あ
な
た
が
思
っ
て
い
て
も
、
冒
公
子
が
思
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
た
と
え
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
、
会
え
る
も
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
の
に
対
し
、
続
く
〔
錦
中
拍
〕
の
歌
で
、

　
　

 　

咳
、
我
這
胡
思
乱
想
、
敢
是
不
中
用
的
。
董
青
蓮
、
董
青
蓮
、
你
的
命
好
苦
也
、
是
前
生
孽
因
、
今
生
病
根
、
逼
迫
的
軽
軀
委
頓
、

迤
逗
的
繊
腰
痛
呻
。（
泣
介
）
好
事
多
磨
、
名
花
易
隕
、
到
底
是
玉
成
煙
夜
臺
近
。

　
　

 　

あ
あ
、
わ
た
し
が
ど
れ
だ
け
思
っ
て
も
、
何
の
役
に
も
立
ち
は
し
な
い
。
董
青
蓮
、
董
青
蓮
、
あ
な
た
の
運
命
は
と
て
も
厳
し
い

の
ね
。
そ
れ
は
前
世
の
悪
い
因
縁
が
今
生
の
病
根
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
不
運
に
迫
ら
れ
て
、
わ
た
し
の
こ
の
小
さ
な
か
ら

だ
は
病
み
つ
か
れ
、
あ
の
方
を
思
う
た
び
に
、
わ
た
し
の
こ
の
細
い
腰
が
痛
み
ま
す
。（
泣
く
し
ぐ
さ
）
好
事
は
魔
多
く
、
名
花
は
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落
ち
や
す
い
。
つ
い
に
は
玉
は
煙
と
消
え
、
あ
の
世
も
遠
く
な
い
。

と
い
う
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
わ
た
し
は
い
つ
で
も
冒
公
子
に
会
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
頭
が
お
か
し
く
な
っ
た
の
で
は
、
と
い
う
侍
女
に
、

い
つ
も
夢
の
中
で
会
っ
て
い
る
の
だ
と
、
続
く
歌
で
述
べ
る
。

　

董
小
宛
の
口
説
き
と
も
い
え
る
こ
の
一
齣
は
、『
影
梅
庵
』
伝
奇
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一
つ
と
も
い
え
る
場
面
で
あ
ろ
う
。『
影
梅
庵
憶
語
』

で
は
、
最
初
一
目
見
た
後
、
董
小
宛
が
ど
う
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
董
小
宛
が
冒
襄
に
一

目
惚
れ
し
た
物
語
に
な
っ
て
い
る
。

第
十
四
齣
「
散
賑
（
救
援
の
物
資
を
ふ
る
ま
う
）」

　

小
生
（
冒
襄
）、
雑
（
饑
民
）

　

上
書
の
た
め
に
行
っ
た
都
よ
り
帰
郷
し
て
か
ら
の
こ
と
。
こ
の
年
、
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
）、
江
南
地
方
は
大
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
た
。

冒
襄
が
私
財
を
な
げ
う
っ
て
救
荒
の
活
動
を
行
う
場
面
。
冒
襄
の
活
動
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。
後
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
彭
剣
南
は
、

『
影
梅
庵
』
の
自
序
で
、
作
品
が
も
と
づ
い
た
資
料
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
韓
菼
に
よ
る
冒
襄
の
伝
「
潜
孝
先

生
冒
徴
君
襄
墓
誌
銘
」（『
有
懐
堂
文
藳
』
巻
十
六
、
ま
た
『
碑
伝
集
』
巻
一
二
六
逸
民
下
之
下
に
も
収
め
る
）
に
も
救
荒
の
こ
と
は
見
え
、

ほ
か
に
范
質
公
（
范
景
文
）
の
「
壬
午
救
荒
記
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
冒
襄
『
同
人
集
』
巻
一
に
収
め
る
「
冒
辟
疆
救
荒
記
序
」

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
冒
襄
自
身
の
文
集
『
樸
巣
文
選
』
巻
二
に
も
「
救
荒
記
」
を
収
め
る
。

　

ま
ず
は
饑
え
た
民
が
あ
ら
わ
れ
、
冒
襄
は
五
升
の
米
を
め
ぐ
む
。
次
い
で
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
な
着
物
を
着
た
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
着
物
を
め
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ぐ
む
。
次
に
、
病
気
の
も
の
に
、
薬
の
代
と
し
て
お
金
を
め
ぐ
む
。
次
い
で
、
肉
親
を
失
っ
た
が
埋
葬
で
き
な
い
と
い
う
も
の
に
、
棺
桶

と
お
金
を
め
ぐ
む
。
次
い
で
、
老
人
が
や
っ
て
く
る
と
、
養
老
堂
に
送
っ
て
や
る
。
次
に
、
み
よ
り
の
な
い
子
供
が
来
る
と
、
育
嬰
堂
に

送
っ
て
や
る
。
生
活
が
苦
し
く
、
妻
を
質
入
れ
し
た
と
い
う
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
五
十
両
の
銀
を
与
え
、
買
い
戻
さ
せ
る
。
最
後
に
乞
食

が
あ
ら
わ
れ
、
食
べ
物
を
め
ぐ
ん
で
や
る
。
最
後
の
乞
食
が
し
ゃ
べ
る
言
葉
は
呉
語
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
、
冒
襄
の
施
し
を
受
け
、
よ
ろ
こ
ん
で
去
っ
て
行
く
。

巻
下

第
十
五
齣
「
得
調
（
転
任
の
報
せ
）」

　

丑
（
司
礼
太
監
）、
外
（
冒
起
宗
）

　

司
礼
太
監
が
、
冒
起
宗
転
任
の
詔
勅
を
持
っ
て
、
襄
陽
を
訪
れ
る
。
太
監
が
、
冒
起
宗
転
任
の
詔
勅
を
奉
読
す
る
。
冒
起
宗
は
、
こ
こ

で
退
任
を
申
し
出
る
上
奏
文
の
伝
奏
を
依
頼
す
る
が
、
太
監
は
そ
の
伝
奏
を
断
る
。

　

太
監
が
退
場
し
た
後
、
冒
起
宗
は
息
子
の
冒
襄
を
ほ
め
、
転
任
を
し
ら
せ
る
手
紙
を
し
た
た
め
る
。

　

父
の
転
任
に
つ
い
て
は
、『
冒
巣
民
先
生
年
譜
』
崇
禎
十
五
年
に
「
憲
副
公
調
宝
慶
、
尋
告
帰
（
憲
副
公
は
宝
慶
に
転
任
に
な
り
、
つ

づ
い
て
辞
職
し
て
郷
里
に
帰
っ
た
）」
と
あ
る
。
同
条
に
引
く
「
嵩
少
公
墓
誌
」（
陳
維
崧
）
に
は
、「
公
子
念
父
以
労
臣
践
危
疆
、
戒
家

人
不
令
公
知
、
而
陰
泣
血
上
書
。
政
府
同
郷
之
孫
黄
門
、
顔
銓
部
、
成
侍
御
又
翕
然
咸
頌
公
子
才
、
而
嘉
其
孝
、
力
為
之
争
。
乃
得
再
移

宝
慶
。
而
公
浩
然
乞
骸
骨
帰
。
帰
未
両
月
、
襄
陽
復
破
（
公
子 

父
の
労
臣
を
以
て
し
て
危
疆
を
践
む
を
念
ひ
、
家
人
を
戒
め
て
公
を
し

て
知
ら
し
め
ず
、
陰
か
に
泣
血
上
書
す
。
政
府
同
郷
の
孫
黄
門
、
顔
銓
部
、
成
侍
御
又
た
翕
然
と
し
て
咸
な
公
子
の
才
を
頌
し
、
而
し
て
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其
の
孝
を
嘉
し
、
力
め
て
之
が
為
に
争
ふ
。
乃
ち
再
び
宝
慶
に
移
る
を
得
た
り
。
而
し
て
公 

浩
然
と
し
て
骸
骨
を
乞
ひ
て
帰
る
。
帰
り

て
未
だ
両
月
な
ら
ざ
る
に
、
襄
陽
復
た
破
る
）」
と
あ
る
。
宝
慶
は
湖
南
に
あ
る
（
現
在
の
邵
陽
）。

第
十
六
齣
「
桐
橋
（
桐
橋
）」

　

雑
（
船
頭
）、
小
生
（
冒
襄
）

　

冒
襄
が
蘇
州
で
船
に
乗
り
、
董
小
宛
を
思
い
な
が
ら
半
塘
の
桐
橋
を
通
り
か
か
る
。
水
に
臨
ん
で
竹
垣
を
結
っ
た
あ
の
雅
や
か
な
家
は
、

ど
な
た
の
住
ま
い
か
と
冒
襄
が
た
ず
ね
た
の
に
対
し
、
船
頭
は
、
こ
れ
は
秦
淮
か
ら
移
っ
て
き
た
董
小
宛
の
家
で
あ
る
と
い
い
、
彼
女
は

母
親
が
亡
く
な
っ
た
後
、
病
気
に
な
っ
て
、
客
を
謝
絶
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
。

　
『
影
梅
庵
憶
語
』
で
は
、
冒
襄
が
蘇
州
の
名
妓
陳
円
円
と
な
じ
み
、
陳
円
円
か
ら
自
分
を
落
籍
し
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
る
一
段
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
陳
円
円
は
む
り
や
り
北
京
の
宮
廷
に
連
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
、
鬱
々
と
し
て
虎
丘
の
方
に
船
を
う
か
べ
て
い

る
と
、
あ
る
橋
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
董
小
宛
の
住
ま
い
を
見
つ
け
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。『
影
梅
庵
』
伝
奇
で
は
、
陳
円

円
の
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

第
十
七
齣
「
心
薬
（
心
の
薬
）」

　

小
旦
（
董
小
宛
）、
小
生
（
冒
襄
）、
貼
（
董
小
宛
の
侍
女
）

　

病
の
床
に
伏
す
小
宛
の
と
こ
ろ
に
、
冒
襄
が
た
ず
ね
て
来
る
。
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〔
北
喜
遷
鶯
〕
不
信
俺
看
朱
成
碧
、
眼
昏
昏
惝
怳
迷
離
、
驚
也
波
疑
、
索
為
君
彊
掙
扎
起
。（
欲
起
介
）（
小
生
）
快
休
如
此
。（
小

旦
）
我
一
見
郎
君
、
便
似
著
了
迷
、
怎
撇
下
三
年
別
、
剰
今
宵
燈
前
眼
底
、
還
畢
竟
是
夢
耶
非
。

　
　

 　
（
小
生
）
清
清
醒
醒
的
、
怎
説
是
夢
。（
小
旦
泣
介
）

　
　

 　
〔
北
喜
遷
鶯
〕
わ
た
し
は
朱
を
碧
と
見
誤
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
目
は
く
ら
ん
で
、
頭
も
ぼ
ん
や
り
、
び
っ
く
り
し
、
か
つ

は
疑
い
、
あ
な
た
の
た
め
に
強
い
て
起
き
上
が
り
ま
し
ょ
う
。（
起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
し
ぐ
さ
）（
小
生
）
ど
う
ぞ
そ
の
ま
ま
で
。

（
小
旦
）
わ
た
し
は
あ
な
た
を
一
目
見
た
そ
の
時
か
ら
、
恋
の
思
い
に
迷
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ど
う
し
て
三
年
間
も
の
間
捨
て
置

か
れ
て
離
れ
ば
な
れ
で
い
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
今
宵
、
灯
火
の
前
、
眼
に
う
つ
る
あ
な
た
は
、
さ
て
、
夢
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
　

 　
（
小
生
）
は
っ
き
り
し
た
現
実
で
す
よ
。
ど
う
し
て
夢
で
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
小
旦
涙
を
流
す
し
ぐ
さ
）

　

以
下
、
多
く
は
董
小
宛
が
冒
襄
と
再
会
で
き
た
喜
び
を
歌
う
。
し
ま
い
に
は
、

　
　

 　
（
披
衣
起
介
）
吾
疾
癒
矣
。
妾
有
懐
已
久
。
天
下
物
未
有
孤
生
而
無
偶
者
、
気
有
潜
感
、
数
有
冥
会
。
今
妾
身
不
見
公
子
則
神
廃
、

一
見
公
子
則
神
清
。
数
十
日
来
、
勺
粒
不
沾
、
医
薬
罔
效
。
郎
君
夜
半
一
至
、
妾
遂
霍
然
。
君
既
有
当
於
妾
、
妾
豈
無
当
於
君
。
願

以
此
刻
委
終
身
於
君
。
君
万
勿
辞
。

　
　

 　
（
着
物
を
は
お
っ
て
起
き
上
が
る
し
ぐ
さ
）
わ
た
し
の
病
気
は
治
り
ま
し
た
。
わ
た
し
に
は
長
い
こ
と
心
の
中
で
思
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
天
下
の
物
に
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
あ
っ
て
、
つ
れ
あ
い
が
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
そ
か
に
気
が
感
じ
あ
っ
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た
の
で
し
ょ
う
か
。
し
ば
し
ば
夢
で
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
あ
な
た
に
お
目
に
か
か
れ
な
け
れ
ば
精
神
も
ず
た
ず
た
で

す
が
、
一
目
あ
な
た
に
お
目
に
か
か
っ
て
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
数
十
日
こ
の
か
た
、
ほ
ん
の
少
し
の
飲
み
物
も
食
べ
物

も
の
ど
を
通
ら
ず
、
薬
も
効
き
目
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
な
た
が
真
夜
中
に
や
っ
て
こ
ら
れ
る
や
、
わ
た
し
は
病

気
が
け
ろ
り
と
治
り
ま
し
た
。
あ
な
た
が
わ
た
し
を
思
っ
て
く
だ
さ
る
か
ら
に
は
、
わ
た
し
が
ど
う
し
て
あ
な
た
を
思
わ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
願
わ
く
は
い
ま
こ
の
時
か
ら
あ
な
た
に
一
生
お
仕
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
決
し
て
断
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

と
い
っ
て
、
自
分
を
側
室
と
し
て
娶
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
の
で
あ
る
。

　

冒
襄
は
、
終
身
の
大
事
を
い
き
な
り
切
り
出
さ
れ
て
も
、
と
躊
躇
し
な
が
ら
、
明
日
ま
た
来
る
と
い
っ
て
、
船
に
帰
っ
て
い
く
。

　

冒
襄
が
董
小
宛
と
再
会
す
る
場
面
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
影
梅
庵
憶
語
』
に
も
見
え
る
。

第
十
八
齣
「
競
渡
（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
）」

　

浄
（
船
頭
）、
小
生
（
冒
襄
）、
小
旦
（
董
小
宛
）

　

京
口
（
鎮
江
）
で
、
五
月
五
日
の
龍
船
の
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
へ
冒
襄
と
西
洋
布
の
着
物
を
着
た
董
小
宛
が
登
場
。
み
な

が
二
人
を
見
て
、
な
ん
と
美
し
い
の
か
と
話
し
出
す
。

　

舞
台
に
は
金
山
の
作
り
物
が
設
け
て
あ
り
、
二
人
は
そ
の
上
に
立
つ
。
多
く
の
人
々
が
、
二
人
を
ほ
め
る
。

　

浄
（
船
頭
）
が
船
を
こ
い
で
や
っ
て
く
る
。
船
頭
は
、
冒
襄
が
湖
北
か
ら
帰
っ
た
時
の
船
頭
で
あ
っ
て
、
鵞
酒
を
与
え
て
ね
ぎ
ら
う
。
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冒
襄
と
董
小
宛
の
二
人
は
山
を
下
り
て
船
に
戻
り
、
そ
こ
で
桜
桃
を
食
べ
る
。

　

こ
れ
ら
い
ず
れ
も
『
影
梅
庵
憶
語
』
に
見
え
る
場
面
で
あ
る
。

第
十
九
齣
「
酔
月
（
月
見
の
宴
会
）」

　

外
（
方
密
之
）、
末
（
陳
則
梁
）、
生
（
侯
方
域
）、
貼
（
顧
眉
）、
雑
旦
（
李
湘
貞
）、
小
生
（
冒
襄
）、
小
旦
（
董
小
宛
）

　

董
小
宛
は
、
科
挙
の
試
験
を
受
け
る
た
め
南
京
に
滞
在
中
の
冒
襄
に
会
い
に
、
蘇
州
か
ら
船
を
雇
っ
て
や
っ
て
こ
よ
う
と
し
た
。
そ
の

途
中
で
船
が
賊
に
お
そ
わ
れ
る
危
機
に
際
会
し
た
。
そ
う
し
た
董
小
宛
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
南
京
秦
淮
の
桃
葉
渡
で
宴
席
が
設
け
ら
れ
る
。

方
密
之
、
陳
則
梁
、
侯
方
域
、
冒
襄
ら
が
参
加
し
、
董
小
宛
の
ほ
か
、
妓
女
の
顧
眉
、
李
湘
貞
ら
も
加
わ
る
。

　

酒
を
酌
み
交
わ
し
つ
つ
、
董
小
宛
は
、〔
尹
令
〕
の
歌
で
、
み
ず
か
ら
の
運
命
の
つ
た
な
さ
、
い
ま
だ
に
冒
襄
と
い
っ
し
ょ
に
な
れ
な

い
恨
み
を
述
べ
る
。

　

宴
席
で
、
芝
居
が
演
じ
ら
れ
る
。
阮
大
鋮
作
の
『
燕
子
箋
』
で
あ
り
、
そ
の
離
合
悲
歓
の
物
語
に
、
董
小
宛
、
顧
眉
、
方
密
之
が
そ
れ

ぞ
れ
に
思
い
を
述
べ
る
。

　

冒
襄
、
董
小
宛
の
二
人
が
い
っ
し
ょ
に
な
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
宴
席
が
終
わ
り
を
告
げ
る
。

　
『
影
梅
庵
憶
語
』
に
も
見
え
る
場
面
。
冒
襄
は
、
阮
大
鋮
の
『
燕
子
箋
』
と
そ
の
劇
団
を
ほ
め
つ
つ
、
阮
大
鋮
本
人
を
罵
っ
た
こ
と
か
ら
、

明
王
朝
滅
亡
後
、
南
京
に
で
き
た
臨
時
政
府
で
権
力
を
握
っ
た
阮
大
鋮
か
ら
あ
や
う
く
弾
圧
さ
れ
る
か
か
る
事
件
が
あ
っ
た）

4
（

。
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第
二
十
齣
「
帰
田
（
父
の
隠
棲
）」

　

外
（
冒
起
宗
）

　

官
職
を
離
れ
た
冒
起
宗
が
、
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞
」
な
ど
を
引
用
し
つ
つ
、
郷
里
に
帰
っ
て
隠
棲
す
る
喜
び
を
歌
う
。

第
二
十
一
「
別
玉
（
別
れ
）」

　

小
生
（
冒
襄
）、
小
旦
（
董
小
宛
）

　

冒
襄
が
郷
里
に
帰
る
た
め
に
、
南
京
で
董
小
宛
と
別
れ
る
一
段
。
冒
襄
と
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
董
小
宛
の
悲
し
み
の
歌
。
も
し
、

冒
襄
と
添
い
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
尼
に
な
る
と
い
う
。
冒
襄
は
、
友
人
の
蘇
州
刺
史
李
巫
臣
に
董
小
宛
の
身
柄
を
預

け
て
い
く
と
告
げ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
夢
の
中
で
会
う
し
か
な
い
と
い
う
董
小
宛
の
最
後
の
歌
で
幕
を
閉
じ
る
。

第
二
十
二
齣
「
憐
香
（
香
を
憐
れ
む
）」

　

副
浄
（
郡
王
の
王
孫
、
嫖
客
）、
丑
（
国
公
の
公
子
、
嫖
客
）
浄
（
李
巫
臣
）、
丑
（
教
坊
司
）、
外
（
銭
謙
益
）

　

廓
の
客
た
ち
が
、
董
小
宛
が
廓
か
ら
姿
を
消
し
、
李
巫
臣
に
か
く
ま
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
憤
っ
て
い
る
。
李
巫
臣
は
、
蘇
州
刺
史
の
役

所
に
董
小
宛
を
か
く
ま
っ
た
が
、
廓
の
者
た
ち
や
豪
族
た
ち
に
包
囲
さ
れ
、
進
退
き
わ
ま
っ
て
い
る
。
彼
女
を
引
き
渡
せ
ば
騒
ぎ
は
収
ま

る
が
、
一
方
で
彼
女
が
気
の
毒
で
も
あ
り
、
冒
襄
と
の
約
束
に
そ
む
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
銭
謙
益
に
手
紙
を
書
い
て
、
救
い
を
求

め
る
こ
と
に
す
る
。
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廓
を
司
る
教
坊
司
が
、
董
小
宛
の
騒
ぎ
を
聞
き
、
教
坊
司
の
責
任
に
さ
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
ま
た
李
自
成
や
張
献
忠
ら
に
よ
っ
て
世

の
中
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
、
官
帽
を
脱
い
で
、
逃
げ
去
っ
て
い
く
。

　

銭
謙
益
は
、
李
巫
臣
の
手
紙
を
得
て
、
柳
如
是
と
と
も
に
力
を
貸
し
、
董
小
宛
を
落
籍
さ
せ
、
そ
の
借
金
の
か
た
を
つ
け
て
や
る
。
そ

し
て
虎
丘
で
、
彼
女
の
送
別
の
宴
を
張
る
よ
う
、
柳
如
是
に
い
い
つ
け
る
。

　

董
小
宛
の
落
籍
を
め
ぐ
っ
て
、『
影
梅
庵
憶
語
』
で
は
、
最
初
、
劉
刺
史
が
ひ
と
肌
脱
ご
う
と
い
っ
た
が
、
う
ま
く
い
か
ず
に
姿
を
く

ら
ま
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
で
銭
謙
益
が
、
南
京
の
関
係
者
に
頼
ん
で
、
落
籍
に
成
功
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
豪
族
た
ち
に
囲
ま
れ

た
と
の
こ
と
は
、『
影
梅
庵
憶
語
』
で
は
、
陳
円
円
が
北
京
に
連
れ
て
い
か
れ
る
場
面
の
描
写
に
見
え
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
用
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

第
二
十
三
齣
「
集
餞
（
送
別
の
宴
席
）」

　

旦
（
柳
如
是
）、
小
旦
（
董
小
宛
）、
貼
（
顧
眉
）、
雑
旦
（
李
湘
貞
）、
丑
（
顧
小
喜
）

　

柳
如
是
が
、
董
小
宛
を
如
皐
に
送
る
餞
別
の
宴
席
を
準
備
す
る
。

　

宴
会
が
は
じ
ま
り
、
董
小
宛
は
、
落
籍
が
か
な
い
、
如
皐
の
冒
家
に
行
け
る
喜
び
を
語
る
。
見
送
る
み
な
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
語

る
。
か
つ
て
の
盒
子
会
を
思
い
出
し
、
も
う
会
え
な
く
な
る
こ
と
を
悲
し
む
が
、
い
ず
れ
ま
た
会
え
る
機
会
は
あ
る
だ
ろ
う
と
い
っ
て
散

会
す
る
。

　

董
小
宛
が
蘇
州
を
離
れ
、如
皐
の
冒
家
に
向
か
う
に
際
し
、銭
謙
益
が
蘇
州
の
虎
丘
で
送
別
の
宴
席
を
張
っ
た
こ
と
は
、『
影
梅
庵
憶
語
』

に
も
見
え
る
。
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第
二
十
四
齣
「
影
梅
（
影
梅
）」

　

小
生
（
冒
襄
）、
貼
（
侍
女
）

　

冒
襄
が
、
冒
家
に
来
て
か
ら
の
董
小
宛
の
様
子
を
述
べ
る
。
暇
な
時
に
は
自
分
と
い
っ
し
ょ
に
書
物
や
絵
画
の
中
に
座
り
、
瑟
を
奏
で
、

名
香
を
賞
し
、
金
石
な
ど
を
賞
翫
し
、
古
今
の
人
物
を
品
評
す
る
。
そ
し
て
四
唐
詩
を
集
め
る
作
業
（
冒
襄
は
全
唐
詩
集
を
編
纂
す
る
志

を
抱
き
、
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
た
）
で
は
、
ひ
が
な
一
日
、
本
を
書
き
写
す
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
。
董
小
宛
は
、
古
今
の
女
子
に
つ

い
て
の
書
物
で
あ
る
『
奩
艶
』
を
編
集
し
た
。
詩
で
は
、『
楚
辞
』、
杜
甫
、
李
義
山
、
三
家
宮
詞
を
好
ん
だ
。
さ
ら
に
絵
も
好
ん
だ
こ
と

を
い
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
影
梅
庵
憶
語
』
に
見
え
る
こ
と
が
ら
。

　

侍
女
が
香
炉
を
持
っ
て
登
場
し
、
こ
れ
か
ら
董
小
宛
が
沈
香
を
焚
く
の
だ
と
い
う
。
香
は
彼
女
で
な
け
れ
ば
、
上
手
に
焚
け
な
い
こ
と

を
い
う
。
こ
れ
も
『
影
梅
庵
憶
語
』
に
見
え
る
。
さ
ら
に
月
を
愛
し
、
お
茶
を
好
ん
だ
。

　
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
後
半
部
分
は
、
董
小
宛
の
趣
味
に
つ
い
て
の
造
詣
の
深
さ
に
関
す
る
記
述
が
大
半
を
占
め
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
こ
の
一
齣
で
簡
単
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
齣
に
董
小
宛
自
身
は
登
場
し
な
い
。

第
二
十
五
齣
「
避
難
（
難
を
避
け
る
）」

　

末
（
冒
家
の
家
令
）、
小
生
（
冒
襄
）、
小
旦
（
董
小
宛
）、
外
（
冒
起
宗
）、
老
旦
（
冒
襄
の
母
）

　

冒
襄
は
か
つ
て
阮
大
鋮
を
罵
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
阮
大
鋮
が
、
明
王
朝
滅
亡
後
、
南
京
に
で
き
た
臨
時
政
府
で
力
を
持
っ
た

た
め
に
、
復
社
成
員
が
弾
圧
さ
れ
、
冒
襄
も
あ
ぶ
な
い
と
こ
ろ
を
助
か
っ
た
。
そ
の
た
め
家
族
を
ひ
き
つ
れ
、
塩
官
の
陳
則
梁
を
た
よ
っ

て
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
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避
難
の
途
中
、
悲
惨
な
難
民
に
あ
っ
た
り
、
乱
兵
に
出
く
わ
し
た
り
、
苦
労
を
す
る
が
、
そ
う
し
た
困
難
の
中
で
、
董
小
宛
が
犠
牲
的

な
気
働
き
を
見
せ
る
。

　
『
影
梅
庵
憶
語
』
に
も
あ
る
一
段
。
実
際
は
、
清
軍
が
南
下
し
て
き
た
の
を
避
け
て
塩
官
に
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
阮
大
鋮

に
よ
る
弾
圧
を
避
け
た
こ
と
に
し
て
い
る
。

第
二
十
六
齣
「
平
寇
（
賊
を
平
定
す
る
）」

　

生
（
粛
親
王
）、
旦
、
外
、
末
、
副
浄
（
粛
親
王
麾
下
の
部
将
）、
丑
（
劉
進
忠
）、
浄
（
張
献
忠
）

　

清
王
朝
の
粛
親
王
が
、
張
献
忠
を
は
じ
め
と
す
る
流
寇
を
平
定
す
る
た
め
に
兵
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
張
献
忠
の
部
下
の
劉
進

忠
が
い
け
ど
り
に
さ
れ
、
張
献
忠
の
居
場
所
を
告
げ
る
。
し
ば
し
戦
い
の
場
面
が
あ
っ
て
、
張
献
忠
が
討
た
れ
る
。
最
後
は
、
全
員
の
合

唱
に
よ
り
、「
成
就
我
万
万
年
定
鼎　

皇
清
大
一
統
」
と
い
う
歌
が
歌
わ
れ
る
。

　
『
影
梅
庵
憶
語
』
で
は
、
塩
官
に
避
難
し
た
冒
家
の
人
々
が
、「
大
兵
（
清
兵
）」
に
よ
っ
て
恐
ろ
し
い
目
に
あ
う
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、

こ
こ
は
、
清
朝
を
立
て
る
形
で
書
き
換
え
て
あ
る
。

第
二
十
七
齣
「
椿
寿
（
長
寿
を
こ
と
ほ
ぐ
）」

　

小
生
（
冒
襄
）、
丑
、
末
（
家
丁
）、
外
（
冒
起
宗
）、
老
旦
（
冒
襄
の
母
）
ほ
か

　

冒
襄
が
登
場
し
、
逆
賊
が
平
ら
げ
ら
れ
、
清
の
天
下
に
な
っ
た
が
、
自
分
は
新
し
い
王
朝
に
は
仕
官
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
父
親
の
誕

生
日
の
会
が
開
か
れ
る
。
銭
謙
益
、
龔
鼎
孳
、
ま
た
侯
方
域
、
方
密
之
、
陳
貞
慧
、
張
公
亮
、
陳
則
梁
ら
か
ら
贈
り
物
が
届
け
ら
れ
る
。
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冒
襄
の
父
親
と
母
親
が
登
場
す
る
。
冒
襄
の
二
人
の
息
子
、
冒
起
宗
の
側
室
た
ち
も
登
場
し
て
、
一
同
う
ち
そ
ろ
っ
て
、
冒
起
宗
夫
妻

の
長
寿
を
こ
と
ほ
ぐ
。

第
二
十
八
齣
「
菊
仙
（
菊
仙
）」

　

十
二
月
花
神
、
花
童
、
貼
（
侍
女
）、
小
旦
（
董
小
宛
）、
小
生
（
冒
襄
）

　

十
二
月
花
神
、
花
童
が
菊
を
持
っ
て
登
場
。
重
陽
節
で
あ
る
。
侍
女
に
よ
っ
て
、
董
小
宛
が
、
塩
官
へ
の
避
難
か
ら
帰
っ
て
か
ら
、
病

気
に
な
っ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
。

　

侍
女
、
小
宛
を
か
か
え
て
登
場
。
菊
の
花
を
見
な
が
ら
、
病
気
に
な
っ
て
や
せ
衰
え
て
い
く
悲
し
み
を
歌
う
。

　

冒
襄
登
場
。

　
　

 　
（
小
生
）
蓮
娘
位
置
、
菊
影
極
其
参
横
妙
麗
、
你
看
人
在
菊
中
、
菊
与
人
倶
在
影
中
、
真
不
負
為
黄
花
知
己
。（
小
旦
）
菊
之
意
態

尽
矣
。
其
如
人
痩
何
。

　
　

 　
（
小
生
）
蓮
娘
の
い
る
位
置
は
、
菊
の
花
が
す
ば
ら
し
く
映
え
る
。
ご
ら
ん
な
さ
い
、
人
が
菊
の
中
に
い
る
と
、
菊
と
人
と
が
ど

ち
ら
も
影
の
中
に
い
て
、
黄
花
の
知
己
と
い
う
の
に
そ
む
か
な
い
。（
小
旦
）
菊
の
意
態
は
こ
れ
に
尽
き
て
い
ま
す
が
、
人
が
痩
せ

て
い
る
の
を
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

　

病
身
の
董
小
宛
が
菊
を
見
、
菊
の
中
に
座
る
様
子
は
『
影
梅
庵
憶
語
』
に
見
え
て
お
り
、
こ
こ
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
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董
小
宛
が
菊
の
中
に
横
た
わ
っ
て
眠
る
と
、
天
上
か
ら
音
楽
が
聞
こ
え
、
仙
童
四
人
、
舞
雲
仙
女
四
名
が
菊
を
持
ち
、
天
上
の
西
王
母

の
命
を
承
け
て
迎
え
に
来
た
と
い
い
、
董
小
宛
は
瑤
池
花
史
と
し
て
仙
界
に
昇
っ
て
ゆ
く
。（
劇
終
）

　

以
上
が
『
影
梅
庵
』
の
梗
概
で
あ
る
。『
影
梅
庵
』
の
戯
曲
と
し
て
の
構
成
を
見
る
と
、
冒
襄
と
董
小
宛
と
が
最
初
に
出
会
う
第
五
齣

の
「
半
塘
」
を
別
に
す
れ
ば
、
再
会
が
か
な
っ
た
第
十
七
齣
の
「
心
薬
」
以
降
に
、
冒
襄
と
董
小
宛
と
が
同
時
に
あ
ら
わ
れ
る
齣
が
多
い
。

そ
れ
ま
で
の
第
十
六
齣
ま
で
に
お
い
て
は
、
第
一
齣
「
牲
盟
」、
第
七
齣
「
省
覲
」、
第
十
二
齣
「
憤
疏
」、
第
十
四
齣
「
散
賑
」
の
四
齣

が
冒
襄
の
登
場
す
る
齣
、
第
二
齣
「
盒
会
」、
第
十
齣
「
黄
山
」、
第
十
三
齣
「
病
憶
」、
第
十
六
齣
「
桐
橋
」
の
四
齣
が
董
小
宛
の
登
場

す
る
齣
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
張
献
忠
が
ら
み
の
齣
（
第
四
齣
、
第
六
齣
、
第
九
齣
、
第
十
一
齣
な
ど
）
が
加
わ
る
。
中
心
的
人
物
が

交
互
に
登
場
す
る
場
面
の
展
開
は
、
伝
奇
の
常
套
と
は
い
え
、
変
化
に
富
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
『
影
梅
庵
』
は
、「
楔
子
」
を
加
え
て
全
二
十
九
齣
あ
る
。
そ
の
う
ち
六
齣
分
が
、
張
献
忠
が
ら
み
の
物
語
で
あ
る
。
冒
襄
と
董
小
宛
の

物
語
が
縦
糸
で
あ
る
と
す
る
と
、
張
献
忠
に
関
す
る
物
語
は
横
糸
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
横
糸
の
占
め
る
割
合
は
比
較
的
高
い
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

才
子
と
薄
命
の
佳
人
の
物
語
、
そ
し
て
政
治
社
会
情
勢
。『
影
梅
庵
』
伝
奇
の
作
者
の
関
心
は
、
恋
と
政
治
の
二
点
に
帰
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
こ
の
点
は
、
明
末
清
初
南
京
秦
淮
を
舞
台
に
し
た
孔
尚
任
の
『
桃
花
扇
』
な
ど
と
も
共
通
し
て
い
る
。
彭
剣
南
が
『
桃
花
扇
』

か
ら
学
ん
で
い
る
も
の
は
少
な
く
な
い
。

　

清
代
後
期
、
嘉
慶
・
道
光
年
間
に
、
明
末
清
初
の
歴
史
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
こ
う
し
た
戯
曲
が
作
ら
れ
た
背
景
に
は
、
そ
の
後
さ
ら
に

明
ら
か
な
傾
向
と
な
る
、
明
末
清
初
の
時
代
へ
の
一
種
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
感
情
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
明
末
清
初
を
舞
台
に
し
た
戯
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曲
に
つ
い
て
み
て
も
、
陳
円
円
を
主
人
公
と
す
る
丁
靖
伝
の
『
滄
桑
艶
』（
光
緒
三
十
四
年　

一
九
〇
八
）、
さ
ら
に
民
国
に
入
っ
て
呉
梅

の
『
湘
真
閣
』（
姜
垓
と
名
妓
李
十
郎
と
を
主
人
公
と
す
る
）
へ
と
続
い
て
い
く
。E

llen W
idm

er

は
、
十
九
世
紀
の
前
半
、
道
光
年
間

以
後
に
作
ら
れ
た
、
明
末
清
初
を
し
の
ぶ
一
連
の
作
品
に
つ
い
て
、「
明
代
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
波
」
と
称
し
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
れ
は

当
時
の
一
つ
の
潮
流
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う）

5
（

。『
影
梅
庵
』
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
反
清
復
明
の
運
動
に
結
び
つ
く
わ
け

で
は
な
い
が
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
背
後
に
は
、
つ
ね
に
現
状
へ
の
何
ら
か
の
不
満
が
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
れ
も
ま
た
あ
る
種
時
代
の

雰
囲
気
を
代
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う）

6
（

。

二
、『
影
梅
庵
』
伝
奇
の
版
本
そ
の
他

　

は
じ
め
に
内
容
を
見
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
で
引
き
続
き
、『
影
梅
庵
』
伝
奇
の
版
本
、
そ
の
成
立
事
情
等
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と

に
し
た
い
。

　

彭
剣
南
の
『
影
梅
庵
』
伝
奇
に
つ
い
て
、
管
見
に
及
ん
だ
テ
キ
ス
ト
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
蔵
さ

れ
る
道
光
丙
戌
（
六
年　

一
八
二
六
）
茗
雪
山
房
刊
本
で
あ
り
、
一
つ
は
『
傅
惜
華
蔵
古
典
戯
曲
珍
本
叢
刊
』（
学
苑
出
版
社　

二
〇
一
〇
）

に
影
印
本
を
収
め
る
道
光
八
年
（
一
八
二
八
）
の
冒
氏
水
絵
園
刊
本
で
あ
る
。
ま
ず
後
者
は
、
封
面
に
、

　
　

道
光
戊
子
春
鐫

　
　

影
梅
庵
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水
絵
園
蔵
板

と
あ
り
、
そ
の
後
に
、

　

影
梅
庵
楽
府

　
　
　

溧
陽
彭
剣
南
梅
垞
填
詞

　
　
　

如
皐
冒
長
清
不
波
鳩
刊

と
の
題
署
が
あ
っ
て
、「
較
字
姓
氏
列
左
」
と
し
て
「
劉
長
清　

湘
浦
」
以
下
二
十
五
名
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
較
字
閨
秀
列
左
」

と
し
て
「
叢
冒
氏
、
馬
冒
氏
、
馬
冒
氏
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
続
く
本
文
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
上
記
茗

雪
山
房
刊
本
に
同
じ
で
あ
る
。

　
「
冒
長
清
不
波
」
は
、
冒
襄
の
後
裔
に
あ
た
る
如
皐
冒
氏
の
一
族
で
、
冒
襄
『
同
人
集
』
の
道
光
五
年
（
一
八
二
五
）
刊
本
を
刊
行
し

た
人
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
彭
剣
南
の
茗
雪
山
房
の
版
木
を
、
冒
家
が
入
手
し
て
水
絵
園
で
刊
行
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
傅
惜
華
蔵
古
典
戯
曲
珍
本
叢
刊
』
所
収
本
に
は
、
冒
頭
に
「
白
門
何
兆
瀛
通
甫
志
、
時
光
緒
戊
子
四
月
中
」
と
す
る
手
書
き
の
識
語

が
あ
る
。
光
緒
戊
子
は
、
光
緒
十
四
年
（
一
八
八
八
）。
識
語
に
は
、
こ
の
本
に
は
彭
剣
南
の
作
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
前
見

た
写
本
に
は
、
孫
如
金
の
名
も
記
さ
れ
て
い
た
。
ど
う
し
て
削
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
記
さ
れ
て
い
る
。
彭
剣
南
と
孫
如
金
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
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原
刊
本
と
考
え
ら
れ
る
彭
剣
南
の
茗
雪
山
房
刊
本
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
）
は
、
次
の
よ
う
な
版
本
で
あ
る
。

　

上
冊

　

封
面
に
、「
道
光
丙
戌
夏
鐫/

影
梅
庵/

茗
雪
山
房
蔵
版
」
と
あ
る
。
道
光
丙
戌
は
、
道
光
六
年
（
一
八
二
六
）。
冒
頭
に
、
以
下
の

序
文
三
篇
が
置
か
れ
る
。

　

序
一
「
太
和
李
蟠
根
叙
」

　

序
二
「
道
光
元
年
（
一
八
二
一
）
歳
在
辛
巳
夏
五
月
海
昌
楊
文
蓀
叙
」

　

序
三
「
道
光
丙
戌
（
六
年　

一
八
二
六
）
春
仲
上
浣
金
壇
愚
弟
馮
調
鼎
拝
叙
」

　

序
二
に
「
影
梅
庵
伝
奇
者
、
瀬
上
彭
君
梅
垞
摭
取
冒
公
子
辟
疆
与
董
姫
小
宛
軼
事
、
倚
声
而
成
者
也
（
影
梅
庵
伝
奇
は
、
瀬
上
の
彭
君

梅
垞
が
冒
公
子
辟
疆
と
董
姫
小
宛
の
軼
事
を
集
め
、
音
楽
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
）」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
版

本
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
道
光
六
年
で
あ
る
が
、
こ
の
序
文
が
書
か
れ
た
道
光
元
年
に
は
、
す
で
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

続
い
て
、
張
明
弼
の
「
冒
姫
董
小
宛
伝
」（
全
文
）、
冒
襄
の
『
影
梅
庵
憶
語
』（
節
録
）
が
置
か
れ
る
。『
影
梅
庵
憶
語
』
は
、「
紀
遇
」

「
紀
遊
」「
紀
静
敏
」「
紀
恭
倹
」「
紀
詩
史
書
画
」「
紀
茗
香
花
月
」「
紀
飲
食
」「
紀
同
難
」「
紀
讖
」
の
各
段
か
ら
な
る
が
、
こ
こ
に
選
録

さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
う
ち
「
紀
遊
」
の
一
部
、「
紀
詩
史
書
画
」
の
一
部
、「
紀
茗
香
花
月
」
の
一
部
、「
紀
飲
食
」
の
一
部
だ
け
で

あ
る
。
物
語
に
最
も
関
連
の
深
い
「
紀
遇
」（
冒
家
に
嫁
す
る
ま
で
）
の
部
分
は
、
ま
っ
た
く
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
張
明
弼
「
冒
姫
董
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小
宛
伝
」
と
重
複
す
る
と
考
え
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
「
姫
能
飲
（
彼
女
は
い
け
る
口
で
あ
っ
た
）」
で
は
じ
ま
る
一
段
は
、
お
酒

と
お
茶
に
関
す
る
一
段
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、

　
　

 　

嗜
茶
与
余
同
性
、
又
同
嗜

片
。
毎
歳
半
塘
顧
子
兼
択
最
精
者
緘
寄
、
具
有
片
甲
蟬
翼
之
異
。
文
火
細
煙
、
小
鼎
長
泉
、
必
手
自

吹
滌
。
余
毎
誦
左
思
嬌
女
詩
吹
嘘
対
鼎

之
句
、
姫
為
解
頤
。
至
沸
乳
看
蟹
目
魚
鱗
、
伝
瓷
選
月
魂
雲
魄
、
尤
為
精
絶
。
毎
花
前
月

下
、
静
試
対
嘗
、
碧
沈
香
泛
、
真
如
木
蘭
沾
露
、
瑶
草
臨
波
、
備
極
盧
陸
之
致
。
東
坡
云
、
分
無
玉
椀
捧
蛾
眉
、
余
一
生
清
福
、
九

年
占
尽
、
九
年
折
尽
矣
。

　
　

 　

お
茶
好
き
は
わ
た
し
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
と
も
に

片
が
好
み
で
あ
っ
た
。
毎
年
、
半
塘
の
顧
子
兼
が
い
ち
ば
ん
よ
い
と

こ
ろ
を
選
び
密
封
し
て
わ
た
し
に
送
っ
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
龍
の
う
ろ
こ
の
よ
う
に
か
わ
っ
て
い
て
、
蟬
の
羽
根
の
よ
う
に
美
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
弱
火
で
煙
を
細
く
し
、
小
さ
な
鼎
で
泉
の
水
を
沸
か
す
の
に
も
、
必
ず
彼
女
み
ず
か
ら
火
を
吹
き
茶
道
具
を
洗
っ

た
。
そ
れ
を
見
て
わ
た
し
が
左
思
の
「
嬌
女
の
詩
」
の
「
吹
嘘
し
て
鼎

に
対
す
」
の
句
を
誦
す
る
た
び
に
彼
女
は
笑
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。「
乳
を
沸
か
し
て
は
蟹
目
魚
鱗
を
看
、
瓷
を
伝
え
て
は
月
魂
雲
魄
を
選
ぶ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
女
は
と
り
わ
け

す
ぐ
れ
て
い
た
。
春
は
花
の
前
、
秋
は
月
の
下
、
静
か
に
向
か
い
合
っ
て
彼
女
と
お
茶
を
味
わ
っ
て
い
る
と
、
茶
葉
は
緑
に
沈
み
、

香
り
は
た
だ
よ
い
、
ま
こ
と
に
「
木
蘭
が
露
に
う
る
お
い
、
瑶
草
が
浪
に
臨
む
」
と
い
っ
た
あ
り
さ
ま
で
、
盧
仝
・
陸
羽
の
境
地
を

極
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
東
坡
は
「
分
に
玉
椀
の
蛾
眉
に
捧
げ
し
む
る
な
し
」
と
い
っ
た
が
、
私
の
場
合
、
一
生
の
清
福
は
彼
女

と
過
ご
し
た
九
年
の
間
に
窮
め
尽
く
し
、
九
年
の
間
に
す
っ
か
り
使
い
果
た
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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と
い
っ
た
部
分
は
、『
影
梅
庵
』
伝
奇
第
十
七
齣
「
心
薬
」
で
、
冒
襄
が
病
気
の
董
小
宛
を
た
ず
ね
る
場
面
で
、
侍
女
が
お
茶
を
持
っ
て

く
る
時
に
侍
女
が
歌
う
〔
南
滴
滴
金
〕
の
歌
、

　
　

這
魚
鱗
蟹
眼
浮
蟬
翼
、
怕
不
似
小
鼎
長
泉
親
盥
洗
、
把
雲
魂
月
魄
評
論
細
。

　
　

 　

こ
の
お
湯
が
沸
き
立
つ
時
の
魚
鱗
蟹
眼
の
よ
う
な
あ
ぶ
く
に
蟬
の
翼
の
よ
う
な
茶
葉
が
浮
か
ん
で
い
る
。
小
鼎
で
長
泉
の
水
を
沸

か
す
の
に
、（
小
宛
が
）
み
ず
か
ら
洗
い
、
雲
魂
月
魄
の
よ
う
な
器
を
細
か
く
品
評
す
る
よ
う
に
は
い
か
な
い
の
で
は
と
心
配
で
す
。

と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
こ
の
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
語
句
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
選
録
さ
れ
た

部
分
が
、
本
文
の
注
釈
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。

　

続
い
て
「
影
梅
庵
目
録
」、「
影
梅
庵
伝
奇
楔
子
」
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
本
文
に
入
る
。
巻
首
に
は
、

　

影
梅
庵
伝
奇
巻
上

　
　
　

溧
陽
彭
剣
南
梅
垞
填
詞

　
　
　

休
寧
孫
如
金
雲
巌
正
譜

　
　

牲
盟　

第
一
齣
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と
あ
っ
て
、
本
文
に
入
っ
て
い
る
。
上
冊
に
は
、
第
十
四
齣
「
散
賑
」
ま
で
の
十
四
齣
が
収
め
ら
れ
る
。

　

下
冊
の
題
簽
に
は
「
影
梅
庵
楽
府
下
」
と
あ
り
（
上
冊
の
題
簽
は
失
わ
れ
て
い
る
）、
下
冊
の
冒
頭
に
は
、
諸
家
が
彭
剣
南
の
『
影
梅
庵
』

伝
奇
に
題
し
た
詩
詞
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
作
者
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。
詩
題
、
詞
題
は
な
い
。

　

題
詞
（
詩
）

　
　

史　

炳
恒
斎

　
　

海
陽
孫
如
金
在
鎔

　
　

叔
虎
文
芝
音

　
　

桐
城
姚
長
煦
皖
薑

　
　

山
陰
周
銘
鼎
梅
生

　
　

宋　

鐄
北
臺

　
　

潘
桐
鳴
梧
岡

　
　

史
載
煕
元
甫

　
　

績
渓
許
昌
果
園

　
　

丹
陽
周
玉
瓚
西
賡

　
　

狄
子
奇
惺
庵

　
　

涇
県
朱　

澧
蘭
皐
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鎮
洋
楊
正
源
子
泉

　
　

長
白
聯　

璧
玉
農

　
　

蘭
陵
史
丙
肩
子
春

　
　

潘
際
雲
春
洲

　
　

海
虞
呉
象
嶸
宓
堂

　
　

海
虞
呉
憲
澂
筱
軒

　
　

銭
塘
陳
裴
之
朗
玉

　
　

同
懐
弟
剣
虹
燭
垣

　
　

金
囦
女
史
史　

静
琴
仙

　
　

金
沙
女
史
于
月
卿
蕊
生

　
　

受
業
狄　

圻
子
京

　
　

受
業
史　

鬯
稼
彝

　
　

受
業
史　

圜
芝
谷

　
　

桐
城
余
自
伸
荊
門

　
　

桐
城
劉
汝
楫
小
瀛

　
　

常
熟
席
振
起
震
也

　
　

常
熟
席
振
逵
梅
生
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昭
文
呉
慶
増
修
来

　

題
詞
（
詞
）

　
　

臨
江
仙　

帰
安
葉
紹
棻
薌
谿

　
　

朝
天
子　

呉
江
郭　

頻
迦

　
　

金
縷
曲　

上
元
欧
陽
長
海
薬
諳

　
　

満
江
紅　

叔
氏
中
鳳
楼

　
　

壺
中
天　

兄
剣
光
薛
門

　
　

菩
薩
鬘　

金
瀬
女
史
狄　

沅
湘
蘅

　
　

菩
薩
鬘　

同
懐
弟
剣
采
星
橋

　
　

浪
淘
沙　

上
元
汪　

度
鄴
楼

　

詩
詞
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
作
者
の
彭
剣
南
と
交
遊
の
あ
っ
た
人
び
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
例

え
ば
「
金
囦
女
史
史　

静
琴
仙
」「
金
沙
女
史
于
月
卿
蕊
生
」
は
、
と
も
に
陳
文
述
の
女
弟
子
と
し
て
名
前
の
見
え
る
人
で
あ
り
、
郭

、
汪
度
な
ど
は
、
嘉
慶
か
ら
道
光
に
か
け
て
、
詩
名
の
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
こ
に
名
の
見
え
る
人
の
う
ち
の
幾
人
か
に
つ
い
て
は
、

最
後
に
ま
と
め
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

続
い
て
、
巻
下
の
巻
首
。
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影
梅
庵
伝
奇
巻
下

　
　
　

溧
陽
彭
剣
南
梅
垞
填
詞

　
　
　

休
寧
孫
如
金
雲
巌
正
譜

　
　

得
調　

第
十
五
齣

　

本
文
は
、
第
二
十
八
齣
「
菊
仙
」
で
終
わ
り
、
さ
ら
に
次
の
跋
二
篇
を
収
め
る
。

　

跋
一
「
嘉
慶
十
有
九
年
（
一
八
一
四
）
歳
在
甲
戌
清
和
月
上
澣
稚
観
山
人
彭
剣
南
自
題
於
小
嫏
環
館
」

　

跋
二
「
甲
申
（
道
光
四
年　

一
八
二
四
）
七
月
銭
塘
愚
弟
陳
裴
之
小
雲
識
」

　

序
、
題
詞
、
跋
な
ど
の
う
ち
、『
影
梅
庵
』
伝
奇
成
立
の
事
情
を
と
り
わ
け
詳
し
く
語
っ
て
い
る
の
が
、
作
者
彭
剣
南
自
身
に
よ
る
跋

で
あ
る
。
跋
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 　

清
明
節
後
、
扶
病
帰
館
、
調
摂
浹
旬
、
神
気
始
復
、
偶
検
虞
初
新
志
、
養
疴
消
遣
、
読
冒
姫
董
小
宛
伝
、
心
緒
悵
然
、
為
於
邑
者

久
之
。
以
彼
其
才
、
其
遇
労
瘁
以
死
、
天
年
不
永
、
傷
已
。
明
季
士
大
夫
敦
尚
気
節
、
乃
至
教
坊
楽
籍
、
時
時
産
奇
女
子
、
如
柳
如
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是
之
於
銭
牧
斎
、
顧
眉
生
之
於
龔
芝
麓
、
李
香
君
之
於
侯
朝
宗
、
皆
艶
情
奇
遇
、
嘖
嘖
人
口
、
而
宛
君
於
辟
疆
、
則
尤
歴
之
風
波
疾

厄
之
際
、
而
終
始
不
渝
者
也
。
夫
顧
媚
有
白
門
柳
、
李
香
有
桃
花
扇
伝
奇
行
世
、
独
柳
董
二
姫
無
之
、
因
為
小
宛
戯
填
此
劇
。
毎
日

午
後
輒
成
一
齣
、
経
三
旬
而
脱
稿
。
以
影
梅
庵
憶
語
、
張
公
亮
本
伝
為
経
、
旁
取
呉
梅
村
題
董
白
小
像
詩
、
范
質
公
壬
午
救
荒
記
、

韓
慕
廬
潜
孝
先
生
冒
徴
君
墓
誌
銘
為
之
証
佐
。
末
学
膚
受
、
何
敢
与
芝
麓
云
亭
諸
前
輩
抗
行
、
而
以
稿
質
之
友
兄
元
甫
大
令
、
雲
巌

孝
廉
、
均
以
為
不
乖
於
騒
人
麗
則
之
旨
、
爰
命
仲
弟
書
而
蔵
之
、
俟
子
墨
有
暇
、
尚
将
為
柳
夫
人
了
此
重
翰
墨
縁
也
。
嘉
慶
十
有
九

年
歳
在
甲
戌
清
和
月
上
澣
稚
観
山
人
彭
剣
南
自
題
於
小
嫏
環
館

　
　

 　

清
明
節
の
後
、
病
気
に
な
っ
て
小
嫏
環
館
に
帰
り
、
し
ば
ら
く
静
養
し
て
、
よ
う
や
く
復
調
し
た
。
た
ま
た
ま
『
虞
初
新
志
』
を

見
な
が
ら
病
後
の
ひ
ま
つ
ぶ
し
を
し
て
い
た
が
、「
冒
姫
董
小
宛
伝
」を
読
ん
で
悲
し
く
な
り
、し
ば
ら
く
憂
鬱
な
心
持
ち
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
そ
れ
だ
け
の
才
能
と
出
会
い
と
を
持
ち
な
が
ら
、
病
み
疲
れ
て
亡
く
な
り
、
天
寿
を
全
う
で
き
な
か
っ
た
。
悲
し
い
こ
と
で

あ
る
。
明
末
に
は
士
大
夫
は
気
節
を
重
ん
じ
、
教
坊
楽
籍
に
は
し
ば
し
ば
奇
女
子
が
あ
ら
わ
れ
た
。
柳
如
是
と
銭
牧
斎
、
顧
眉
生
と

龔
鼎
孳
、
李
香
君
と
侯
朝
宗
な
ど
。
な
か
で
も
、
宛
君
と
辟
疆
は
、
風
波
疾
厄
に
あ
い
な
が
ら
、
二
人
の
思
い
は
終
始
か
わ
ら
な
か
っ

た
。
顧
媚
に
は
『
白
門
柳
』
が
あ
り
、
李
香
君
に
は
『
桃
花
扇
』
が
あ
る
の
に
、
柳
と
董
に
は
彼
ら
を
描
い
た
戯
曲
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、小
宛
の
た
め
に
こ
の
劇
を
作
る
こ
と
に
し
た
。毎
日
午
後
、一
齣
を
作
り
、三
十
日
か
か
っ
て
脱
稿
し
た
。『
影
梅
庵
憶
語
』、

張
公
亮
の
本
伝
（「
冒
姫
董
小
宛
伝
」
の
こ
と
）
を
経
と
し
、
そ
の
か
た
わ
ら
呉
梅
村
の
「
董
白
小
像
詩
」、
范
質
公
の
「
壬
午
救
荒

記
」、
韓
慕
廬
の
「
潜
孝
先
生
冒
徴
君
墓
誌
銘
」
な
ど
を
証
左
と
し
た
。
末
学
の
半
可
通
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
芝
麓
（
龔
鼎
孳
）

や
云
亭
（
孔
尚
任
）
な
ど
の
諸
先
輩
と
並
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
が
、
そ
の
原
稿
を
友
兄
に
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
元
甫
大
令

（
史
載
煕
）、
雲
巌
孝
廉
（
孫
如
金
）
は
み
な
騒
人
麗
則
の
主
旨
に
そ
む
か
ぬ
と
い
っ
て
、
仲
弟
に
書
い
て
蔵
さ
せ
た
。
さ
ら
に
暇
が
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有
れ
ば
、
柳
夫
人
の
も
書
い
て
、
こ
の
重
き
翰
墨
の
縁
を
終
わ
ら
せ
た
い
と
思
う
。

　
　

 　

嘉
慶
十
有
九
年
、
甲
戌
の
年
。
清
和
月
の
上
澣
、
稚
観
山
人
彭
剣
南
自
ら
小
嫏
環
館
に
題
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
彭
剣
南
が
『
影
梅
庵
』
伝
奇
を
作
っ
た
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、

張
潮
の
『
虞
初
新
志
』
に
収
め
ら
れ
た
張
明
弼
の
「
冒
姫
董
小
宛
伝
」
で
あ
り
、
彭
剣
南
は
、
董
小
宛
が
「
そ
れ
だ
け
の
才
能
と
出
会
い

と
を
持
ち
な
が
ら
、
病
み
疲
れ
て
亡
く
な
り
、
天
寿
を
全
う
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
を
悲
し
み
、
そ
し
て
、
明
末
清
初
の
秦
淮
の
名
妓
た

ち
の
う
ち
、
顧
媚
に
つ
い
て
は
龔
鼎
孳
『
白
門
柳
』
が
あ
り
、
李
香
君
に
は
孔
尚
任
の
『
桃
花
扇
』
が
あ
る
の
に
、
柳
如
是
と
董
小
宛
に

は
彼
女
た
ち
を
描
い
た
戯
曲
が
な
い
こ
と
が
、
そ
の
執
筆
の
動
機
に
な
っ
た
と
あ
る）

7
（

。

　

こ
こ
に
、
彭
剣
南
が
『
影
梅
庵
』
伝
奇
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
参
考
に
し
た
資
料
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
呉
梅
村
の
「
董
白
小
像
詩
」

は
、『
梅
村
家
蔵
稿
』
巻
二
十
に
収
め
る
「
題
董
白
小
像
八
首　

並
序
」、
范
質
公
（
范
景
文
）
の
「
壬
午
救
荒
記
」
と
は
冒
襄
『
同
人
集
』

巻
一
に
収
め
る
「
冒
辟
疆
救
荒
記
序
」
で
あ
ろ
う
。「
潜
孝
先
生
冒
徴
君
墓
誌
銘
」
の
韓
慕
廬
は
、
先
に
も
挙
げ
た
韓
菼
に
よ
る
冒
襄
の

伝
で
あ
る
。

　

跋
に
は
「
そ
の
原
稿
を
友
兄
に
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
元
甫
大
令
、
雲
巌
孝
廉
は
み
な
騒
人
麗
則
の
主
旨
に
そ
む
か
ぬ
と
い
っ
て
、

仲
弟
に
書
い
て
蔵
さ
せ
た
」
と
あ
っ
た
。「
麗
則
」
は
、
揚
雄
『
法
言
』
吾
子
に
「
詩
人
之
賦
麗
以
則
」
と
見
え
る
。

　

元
甫
は
、「
題
詞
」
に
詩
を
収
め
て
い
る
史
載
煕
元
甫
で
あ
る
。
史
載
煕
は
、
彭
剣
南
と
同
郷
の
溧
陽
の
人
で
、
嘉
慶
十
二
年
（
一
八

〇
七
）
の
挙
人
で
あ
る）

8
（

。『
影
梅
庵
』
伝
奇
下
冊
冒
頭
の
「
題
詞
」
に
収
め
る
史
載
煕
の
詩
の
第
一
首
目
に
は
、「
三
月
晦
日
、
得
読
此
作
」

と
あ
り
、
第
二
首
目
に
は
「
蒙
委
余
正
拍
」
と
い
う
自
注
が
あ
る
。



彭
剣
南
の
戯
曲
『
影
梅
庵
』『
香
畹
楼
』
と
そ
の
時
代

― 39 ―

　

雲
巌
は
、
巻
首
題
に
「
溧
陽
彭
剣
南
梅
垞
填
詞/

休
寧
孫
如
金
雲
巌
正
譜
」
と
あ
っ
た
孫
如
金
。
休
寧
の
人
で
嘉
慶
二
十
二
年
（
一
八

一
七
）
の
進
士
で
あ
る
。『
影
梅
庵
』
の
題
詞
に
「
海
陽
孫
如
金
在
鎔
」
と
あ
り
、
道
光
『
休
寧
県
志
』
巻
九
選
挙　

進
士　

嘉
慶
二
十

二
年
丁
丑
呉
其
濬
榜
に
「
孫
如
金　

字
在
鎔　

渓
東
人　

伝
臚
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
人
で
あ
る
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
た
だ
、

『
影
梅
庵
』
が
書
か
れ
た
時
に
は
す
で
に
進
士
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
孫
如
金
の
こ
と
を
「
孝
廉
（
挙
人
）」
と
称
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い）

9
（

。

　

彭
剣
南
と
孫
如
金
、
こ
の
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
の
跋
の
後
に
さ
ら
に
付
さ
れ
た
後
記
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　

余
始
撰
影
梅
庵
、
止
六
折
、
雲
巌
水
部
見
之
笑
曰
、
此
桃
花
扇
筆
墨
也
。
但
如
食
江
瑤
柱
、
以
過
少
為
憾
耳
。
因
与
雲
巌
製
題
分

譜
、
余
填
詞
什
之
七
、
雲
巌
填
詞
亦
什
之
三
、
故
京
本
用
雲
巌
款
、
附
筆
於
此
、
用
誌
不
敢
掠
美
之
意
云
。
稚
観
又
記

　
　

 　

わ
た
し
が
は
じ
め
『
影
梅
庵
』
を
作
っ
た
時
に
は
、
た
だ
六
折
だ
け
で
あ
っ
た
。
雲
巌
水
部
（
水
部
は
工
部
の
官
）
が
そ
れ
を
見

て
、
笑
い
な
が
ら
「
こ
れ
は
『
桃
花
扇
』
に
相
当
す
る
筆
墨
で
あ
る
。
だ
が
江
瑤
柱
（
タ
イ
ラ
ガ
イ
の
貝
柱
）
を
食
べ
た
時
の
よ
う

に
、
少
な
す
ぎ
る
憾
み
が
あ
る
」
と
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
雲
巌
は
題
を
定
め
、
二
人
で
手
分
け
し
て
曲
を
作
っ
た
。
わ
た
し
が
十
分

の
七
を
書
き
、
雲
巌
が
十
の
三
で
あ
る
。
だ
か
ら
京
本
で
は
、
雲
巌
の
名
（
落
款
）
を
用
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
書
き
と
ど
め
、

美
を
か
す
め
な
い
よ
う
に
す
る
。
稚
観
又
記

　
「
填
詞
」
は
、
こ
の
『
影
梅
庵
』
伝
奇
を
著
し
た
こ
と
を
い
い
、「
正
譜
」
と
い
い
、「
正
拍
」
と
い
う
の
は
、
彭
剣
南
が
書
い
た
文
字
を
、

主
と
し
て
戯
曲
の
音
楽
に
つ
い
て
、
修
正
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
跋
の
後
記
で
「
雲
巌
は
題
を
定
め
、
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二
人
で
手
分
け
し
て
曲
を
作
っ
た
。
わ
た
し
が
十
分
の
七
を
書
き
、
雲
巌
が
十
の
三
で
あ
る
」
と
も
い
っ
て
お
り
、
孫
如
金
が
書
い
た
部

分
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（『
中
国
曲
学
大
詞
典
』
の
『
影
梅
庵
』
の
項
で
は
、「
彭
剣
南
、
孫
如
金
作
」
と
記
し
て
い
る
）。

も
っ
と
も
、
こ
の
二
人
を
比
べ
る
と
、
孫
如
金
の
方
が
明
ら
か
に
地
位
の
高
い
人
物
な
の
で
、
そ
の
た
め
巻
首
に
名
を
記
し
て
箔
を
つ
け

よ
う
と
し
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。孫
如
金
に
つ
い
て
は
、他
の
著
作
も
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、と
り
わ
け
戯
曲
に
造
詣
が
深
か
っ

た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
茗
雪
山
房
刊
本
の
ほ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
前
に
「
京
本
」
な
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

彭
剣
南
自
身
に
よ
る
「
跋
」
の
後
に
、
陳
裴
之
の
「
書
影
梅
庵
後
」
が
あ
る
。
こ
の
文
章
で
は
、『
影
梅
庵
』
伝
奇
を
ほ
め
つ
つ
、
話

は
突
然
自
身
の
『
香
畹
楼
憶
語
』
の
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
閏
湘
女
史
が
『
香
畹
楼
憶
語
』
の
た
め
に
書
い
た
序
文
の
中
に
、「
世

有
牙
曠
、
譜
入
宮
商
、
烏
紗
鈿
鬢
、
登
場
学
歩
之
時
、
吾
不
知
此
後
賺
人
清
涙
、
又
将
幾
許
（
世
に
牙
曠
（
伯
雅
と
師
曠
。
と
も
に
春
秋

時
代
の
音
楽
の
名
手
）
が
お
り
、
音
楽
は
曲
律
に
合
い
、
男
女
の
主
人
公
が
舞
台
に
登
場
し
た
時
、
ど
れ
だ
け
人
の
涙
を
し
ぼ
っ
た
か
わ

か
ら
な
い
）」
と
記
し
て
あ
る
。
続
け
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
梅
坨
（
彭
剣
南
）
は
当
世
の
牙
曠
で
あ
る
。
音
楽
に
よ
く
通
じ
て
い
る
が
、

兄あ
な
た（
彭
剣
南
）
に
そ
の
意
（『
香
畹
楼
憶
語
』
を
劇
化
す
る
意
）
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
わ
た
し
の
紫
君
は
、
十
九
歳
で
わ
た
し
に
帰
し
、

そ
の
年
齢
は
宛
君
（
董
小
宛
）
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彩
雲
は
散
じ
や
す
く
、
宛
君
よ
り
も
五
歳
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
生
涯
の
大
略
は
、
太
夫
人
（
龔
玉
晨　

陳
裴
之
の
母
）
の
書
い
た
伝
に
詳
し
い
。
わ
た
し
の
『
香
畹
楼
憶
語
』
は
、
み
ず
か
ら

『
影
梅
庵
憶
語
』
の
作
を
お
手
本
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
似
て
い
た
と
し
て
も
、
と
て
も
か
な
う
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ

れ
に
し
て
も
梅
兄
も
「
個
の
中
の
人
」（
風
趣
を
よ
く
わ
き
ま
え
た
人
）
で
あ
る
（
だ
か
ら
『
香
畹
楼
』
の
戯
曲
を
作
っ
て
ほ
し
い
）。
と

し
て
、「
甲
申
七
月
銭
塘
愚
弟
陳
裴
之
小
雲
識
」
と
題
し
て
い
る
。
甲
申
は
道
光
四
年
（
一
八
二
四
）
で
あ
る
。
陳
裴
之
は
み
ず
か
ら
の
『
香
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畹
楼
憶
語
』
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
や
が
て
彭
剣
南
は
『
香
畹
楼
憶
語
』
を
題
材
と
し
た
戯
曲
『
香
畹
楼
』
を
作
る
こ
と
に

な
る
。

三
、
彭
剣
南
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、
こ
の
『
影
梅
庵
』
伝
奇
を
作
っ
た
彭
剣
南
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
伝
に
つ
い
て
、
詳

し
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
荘
一
払
は
『
古
典
戯
曲
存
目
彙
考
』
巻
十
二
、
彭
剣
南
の
条
に
お
い
て
、

　
　

彭
剣
南　

字
梅
垞
、
一
字
小
陸
、
号
稚
観
山
人
。
江
蘇
溧
陽
人
。

と
し
て
、『
香
畹
楼
』『
影
梅
庵
』『
碧
城
仙
夢
』
の
三
作
を
挙
げ
て
い
る
。『
碧
城
仙
夢
』
の
碧
城
は
、
陳
文
述
の
号
で
あ
る
か
ら
、
こ
ち

ら
は
陳
文
述
を
主
人
公
と
し
た
劇
と
思
わ
れ
る
。
荘
一
払
は
、
陳
文
述
『
頤
道
堂
詩
選
』
巻
二
十
四
「
輓
彭
梅
垞
」
の
注
に
、

　
　
　

梅
垞
撰
『
影
梅
庵
』『
香
畹
楼
』
楽
府
、
並
行
於
世
。
方
為
余
撰
『
碧
城
仙
夢
』、
尚
未
脱
稿
。

　
　

 　

梅
垞
は
『
影
梅
庵
』『
香
畹
楼
』
の
戯
曲
を
著
し
、
と
も
に
世
に
流
行
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
わ
た
し
の
た
め
に
『
碧
城
仙
夢
』

を
著
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
脱
稿
し
て
い
な
い
。
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と
あ
る
の
を
引
用
し
て
い
る
。『
碧
城
仙
夢
』
は
完
成
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、『
香
畹
楼
』
と
と
も
に
、
陳
文
述
一
家
を
題
材
と
す

る
戯
曲
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
陳
文
述
の
「
輓
彭
梅
垞
」
の
全
文
は
、

　
　

憐
君
亦
未
過
中
年　
　

君
も
亦
た
未
だ
中
年
を
過
ぎ
ざ
る
を
憐
れ
む

　
　

呵
壁
荒
唐
欲
問
天　
　

荒
唐
を
呵
壁
し
て
天
に
問
は
ん
と
欲
す

　
　

名
士
離
騒
李
昌
谷　
　

名
士　

離
騒　

李
昌
谷

　
　

詞
場
絶
調
柳
屯
田　
　

詞
場　

絶
調　

柳
屯
田

　
　

羅
裙
少
婦
顔

玉　
　

羅
裙
の
少
婦　

顔　

玉
を
え
ぐ

り

　
　

華
髪
衰
親
涙
瀉
鉛　
　

華
髪
の
衰
親　

涙　

瀉
ぐ
こ
と
鉛
の
ご
と
し

　
　

嗟
我
襟
懐
易
振
触　
　

嗟あ
あ　

我
が
襟
懐　

振
触
し
易
く

　
　

乱
蟬
声
裏
一
潸
然　
　

乱
蟬
声
裏　

一
に
潸
然
た
り

　
「
呵
壁
」
は
、
放
逐
さ
れ
た
屈
原
が
、
楚
王
の
廟
の
壁
に
描
か
れ
た
天
地
山
川
な
ど
の
絵
を
見
、
世
の
不
条
理
を
叱
責
し
て
問
う
た
こ

と
（
王
逸
の
「
天
問
序
」
に
見
え
る
）。
李
賀
の
「
公
無
出
門
」
詩
に
「
公
看
呵
壁
書
問
天
（
公 

看
よ 

壁
に
呵
し 

書
し
て
天
に
問
ふ
を
）」

と
あ
る
。
彭
剣
南
が
、
若
く
し
て
不
遇
の
う
ち
に
世
を
去
っ
た
こ
と
を
憐
れ
む
詩
で
あ
る
。「
詞
場 

絶
調
」
は
、『
影
梅
庵
』
や
『
香
畹
楼
』

伝
奇
を
作
っ
た
こ
と
を
い
う
が
、
そ
れ
を
柳
永
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

　
『
中
国
戯
曲
志　

江
蘇
巻
』「
江
蘇
戯
曲
人
物
題
名
録
」（
中
国ISB

N

中
心　

一
九
九
二　

九
九
七
頁
）
に
は
、
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彭
剣
南
（
一
七
八
五
？
〜
一
八
五
〇
？
）　

戯
曲
作
者
。
字
梅
垞
、
一
字
小
陸
、
号
稚
観
山
人
。
溧
陽
人
。
作
有
『
影
梅
庵
』『
香

畹
楼
』
伝
奇
及
『
碧
城
仙
夢
』
雑
劇
。
前
二
種
合
為
『
茗
雪
山
房
二
種
曲
』。

　

彭
剣
南
（
一
七
八
五
？
〜
一
八
五
〇
？
）　

戯
曲
作
者
。
字
は
梅
垞
、
一
に
字
は
小
陸
、
号
は
稚
観
山
人
。
溧
陽
の
人
。
作
品
に
『
影

梅
庵
』『
香
畹
楼
』
伝
奇
及
び
『
碧
城
仙
夢
』
雑
劇
が
あ
る
。
前
二
種
を
合
わ
せ
て
『
茗
雪
山
房
二
種
曲
』
と
い
う
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
、『
碧
城
仙
夢
』
は
雑
劇
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
、
没
年
を
一

八
五
〇
と
し
て
い
る
根
拠
も
不
明
で
あ
る
。
陳
文
述
『
頤
道
堂
詩
選
』
巻
二
十
四
に
は
、
道
光
八
年
（
一
八
二
八
）
に
亡
く
な
っ
た
改
琦

を
悼
ん
だ
「
輓
改
七
薌
」
が
収
め
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
後
に
「
輓
彭
梅
坨
」
詩
が
置
か
れ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
頃
に
亡
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
光
緒
溧
陽
県
続
志
』
巻
九
人
物
志　

文
封
に
、

　
　

彭
剣
南　

廩
生
。
以
子
君
穀
加
級　

贈
中
議
大
夫
河
源
県
知
県

　
　

彭
剣
南　

廩
生
。
息
子
の
君
穀
に
よ
っ
て
級
を
加
え
ら
れ
、
中
議
大
夫
河
源
県
知
県
を
贈
ら
れ
た
。

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
息
子
の
力
で
、
名
目
的
な
官
職
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
息
子
の
彭
君
穀
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
巻
八
選
挙

志　

進
士
に
、
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彭
君
穀　

癸
亥　

恩
科　

翁
曾
源
榜　

庶
吉
士　

改
広
東
新
会
県
知
県　

見
宦
績

　
　

彭
君
穀　

癸
亥　

恩
科　

翁
曾
源
の
榜
。
庶
吉
士
。
広
東
新
会
県
知
県
に
改
め
ら
れ
る
。
宦
績
に
見
え
る
。

と
あ
っ
て
、
癸
亥
の
年
、
つ
ま
り
彭
剣
南
没
後
の
同
治
二
年
（
一
八
六
三
）
に
、
進
士
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
同
巻

九
人
物
志　

宦
績
に
、
彭
君
穀
の
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
彭
君
穀
が
広
東
新
会
県
の
知
県
で
あ
っ
た
時
の
こ
と
、
大
雨
が

降
り
続
い
て
、
順
徳
、
香
山
、
新
会
の
民
三
千
人
あ
ま
り
が
山
の
上
に
避
難
し
た
時
、
君
穀
は
、
食
べ
る
も
の
が
な
く
な
る
こ
と
を
見
越

し
て
、
た
だ
ち
に
食
料
を
準
備
し
て
運
ば
せ
た
。
そ
の
結
果
、
子
供
が
一
人
亡
く
な
っ
た
だ
け
の
被
害
で
す
ん
だ
。
総
督
の
張
之
洞
が
、

今
の
汲
黯
で
あ
る
と
い
っ
た
、
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

彭
剣
南
に
つ
い
て
、
先
に
挙
げ
た
『
影
梅
庵
』
の
「
太
和
李
蟠
根
叙
」
に
は
、

　
　

 　

溧
陽
彭
君
小
陸
、
余
庚
午
分
校
所
薦
士
也
。
才
高
繡
虎
、
技
学
屠
龍
、
以
終
賈
之
齢
擅
盧
駱
之
体
、
熊
熊
之
光
上
燭
乎
星
垣
、
渾

渾
之
源
旁
汨
乎
宿
海
、
良
繇
琅
函
藻
笈
、
読
破
万
巻
、
遂
爾
赫
蹏
栗
尾
、
立
就
千
言
、
頃
以
所
撰
影
梅
庵
院
本
遣
使
索
叙
。

　
　

 　

溧
陽
の
彭
君
小
陸
は
、
わ
た
し
が
庚
午
の
年
の
試
験
で
推
薦
し
た
士
で
あ
る
。
そ
の
文
才
は
高
く
す
ぐ
れ
、
学
藝
に
ひ
い
で
、
終

軍
や
賈
誼
の
年
（
年
が
若
い
こ
と
）
で
、
盧
照
鄰
や
駱
賓
王
の
よ
う
な
文
章
を
よ
く
し
た
。
輝
く
光
は
、
上
に
あ
っ
て
は
星
垣
に
輝

き
、
渾
渾
と
わ
き
出
す
源
は
、
と
う
と
う
と
海
に
流
れ
る
。
ま
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
文
才
を
抱
き
、
万
巻
の
書
を
読
破
し
て
い
る
。
か

く
し
て
筆
を
ふ
る
え
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
千
言
が
で
き
あ
が
る
。
近
頃
、
使
い
を
つ
か
わ
し
て
、
そ
の
著
作
で
あ
る
影
梅
庵
院
本
の

序
を
求
め
て
き
た
。
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と
あ
る
。
こ
の
「
庚
午
」
が
い
つ
に
あ
た
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
嘉
慶
『
溧
陽
県
志
』
巻
九
職
官
志　

文
題
名　

溧
陽
県
教
諭
に
李

蟠
根
の
名
が
見
え
、
そ
こ
に
、

　
　
　

拠
県
冊
学
冊
乾
隆
二
十
三
年
正
月
十
九
日
到
任
、
三
十
三
年
五
月
二
十
三
日
卸
任
。

と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
庚
午
」
は
乾
隆
十
五
年
（
一
七
五
〇
）、
も
し
く
は
嘉
慶
十
五
年
（
一
八
一
〇
）
に
な
り
、
い
ず
れ
も
県
志
の
い

う
時
期
に
は
相
当
し
な
い
。
た
だ
、
道
光
の
は
じ
め
に
『
影
梅
庵
』
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
嘉
慶
十
五
年
の
可
能
性
の
方

が
高
そ
う
で
あ
る
。

　

嘉
慶
十
五
年
に
生
員
に
は
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
科
挙
に
は
合
格
で
き
ず
に
終
わ
っ
た
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
道
光
五
年
（
一

八
二
五
）
の
『
香
畹
楼
』
伝
奇
の
「
自
叙
」
に
、

　
　

 　

今
歳
夏
初
、
方
破
釜
沈
舟
、
為
背
城
借
一
之
計
、
而
命
途
多
舛
、
遽
攖
張
太
常
之
疾
甚
劇
、
幾
以
盲
廃
。
趺
坐
布
団
三
閲
月
、
甫

獲
小
愈
。
余
壬
午
以
是
疾
罷
省
試
。
至
是
者
再
、
天
生
我
材
、
殆
将
以
樗
櫟
終
耶
。

　
　

 　

今
年
の
夏
の
初
め
、
背
水
の
陣
を
し
い
て
、
最
後
の
決
戦
を
挑
む
（
科
挙
へ
の
最
後
の
挑
戦
）
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
運

命
は
つ
た
な
く
、
ひ
ど
い
張
太
常
の
病
（
唐
の
張
籍
は
眼
疾
を
患
っ
て
い
た
）
を
得
て
、
ほ
と
ん
ど
目
が
見
え
な
く
な
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
ふ
と
ん
の
上
に
三
ヶ
月
も
座
っ
て
い
て
、
よ
う
や
く
小
康
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
壬
午
の
年
（
道
光
二
年　

一

八
二
二
）
に
も
こ
の
病
気
に
よ
っ
て
郷
試
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
再
び
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
天
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は
わ
た
し
を
生
み
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
も
の
と
し
て
終
わ
ら
せ
よ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

と
あ
っ
て
、
道
光
二
年
、
道
光
五
年
の
郷
試
に
、
い
ず
れ
も
病
気
に
よ
っ
て
受
験
で
き
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。『
影
梅
庵
』
の
第
二

十
齣
「
帰
田
（
父
の
隠
棲
）」
に
お
い
て
、
冒
起
宗
は
、
冒
襄
が
ま
た
科
挙
に
合
格
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
と
想
像
す
る
が
、

　
　

咳
、
你
父
親
已
被
虚
名
誤
了
一
生
。
你
還
要
博
這
虚
名
何
用
。

　
　

あ
あ
、
お
ま
え
の
父
親
は
虚
名
の
た
め
に
生
涯
を
誤
っ
た
。
お
ま
え
が
ま
た
こ
ん
な
虚
名
を
求
め
て
何
に
な
ろ
う
。

と
い
っ
た
せ
り
ふ
を
吐
く
。
こ
ん
な
せ
り
ふ
を
吐
か
せ
た
の
は
、
科
挙
の
試
験
が
思
う
に
ま
か
せ
な
か
っ
た
彭
剣
南
自
身
の
思
い
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

四
、『
影
梅
庵
』
か
ら
『
香
畹
楼
憶
語
』
へ

　
『
香
畹
楼
憶
語
』
は
、
陳
裴
之
が
、
も
と
南
京
秦
淮
の
妓
女
で
あ
り
、
そ
の
側
室
と
な
っ
た
王
子
蘭
（
紫
湘
）
が
、
わ
ず
か
二
十
二
歳

の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
後
、
冒
襄
の
『
影
梅
庵
憶
語
』
に
な
ら
っ
て
、
彼
女
と
の
思
い
出
の
さ
ま
ざ
ま
を
書
き
綴
っ
た
作
品
で

あ
る
。『
香
畹
楼
憶
語
』
に
付
さ
れ
た
序
文
の
う
ち
の
一
篇
で
あ
る
閏
湘
居
士
の
序
（「
甲
申
七
月
扶
風
閏
湘
居
士
揮
涙
謹
書
」
と
題
す
る
。

甲
申
は
道
光
四
年　

一
八
二
四
）
に
次
の
よ
う
な
一
段
が
あ
る
。
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広
平
居
士
以
梅
垞
生
新
譜
影
梅
庵
伝
奇
、
乞
雲
公
子
題
詞
、
俾
紓
折
玉
之
感
、
公
子
読
之
益
増
悽
恨
、
時
距
紫
妹
之
仙
去
者
十
日

矣
。
閏
湘
請
於
公
子
曰
、
影
梅
庵
憶
語
、
世
艶
称
之
、
然
以
公
子
之
才
品
、
遠
過
参
軍
、
紫
妹
之
賢
孝
、
亦
踰
小
宛
、
且
此
段
因
縁
、

作
合
之
奇
、
名
分
之
正
、
堂
上
之
慈
、
夫
人
之
恵
、
皆
千
古
所
罕
。
前
日
読
君
家
大
人
慈
訓
、
有
曰
、
惜
身
心
而
報
以
筆
墨
、
俾
与

朝
雲
蒨
桃
並
伝
、
公
子
其
有
意
乎
。
公
子
乃
坐
碧
梧
庭
院
、
滴
涙
濡
毫
、
文
不
加
点
、
随
時
授
余
読
之
、
情
文
相
生
、
悽
艶
万
状
。

　
　

 　

広
平
居
士
が
梅
垞
生
（
彭
剣
南
）
が
新
た
に
作
っ
た
『
影
梅
庵
』
伝
奇
を
持
っ
て
き
て
、
雲
公
子
（
陳
裴
之
）
に
詞
を
題
す
る
よ

う
求
め
た
。
伝
奇
で
は
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
者
へ
の
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
公
子
は
そ
れ
を
読
ん
で
ま
す
ま
す
つ
ら
く
恨
む

気
持
ち
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
紫
妹
（
王
子
蘭
）
が
亡
く
な
っ
て
十
日
し
か
た
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
閏

湘
が
公
子
に
請
う
て
こ
う
い
っ
た
。「『
影
梅
庵
憶
語
』
は
、
世
に
艶
や
か
な
話
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
あ

な
た
の
才
能
人
品
は
、
は
る
か
に
参
軍
（
冒
襄
を
指
す
）
を
越
え
て
お
り
ま
す
し
、
紫
妹
の
賢
孝
も
ま
た
、
董
小
宛
を
越
え
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
一
段
の
因
縁
、
め
ぐ
り
あ
わ
せ
の
奇
遇
、
名
分
の
正
し
さ
、
父
母
の
慈
し
み
、
夫
人
の
恵
み
な
ど
、

ど
れ
も
千
古
に
罕
な
も
の
で
す
。
先
に
あ
な
た
の
家
の
大
人
の
慈
訓
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、『
身
心
を
惜
み
て
、
報
い
る
に
筆
墨
を
以

て
す
』
と
あ
り
ま
し
た
。
朝
雲
や
蒨
桃
（
朝
雲
は
蘇
軾
の
側
室
。
蒨
桃
は
寇
準
の
側
室
。
と
も
に
す
ぐ
れ
た
側
室
の
代
名
詞
）
と
同

じ
よ
う
に
（
紫
湘
の
こ
と
を
後
世
に
）
伝
え
さ
せ
る
、
あ
な
た
に
そ
の
お
気
持
ち
が
お
あ
り
で
す
か
」
と
。
公
子
は
そ
こ
で
、
碧
梧

庭
院
（『
香
畹
楼
憶
語
』
に
「
碧
梧
庭
院
」
の
四
字
が
見
え
、
碧
梧
庭
院
は
、
南
京
の
閏
湘
た
ち
の
住
ま
い
、
つ
ま
り
王
子
蘭
が
も

と
い
た
家
の
名
の
よ
う
で
あ
る
）
に
座
っ
て
、
涙
で
筆
を
湿
ら
せ
、
文
に
は
点
も
加
え
ず
、
書
い
た
先
か
ら
わ
た
し
に
読
み
聞
か
せ

て
く
れ
た
。
情
文
相
生
じ
、
悽
艶
万
状
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
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こ
の
文
章
の
作
者
で
あ
る
閏
湘
が
い
っ
た
い
誰
な
の
か
が
問
題
で
あ
る
が
、『
香
畹
楼
憶
語
』
に
は
、「
偶
与
其
嫂
氏
閏
湘
玉
真
論
及
身

後
名
（
た
ま
た
ま
彼
女
（
王
子
蘭
）
の
嫂
に
あ
た
る
閏
湘
、
玉
真
と
死
後
の
名
声
の
話
に
な
り
）」
と
あ
り
、
ま
た
王
子
蘭
が
南
京
で
亡

く
な
る
時
に
、
閏
湘
が
、
彼
女
の
爪
と
髪
の
毛
を
切
っ
て
や
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
玉
真
に
つ
い
て
も
、「
其
嫂
繆
玉
真
」
と
見
え
る
。

閏
湘
、
玉
真
は
、
こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
南
京
の
色
町
に
お
け
る
王
子
蘭
の
姉
妹
た
ち
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
結
婚
し
て
い
る
こ
と
か
ら

嫂
と
い
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
に
見
え
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
広
平
居
士
（
こ
の
人
が
ま
た
よ
く
わ
か
ら
な
い
）
が
、
彭
剣
南
の
『
影
梅
庵
』
を
陳
裴
之
の
と
こ

ろ
へ
持
っ
て
き
て
、
序
文
を
求
め
た
（
そ
の
序
文
が
実
際
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
）。
そ
れ
が
、
ち
ょ
う
ど
董
小
宛
と
同
じ
よ
う

に
南
京
秦
淮
の
出
身
で
あ
り
、
陳
裴
之
の
側
室
と
な
っ
た
王
子
蘭
が
亡
く
な
っ
て
十
日
後
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
王
子
蘭
が
亡
く

な
っ
た
の
は
、
道
光
四
年
の
七
月
四
日
）。
そ
こ
で
こ
の
閏
湘
が
、
陳
裴
之
に
王
子
蘭
の
思
い
出
を
記
す
よ
う
勧
め
た
の
だ
と
い
う
。
か

く
し
て
で
き
あ
が
っ
た
の
が
『
香
畹
楼
憶
語
』
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
香
畹
楼
憶
語
』
の
誕
生
に
は
、
そ
も
そ
も
『
影
梅
庵
憶
語
』
と
『
影

梅
庵
』
伝
奇
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

閏
湘
の
序
文
に
、「
父
母
の
慈
し
み
、
夫
人
の
恵
み
」
と
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
陳
裴
之
の
家
族
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。
ま
ず
は
そ
の
父
母
で
あ
る
が
、
陳
裴
之
の
父
親
は
、
袁
枚
と
同
じ
く
女
性
の
弟
子
を
持
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
陳
文
述
そ
の
人
で

あ
る
。
陳
文
述
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
合
山
究
「
陳
文
述
の
文
学
と
逸
事
と
女
弟
子
」
が
あ
っ
て
、
そ
の
生
涯
と
文
学
に
つ
い
て
紹
介

し
、「
艶
体
文
学
者
と
し
て
の
陳
文
述
」「
美
人
の
遺
跡
、
祠
墓
の
修
復
な
ど
の
逸
事
」「
閨
秀
詩
人
の
妻
女
た
ち
」「
女
弟
子
た
ち
」
な
ど

に
つ
い
て
、
人
物
、
作
品
と
そ
の
周
辺
を
描
き
出
し
て
い
る）

10
（

。
陳
文
述
に
は
『
頤
道
堂
詩
外
集
』
巻
七
に
収
め
る
長
編
の
詩
「
董
小
宛
像
」

も
あ
り
、
冒
襄
と
董
小
宛
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。
南
京
秦
淮
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
『
頤
道
堂
詩
外
集
』
巻
九
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に
「
秦
淮
訪
李
香
故
居
題
桃
花
扇
楽
府
後
」「
秦
淮
雑
詠
題
余
曼
翁
板
橋
雑
記
後
」
ま
た
「
後
秦
淮
雑
詠
題
秦
淮
画
舫
録
後
」
な
ど
の
作

が
あ
り
、
深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

陳
文
述
は
、
乾
隆
三
十
六
年
（
一
七
七
一
）
に
生
ま
れ
、
道
光
二
十
三
年
（
一
八
四
三
）
に
没
し
て
い
る
。
銭
塘
（
杭
州
）
の
人
。
字

は
雲
伯
、
号
は
碧
城
外
史
、
頤
道
居
士
な
ど
。
嘉
慶
五
年
（
一
八
〇
〇
）
に
挙
人
に
な
っ
た
も
の
の
、
つ
い
に
進
士
に
な
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
だ
が
、
阮
元
に
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
治
水
や
官
塩
の
管
理
を
司
る
幕
客
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
江
都
県
（
揚
州
）

の
知
県
に
な
っ
て
い
る
。

　

陳
文
述
は
、
女
弟
子
を
持
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
袁
枚
の
あ
と
を
承
け
た
人
物
で
あ
り
、
袁
枚
が
『
随
園
女
弟
子
詩
選
』
を
編
ん
だ
の

と
同
様
に
、『
碧
城
仙
館
女
弟
子
詩
』
や
『
西
泠
閨
詠
』
な
ど
女
性
の
詩
集
を
編
ん
で
い
る
。
な
お
、
袁
枚
も
ま
た
銭
塘
の
人
で
あ
っ
て
、

同
郷
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
で
触
れ
る
席
佩
蘭
や
帰
懋
儀
の
よ
う
に
、
随
園
女
弟
子
で
あ
り
つ
つ
、
陳
文
述
と
も
交
遊
の
あ
っ
た
も
の
も

あ
る
。

　

陳
文
述
の
妻
の
龔
玉
晨
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
王
子
蘭
が
亡
く
な
っ
た
時
、「
紫
姫
小
伝
」
を
書
き
、
ま
た
陳
文
述
の
『
碧
城
仙
館
女
弟
子
詩
』

の
序
も
書
い
て
い
る
。
残
る
文
章
は
少
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
才
女
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　

陳
裴
之
は
、
そ
の
陳
文
述
と
龔
玉
晨
の
間
に
も
う
け
ら
れ
た
長
男
で
あ
る
。
不
幸
な
こ
と
に
、
裴
之
は
道
光
六
年
（
一
八
二
六
）、
三

十
三
歳
に
し
て
、
父
の
陳
文
述
、
母
の
龔
玉
晨
に
先
立
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
陳
文
述
に
「
裴
之
事
略
」（『
頤
道
堂
文
鈔
』
巻
十
三
）、

妻
の
汪
端
に
「
夢
玉
生
事
略
」、
徐
尚
之
に
「
陳
小
雲
司
馬
伝
」（『
頤
道
堂
文
鈔
』
巻
十
三
に
附
録
）
が
あ
る
。『
清
代
学
者
象
伝
』
に
は
、

妻
の
汪
端
と
並
ん
だ
夫
婦
の
肖
像
が
収
め
ら
れ
、
伝
が
あ
る
。
ま
た
朱
剣
芒
「
香
畹
楼
憶
語
考
」（『
美
化
文
学
名
著
叢
刊
』
国
学
整
理
社

　

一
九
三
六
の
『
香
畹
楼
憶
語
』）、
近
年
の
李
彙
群
『
閨
閣
与
画
舫　

清
代
嘉
慶
道
光
年
間
的
江
南
文
人
和
女
性
研
究
』（
中
国
伝
媒
大
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学
出
版
社　

二
〇
〇
九
）
第
五
章
「
陳
裴
之
的
真
情
与
幻
情
」
に
は
、
陳
裴
之
に
関
す
る
詳
細
な
伝
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
陳
裴
之
は
、
陳
文
述
夫
妻
に
二
男
三
女
が
あ
っ
た
う
ち
の
、
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
（
乾
隆
五
十
九
年　

一
七
九

四
）。
次
男
の
荀
之
が
早
世
し
た
た
め
、
裴
之
は
陳
家
の
た
だ
一
人
の
跡
取
り
と
し
て
、
大
切
に
育
て
ら
れ
た
。
裴
之
は
ま
た
、
そ
れ
に

そ
む
か
ず
、
幼
少
の
頃
か
ら
す
ぐ
れ
た
詩
才
を
あ
ら
わ
し
た
。
十
七
歳
の
時
に
、
童
試
に
及
第
し
、
生
員
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

郷
試
を
受
け
続
け
た
が
、
つ
い
に
及
第
し
て
挙
人
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇
八
）、
父
の
陳
文
述
は
蘇
州
に
家
を
構
え
、
そ
こ
に
住
む
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
道
光
元
年
（
一
八
二
一
）
に

江
都
県
（
揚
州
）
の
知
県
に
な
っ
た
。
裴
之
も
父
に
つ
い
て
揚
州
に
赴
く
。
陳
裴
之
も
ま
た
、
父
親
の
道
を
受
け
継
ぎ
、
幕
客
と
し
て
治

水
な
ど
に
腕
を
ふ
る
い
、
上
官
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
知
の
地
位
の
奏
請
を
受
け
た
。
こ
の
間
、
妻
の

汪
端
は
蘇
州
に
あ
っ
た
。
夫
の
そ
ば
仕
え
を
さ
せ
る
都
合
も
あ
っ
て
、
側
室
の
王
子
蘭
（
紫
湘
）
を
迎
え
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
時
の
こ
と

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
道
光
三
年
（
一
八
二
三
）
陳
文
述
の
父
（
裴
之
の
祖
父
）
奉
政
公
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
喪
に
服
す
る
た
め
蘇
州

に
帰
っ
た
。
そ
の
翌
四
年
の
七
月
、
王
子
蘭
が
亡
く
な
り
、『
香
畹
楼
憶
語
』
を
著
し
て
い
る
。

　

道
光
五
年
（
一
八
二
五
）
に
は
、
北
京
に
行
っ
て
官
職
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
道
光
六
年
、
雲
南
府
の

通
判
に
任
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
任
地
が
あ
ま
り
に
も
遠
い
た
め
に
赴
か
ず
、
途
中
の
武
漢
で
や
は
り
幕
客
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
年
の

暮
に
亡
く
な
っ
た
。

　

陳
裴
之
は
、『
香
畹
楼
憶
語
』
ば
か
り
で
な
く
、
捧
花
生
の
『
秦
淮
画
舫
録
』（
南
京
秦
淮
の
妓
女
の
記
録
）
の
序
文
も
書
い
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
父
の
陳
文
述
同
様
、
風
流
な
世
界
に
も
よ
く
通
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

11
（

。

　

こ
の
陳
裴
之
の
妻
が
汪
端
で
あ
る
。
陳
文
述
一
家
の
女
性
の
中
で
、
あ
る
い
は
最
も
文
名
を
う
た
わ
れ
た
女
性
が
汪
端
か
も
し
れ
な
い
。
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彼
女
は
名
門
の
生
ま
れ
で
、
母
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
の
で
、
母
の
妹
で
あ
る
梁
徳
縄
の
も
と
で
育
て
ら
れ
た
。
梁
徳
縄
は
、
弾
詞
『
再

生
縁
』
の
続
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
才
女
。
二
十
歳
の
時
に
、
陳
文
述
の
息
子
で
あ
る
陳
裴
之
に
嫁
し
た
。
汪
端
は
、
明
初
の
詩
人
高

啓
を
高
く
評
価
し
、
銭
謙
益
の
『
列
朝
詩
集
』
な
ど
が
、
高
啓
を
低
く
評
価
し
て
い
る
の
を
不
満
と
し
、
明
代
詩
人
の
評
価
を
く
つ
が
え

す
べ
く
『
明
三
十
家
詩
選
初
集
二
集
』
を
編
ん
だ
。

　

病
気
に
な
っ
た
舅
、
陳
文
述
の
平
癒
を
祈
り
、
四
年
間
「
夫
婦
異
処
」
の
生
活
を
送
っ
た
。
道
光
元
年
（
一
八
二
一
）
に
陳
文
述
が
江

都
県
の
知
県
と
な
り
、
陳
裴
之
も
そ
れ
に
つ
い
て
揚
州
へ
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
際
に
、
夫
の
陳
裴
之
に
側
室
を
持
つ
こ
と
を
勧
め
、
王
子

蘭
（
紫
湘
）
を
迎
え
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
汪
端
で
あ
る
。
汪
端
に
は
ま
た
、
自
分
自
身
は
、『
明
三
十
家
詩
選
』
の
編
集
に
専
念
し
た
い

と
い
う
動
機
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
子
蘭
が
亡
く
な
っ
た
時
に
は
、
や
は
り
十
六
首
の
詩
を
作
っ
て
悼
ん
で
い
る
。

　

汪
端
は
夫
に
先
立
た
れ
た
後
、
夫
の
『
澄
懐
堂
遺
詩
』
を
刊
行
し
た
。
陳
文
述
に
先
ん
じ
て
亡
く
な
っ
た
た
め
、
陳
文
述
は
彼
女
の
た

め
に
「
孝
慧
汪
宜
人
伝
」（
汪
端
『
自
然
好
学
斎
詩
鈔
』）
を
著
し
て
い
る）

12
（

。
陳
文
述
に
は
、
男
の
子
二
人
の
ほ
か
に
三
人
の
娘
、
長
女
の

華
娵
、
次
女
の
麗
娵
が
あ
っ
た
（
三
女
の
蕙
は
早
世
）。
王
子
蘭
が
亡
く
な
っ
た
時
、
二
人
の
娘
は
と
も
に
哀
悼
の
詩
を
作
っ
て
い
る
。

ま
た
、
陳
文
述
に
は
側
室
で
あ
る
管
筠
が
あ
り
、
彼
女
も
ま
た
王
子
蘭
を
悼
む
詩
を
捧
げ
て
い
る
。

　

朱
剣
芒
が
「
香
畹
楼
憶
語
考
」
に
お
い
て
「
一
門
風
雅
」
の
四
文
字
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
こ
の
陳
文
述
一
家
、

妻
や
娘
、
あ
る
い
は
嫁
な
ど
の
女
性
を
含
め
て
一
家
全
員
が
文
学
を
よ
く
し
た
と
こ
ろ
は
、
世
に
も
ま
れ
な
特
質
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
空
気
が
陳
裴
之
の
『
香
畹
楼
憶
語
』
を
生
ん
だ
と
い
え
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
も
ま
ず
は
陳
文
述
が
、
女
性
た
ち
の
才
能
を
高
く
評
価

す
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

　

か
く
し
て
作
ら
れ
た
の
が
、『
香
畹
楼
憶
語
』
で
あ
る
。『
香
畹
楼
憶
語
』
に
は
『
湘
煙
小
録
』
と
い
う
別
名
も
あ
る
。
王
子
蘭
（
紫
湘
）
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の
思
い
出
を
記
し
た
、
陳
裴
之
に
よ
る
本
文
が
『
香
畹
楼
憶
語
』
で
あ
る
。
香
畹
楼
と
は
、
王
子
蘭
の
す
ま
い
の
名
で
あ
る
。『
香
畹
楼
』

伝
奇
の
第
三
十
一
齣
「
選
餞
」
に
、

　

下
官
已
将
父
親
做
的
誄
文
、
母
親
做
的
小
伝
、
庶
母
姉
妹
大
婦
做
的
輓
詩
、
刻
成
一
冊
、
附
以
下
官
香
畹
楼
憶
語
、
題
曰
湘
煙
小

録
。

　

わ
た
し
（
陳
裴
之
）
は
、
す
で
に
父
親
が
作
っ
た
誄
文
、
母
親
が
作
っ
た
小
伝
、
庶
母
（
父
の
妾
）、
姉
妹
、
大
婦
（
正
妻
）
た

ち
が
作
っ
た
輓
詩
を
一
冊
に
刻
し
、
そ
れ
に
わ
た
し
の
『
香
畹
楼
憶
語
』
を
付
し
て
、『
湘
煙
小
録
』
と
題
し
た
。

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
陳
裴
之
自
身
の
『
香
畹
楼
憶
語
』
に
加
え
て
、
一
家
の
人
々
が
彼
女
の
た
め
に
書
い
た
文
章
や
詩
、
そ
し
て
友

人
た
ち
が
作
っ
た
詩
を
合
わ
せ
た
全
体
が
『
湘
煙
小
録
』
で
あ
る
。
後
で
触
れ
る
彭
剣
南
の
「
香
畹
楼
序
」
で
も
、
陳
裴
之
が
『
湘
煙
小

録
』
を
示
し
て
、
戯
曲
を
作
る
よ
う
頼
ん
だ
と
あ
る
。

　
『
香
畹
楼
憶
語
』
に
付
さ
れ
た
題
詩
な
ど
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

香
畹
楼
憶
語
序
言

　
「
甲
申
巧
月
。
太
原
瑞
蘭
雪
涕
拝
題
」

　
「
甲
申
七
月
扶
風
閏
湘
居
士
揮
涙
謹
書
」

　
「
紫
湘
誄
」　

銭
塘　

汪
端　

允
荘
（
頤
道
居
士
（
陳
文
述
）
の
識
語
を
付
す
）
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「
同
作
」　

管
筠　

静
初

　
「
又
」　

陳
華
娵　

萼
仙

　
「
又
」　

陳
麗
娵　

苕
仙

　

題
詞

　
「
寄
題
朗
玉
弟
湘
煙
小
録
後
」　

金
壇
女
史　

呉
規
臣　

香
輪

　
「
題
小
雲
夢
玉
詞
後
」　

呉
江　

郭
　

頻
迦

　
「
題
朗
玉
兄
香
畹
楼
憶
語
後
調
寄
一
萼
紅
即
送
朗
玉
之
江
北
」　

華
亭　

改
琦　

七
薌

　
「
小
雲
司
馬
兄
寄
示
湘
煙
小
録
情
文
交
摯
使
人
不
忍
卒
読
才
華
衰
減
勉
題
四
絶
以
博
破
涕
之
笑
」　

昭
文　

孫
原
湘　

子
瀟

　
「
寄
題
小
雲
司
馬
香
畹
楼
憶
語
後
」　

昭
文
女
史　

席
佩
蘭　

道
華

　
「
奉
題
朗
玉
兄
湘
煙
小
録
後
」　

呉
県　

曹
楙
堅　

艮
甫

　
「
奉
題
小
雲
兄
湘
煙
小
録
後
調
金
縷
曲
」　

上
元　

汪
度　

鄴
楼

　
「
奉
題
朗
玉
弟
湘
煙
小
録
即
送
入
都
」　

琴
河
女
史　

帰
懋
儀　

佩
珊

　
「
紫
湘
主
人
仙
逝
金
陵
行
館
茲
当
帰
旐
製
此
奉
輓
以
攄
朗
玉
弟
愴
情
」　

南
城　

陶
焜
午　

香
泉

　
「
読
朗
玉
弟
湘
煙
小
録
綴
成
韻
語
代
写
哀
思
」　

呉
県　

葉
廷
琯　

苕
生

　
「
陳
孟
楷
通
守
副
室
王
碩
人
哀
辞
」　

呉
県　

曹
堉　

稼
山

　
「
紫
姫
小
伝
」　
「
道
光
四
年
歳
次
甲
申
七
月
中
銭
塘
龔
玉
晨
羽
卿
撰
」
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「
跋
」　
「
道
光
甲
申
孟
冬
呉
沈
秉
鈺
跋
於
呉
中
懐
雲
亭
」

　
『
香
畹
楼
憶
語
』
は
、
王
子
蘭
の
思
い
出
を
記
し
た
も
の
だ
が
、
断
片
的
な
記
録
で
あ
る
う
え
に
、
そ
れ
ら
が
必
ず
し
も
時
間
を
追
っ

て
整
理
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
な
か
な
か
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に
『
香
畹
楼
』
伝
奇
の
あ
ら
す
じ

を
見
る
と
こ
ろ
で
あ
わ
せ
て
見
て
み
た
い
。
た
だ
、『
香
畹
楼
憶
語
』
と
『
影
梅
庵
憶
語
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
く
な
ら
ば
、

例
え
ば
『
香
畹
楼
憶
語
』
の
次
の
一
段
。

　
　

 　

姫
素
豢
狸
児
、
名
瑤
台
児
、
玉
雪
可
念
。
余
初
訪
碧
梧
庭
院
、
輒
依
余
宛
転
不
去
。
姫
酒
半
偶
作
諧
語
、
閏
湘
紀
以
小
詞
曰
、
解

事
雪
狸
都
愛
你
、
眠
香
要
在
郎
懐
裏
者
是
也
。
洎
自
姫
帰
省
、
閏
湘
猶
引
前
事
相
戯
。
姫
逝
後
、
瑤
台
児
繞
棺
悲
鳴
、
夜
臥
茵
次
。

物
猶
如
此
、
余
何
以
堪
。

　

彼
女
は
も
と
も
と
瑤
台
児
と
い
う
猫
を
飼
っ
て
い
た
。
雪
の
よ
う
に
白
く
、
か
わ
い
ら
し
か
っ
た
。
わ
た
し
が
最
初
に
碧
梧
庭
院

を
訪
れ
た
時
、
す
ぐ
さ
ま
わ
た
し
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
離
れ
な
か
っ
た
。
彼
女
が
酔
い
ご
ご
ち
に
な
っ
て
、
ふ
と
冗
談
を
い
っ
た
と

こ
ろ
、
閏
湘
が
そ
れ
を
こ
ん
な
句
に
ま
と
め
上
げ
た
。「
も
の
の
わ
か
っ
た
白
猫
も
す
っ
か
り
あ
な
た
が
好
き
に
な
り
、
あ
な
た
の

ふ
と
こ
ろ
の
中
で
な
け
れ
ば
眠
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
女
が
（
病
気
の
た
め
）
帰
省
し
た
時
、
閏
湘
は
戯
れ
に
こ

の
昔
の
話
を
持
ち
出
し
た
。
彼
女
が
亡
く
な
っ
た
後
、
瑤
台
児
は
棺
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
悲
し
そ
う
に
鳴
い
て
お
り
、
夜
は
彼
女
の

ふ
と
ん
に
寝
た
の
で
あ
る
。
物
で
さ
え
こ
う
な
の
で
あ
る
。
わ
た
し
が
ど
う
し
て
彼
女
を
失
っ
た
悲
し
み
に
堪
え
ら
れ
よ
う
か
。
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か
つ
て
の
楽
し
か
っ
た
日
々
の
思
い
出
と
、
彼
女
を
失
っ
た
現
在
と
の
対
比
、
こ
の
筆
法
が
ま
さ
し
く
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
そ
れ
な
の

で
あ
る
。

五
、『
香
畹
楼
』
伝
奇
に
つ
い
て

　

彭
剣
南
の
『
香
畹
楼
』
伝
奇
は
、
陳
裴
之
の
『
香
畹
楼
憶
語
』
を
戯
曲
化
し
た
作
品
で
あ
る
。『
影
梅
庵
憶
語
』
の
後
を
承
け
た
『
香

畹
楼
憶
語
』
を
戯
曲
化
し
た
と
い
う
意
味
で
も
、
同
じ
作
者
に
よ
る
『
影
梅
庵
』
伝
奇
と
の
関
係
は
深
い
。
こ
こ
で
は
、『
香
畹
楼
』
伝

奇
全
三
十
二
齣
の
内
容
を
簡
単
に
追
っ
て
み
よ
う
。『
香
畹
楼
』
は
京
都
大
学
文
学
部
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

上
冊

　

封
面
に
は
、

　
　

道
光
丙
戌
秋
鐫

　
　

香
畹
楼

　
　

茗
雪
山
房
蔵
板

と
あ
る
。
道
光
丙
戌
は
、
道
光
六
年
（
一
八
二
六
）。
冒
頭
に
序
文
二
篇
が
あ
る
。
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序
一
「
叙　

道
光
乙
酉
（
五
年　

一
八
二
五
）
涂
月
金
壇
愚
弟
馮
調
鼎
拝
序
」

　

序
二
「
自
叙　

道
光
乙
酉
（
五
年　

一
八
二
五
）
長
至
前
三
日
稚
観
道
人
彭
剣
南
自
叙
於
茗
雪
山
房
」

　

巻
首
に
は
、

　

香
畹
楼
巻
上

　
　
　

溧
陽
彭
剣
南
梅
垞
填
詞

　
　
　

同
里
宋　

鐄
北
臺
正
譜

と
題
す
る
。
そ
し
て
、
こ
ち
ら
も
、
下
冊
の
冒
頭
に
、
以
下
の
題
詩
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

題
詞

　
「
浣
渓
紗
奉
題
梅
垞
仁
弟
香
畹
楼
伝
奇
戯
効
蕃
錦
集
体
」　

海
陽
孫
如
金
雲
巌

　
「
賀
新
涼
用
東
坡
韻
奉
題
梅
垞
仁
弟
香
畹
楼
楽
府
」　

史
載
煕
元
甫

　
「
虞
美
人
題
小
陸
大
弟
香
畹
楼
伝
奇
為
陳
小
雲
司
馬
作
」　

兄
剣
光
薛
門

　
「
題
伯
兄
香
畹
楼
院
本
兼
呈
朗
玉
別
駕
」　

同
懐
弟
剣
虹
燭
垣
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「
陳
小
雲
司
馬
追
悼
亡
姫
畹
君
作
香
畹
楼
憶
語
伯
兄
倚
声
填
詞
為
題
詩
餘
一
闋
調
寄
菩
薩
蠻
」　

同
懐
弟
剣
彩
星
橋

　
「
朝
天
子
題
稚
観
夫
子
香
畹
楼
伝
奇
」　

金
沙
女
史
于
月
卿
蕊
生

　
「
題
梅
垞
兄
公
香
畹
楼
伝
奇
得
両
截
句
」　

金
囦
女
史
史　

静
琴
仙

　
「
浪
淘
沙
題
小
陸
大
兄
香
畹
楼
」　

弟
剣
華
煥
豊

　
「
奉
題
梅
垞
兄
香
畹
楼
即
次
見
贈
元
韻
」　

金
壇
馮
調
鼎
玉
渓

　
「
奉
題
梅
垞
弟
香
畹
楼
楽
府
」　

宋　

鐄
北
臺

　
「
読
香
畹
楼
楽
府
賦
題
両
絶
」　

金
壇
于　

選
巽
之

　
「
臨
江
仙
集
唐
奉
題
一
笑
」　

再
叔
瑛
紫
亭

　
「
家
元
甫
大
令
招
飲
喜
晤
梅
垞
以
香
畹
楼
見
示
即
席
口
占
応
属
」　

史　

麟
仲
仁

　
「
題
梅
垞
尊
兄
香
畹
楼
楽
府
」　

良
常
馮　

照
縵
卿

　
『
香
畹
楼
』
は
『
影
梅
庵
』
と
同
じ
版
式
で
あ
り
（
と
も
に
本
文
毎
半
葉
九
行
二
十
二
字
）、
両
者
を
合
わ
せ
て
『
茗
雪
山
房
二
種
曲
』

と
称
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
『
香
畹
楼
』
伝
奇
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
道
光
五
年
の
彭
剣
南
「
自
叙
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 　

香
畹
楼
伝
奇
為
陳
朗
玉
司
馬
作
也
。
余
友
兄
宋
北
臺
明
経
、
僑
居
白
門
、
毎
旋
里
称
当
世
奇
材
異
能
之
士
、
無
有
出
朗
玉
右
者
。

余
固
心
識
之
、
未
暇
謀
面
也
。
客
秋
北
臺
招
余
為
平
山
之
遊
、
始
識
朗
玉
於
揚
州
、
傾
蓋
如
故
、
余
稍
長
於
朗
玉
、
以
弟
畜
焉
。
時
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朗
玉
新
喪
姫
紫
湘
、
貌
甚
戚
、
毎
向
余
縷
述
紫
君
賢
孝
事
、
輒
涙
下
如
連
珠
。
因
携
湘
煙
小
録
一
冊
示
余
、
且
曰
、
刻
羽
引
商
、
非

梅
兄
不
能
鑑
余
哀
情
、
亦
非
梅
兄
不
能
写
余
側
感
、
梅
兄
其
有
意
乎
。
余
方
拠
案
読
龔
太
夫
人
所
作
紫
姫
小
伝
、
読
畢
。
北
臺
従
旁

慫
慂
。

　
『
香
畹
楼
伝
奇
』
は
、
陳
朗
玉
司
馬
（
陳
裴
之
）
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
た
し
の
友
兄
で
あ
る
宋
北
臺
明
経
は
、
南

京
に
仮
住
ま
い
し
て
い
た
が
、郷
里
に
帰
る
と
い
つ
も
、当
世
奇
才
異
能
の
士
と
い
え
ば
、朗
玉
の
右
に
出
る
も
の
は
い
な
い
と
い
っ

て
い
た
。
わ
た
し
は
心
の
中
で
そ
れ
を
し
っ
か
り
お
ぼ
え
て
い
た
が
、
ま
だ
直
接
会
う
機
会
が
な
か
っ
た
。
去
年
の
秋
、
北
臺
が
わ

た
し
を
平
山
の
遊
に
招
い
た
時
、
は
じ
め
て
揚
州
で
朗
玉
に
面
識
を
得
て
、
ま
る
で
む
か
し
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

意
気
投
合
し
た
。
わ
た
し
は
朗
玉
よ
り
少
し
年
上
だ
っ
た
の
で
、
弟
と
し
て
応
対
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
朗
玉
は
側
室
の
紫
湘
を
な
く

し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
様
子
は
と
て
も
悲
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
わ
た
し
に
紫
君
が
賢
明
で
孝
行
で
あ
っ
た
こ
と
を
こ
ま
ご

ま
と
述
べ
、
連
珠
の
よ
う
に
涙
を
こ
ぼ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、『
湘
煙
小
録
』
一
冊
を
持
っ
て
き
て
わ
た
し
に
示
し
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
。「
戯
曲
に
す
る
の
に
は
、
梅
兄
さ
ん
で
な
け
れ
ば
わ
た
し
の
悲
し
い
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
梅
兄
さ
ん
で
な
け
れ
ば
わ
た
し
の
悲
し
み
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
兄
さ
ん
、
や
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。」

わ
た
し
は
ち
ょ
う
ど
机
に
向
か
っ
て
、
龔
太
夫
人
が
作
っ
た
「
紫
姫
小
伝
」
を
読
み
、
読
み
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
北
臺
は
か

た
わ
ら
か
ら
、
そ
れ
を
勧
め
た
の
で
あ
っ
た
。

と
し
て
、
陳
裴
之
自
身
が
、
彭
剣
南
に
『
湘
煙
小
録
』
を
贈
り
、
王
子
蘭
の
生
涯
を
題
材
に
し
た
戯
曲
を
作
る
こ
と
を
依
頼
し
た
の
で
あ
っ

た
。
跋
は
続
け
て
い
う
。
道
光
五
年
（
一
八
二
五
）
の
夏
、
彭
剣
南
は
、
こ
の
年
の
秋
に
行
わ
れ
る
科
挙
の
郷
試
を
受
け
よ
う
と
、
勉
強
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を
は
じ
め
て
み
た
の
だ
が
、
三
月
も
の
間
病
気
に
な
っ
て
、
結
局
試
験
を
受
け
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
先
に
引
用
し
た
）。
そ
こ
で
、

　
　

 　

息
壌
在
彼
、
按
譜
尋
声
、
朋
従
既
寡
、
同
調
亦
罕
。
日
成
一
齣
、
不
軽
示
人
、
経
月
餘
而
脱
稿
。
友
兄
史
黙
斎
明
府
見
之
撫
案
於

邑
曰
、
嗟
乎
、
梅
垞
余
壱
不
知
夫
情
之
生
於
文
、
文
之
生
於
情
也
、
録
寄
朗
玉
、
当
令
司
馬
青
衫
湿
也
。

　
　

 　
（『
香
畹
楼
』
の
戯
曲
を
書
く
と
い
う
）
約
束
は
守
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
曲
律
に
合
わ
せ
て
曲
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
。
友
人
従
者
も
少

な
い
う
え
に
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
も
の
も
ま
れ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
日
に
一
齣
づ
つ
書
い
て
み
た
が
、
容
易
に
は
人
に
見
せ
な

か
っ
た
。
一
月
ほ
ど
し
て
脱
稿
し
た
。
友
兄
の
史
黙
斎
が
見
て
、
机
を
た
た
き
、
悲
し
そ
う
に
こ
う
い
っ
た
。「
あ
あ
、
梅
垞
。
わ

た
し
は
、
こ
れ
ほ
ど
情
が
文
か
ら
生
じ
、
文
が
情
か
ら
生
ず
る
作
品
を
ま
っ
た
く
見
た
こ
と
が
な
い
。
書
き
写
し
て
朗
玉
に
送
っ
て

あ
げ
れ
ば
、
司
馬
は
涙
で
青
衫
を
湿
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（
白
居
易
の
「
琵
琶
行
」
に
「
江
州
司
馬
青
衫
湿
」）。」

　

依
頼
を
受
け
た
彭
剣
南
は
、
も
と
も
と
科
挙
の
試
験
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
の
に
、
病
気
に
な
っ
て
受
験
が
で
き
な
か
っ
た
。
い
わ
ば

そ
の
心
の
す
き
ま
を
う
ず
め
る
か
の
よ
う
に
、『
香
畹
楼
』
伝
奇
の
執
筆
に
と
り
か
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、『
香
畹
楼
』
と
い
う
戯
曲
に
つ
い
て
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
香
畹
楼
憶
語
』
の
本
文
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　

 　

時
広
寒
外
史
有
香
畹
楼
院
本
之
作
、
余
因
興
懐
本
事
、
紀
之
以
詞
曰
、（
詞
略
）。
姫
読
之
、
笑
授
画
冊
曰
、
君
視
此
影
、
頗
得
神

似
否
。
乃
馬
月
嬌
画
蘭
十
二
幀
、
懐
風
抱
月
、
秀
絶
塵
寰
、
幀
首
題
紫
君
小
影
四
字
、
則
其
嫂
氏
閏
湘
手
筆
、
是
冊
固
閏
湘
所
蔵
、
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以
姫
帰
余
為
慶
、
臨
別
欣
然
染
翰
、
納
之
女
児
箱
中
者
。
余
欲
寿
之
貞
珉
、
姫
愀
然
曰
、
香
閨
韻
事
、
恒
慮
為
俗
口
描
画
。
余
乃
止
。

　
　

 　

時
に
広
寒
外
史
に
『
香
畹
楼
』
院
本
の
作
が
あ
っ
て
、
わ
た
し
は
そ
こ
で
、
そ
の
物
語
に
感
慨
を
催
し
、
そ
れ
を
詞
に
記
し
た
。

（
詞
は
略
）。
姫
（
王
子
蘭
）
は
そ
れ
を
読
む
と
、
笑
っ
て
画
冊
を
渡
し
て
こ
う
い
っ
た
。「
あ
な
た
は
こ
の
絵
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、

よ
く
似
て
い
る
と
お
思
い
で
す
か
」
と
。
そ
れ
は
、
な
ん
と
馬
月
嬌
（
馬
湘
蘭
）
が
描
い
た
蘭
の
十
二
幅
で
あ
っ
て
、
風
を
懐
き
月

を
抱
い
て
、
こ
の
俗
世
に
お
け
る
秀
絶
で
あ
っ
た
。
装
幀
の
冒
頭
に
は
、「
紫
君
小
影
」
の
四
字
が
題
し
て
あ
り
、
そ
れ
は
彼
女
の

嫂
氏
で
あ
る
閏
湘
の
手
筆
で
あ
っ
た
。
こ
の
画
冊
は
も
と
よ
り
閏
湘
の
所
蔵
で
あ
っ
て
、
紫
湘
が
わ
た
し
に
帰
し
た
の
を
祝
し
て
、

別
れ
に
臨
ん
で
よ
ろ
こ
ん
で
筆
を
執
り
、
彼
女
の
嫁
入
り
支
度
の
箱
の
中
に
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
を
石
に
刻
ん

で
永
遠
に
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
が
、
彼
女
は
悲
し
そ
う
な
表
情
で
い
っ
た
。
香
閨
の
韻
事
は
、
い
つ
も
俗
人
の
口
に
の
ぼ
る
こ

と
を
お
そ
れ
ま
す
、
と
。
そ
れ
で
、
わ
た
し
は
や
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
こ
に
広
寒
外
史
な
る
人
の
作
っ
た
『
香
畹
楼
』
の
院
本
つ
ま
り
戯
曲
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
厳
敦
易
「
彭
剣
南
伝
奇
二

種
」（
厳
敦
易
『
元
明
清
戯
曲
論
集
』
中
州
書
画
社　

一
九
八
二　

下
編　

清
人
戯
曲
提
要
）
で
は
、

　

こ
の
『
香
畹
楼
』
院
本
と
本
劇
（
彭
剣
南
の
『
香
畹
楼
』）
と
は
異
な
っ
た
二
種
の
作
品
で
あ
っ
て
、
広
寒
外
史
は
彭
氏
で
は
な
い
。

二
種
は
同
名
で
は
あ
る
が
、
一
つ
は
歓
び
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
つ
は
悲
し
み
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

と
い
っ
て
い
る
。
広
寒
外
史
の
『
香
畹
楼
』
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
あ
る
い
は
こ
ち
ら
が
先
に
存
在
し
、
王
子
蘭
生
前
の
楽
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し
み
に
満
ち
た
時
代
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
、
簡
単
に
『
香
畹
楼
』
伝
奇
の
あ
ら
す
じ
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

上
冊　

香
畹
楼
巻
上

第
一
齣　

蘭
因
（
王
子
蘭
の
因
縁
）

　

貼
（
西
王
母
）、
外
（
碧
落
侍
郎
）、
老
旦
（
上
元
夫
人
）、
小
生
（
王
子
晋
）、
旦
（
劉
懿
真
）、
小
旦
（
董
双
成
）、
外
末
（
星
官
）、

生
（
東
方
朔
）

　

西
王
母
登
場
。
王
子
晋
（
王
子
喬
）
と
劉
懿
真
（
劉
仙
姑
）
は
た
が
い
に
思
い
合
っ
て
い
る
か
ら
、
碧
落
侍
郎
を
頤
伯
居
士
（
陳
文
述
）、

上
元
夫
人
を
羽
卿
太
君
（
龔
氏
）
と
し
て
俗
世
に
降
し
、
子
晋
を
息
子
と
し
、
夢
玉
公
子
（
陳
裴
之
）
と
号
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
懿
真
を

淑
娵
夫
人
と
し
て
、
子
晋
の
正
妻
（
汪
端
）
に
さ
せ
、
董
双
成
（
西
王
母
の
侍
女
）
を
紫
瀟
女
子
と
し
て
、
子
晋
の
妾
（
王
子
蘭
）
と
す

る
。
そ
し
て
、
紀
離
容
（
上
元
夫
人
の
侍
女
）
を
碧
落
侍
郎
の
側
室
（
管
筠
）、
子
晋
の
妹
の
観
霊
・
観
香
を
上
元
夫
人
の
愛
女
（
陳
華
娵
、

陳
麗
娵
）
と
し
、
北
寒
玉
女
、
東
華
玉
女
を
つ
か
わ
し
て
、
双
成
を
護
ら
せ
る
よ
う
命
ず
る
。

　

碧
落
侍
郎
、
上
元
夫
人
、
王
子
晋
、
劉
懿
真
、
董
双
成
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
挨
拶
を
し
て
、
俗
世
に
降
っ
て
ゆ
く
。

　

東
方
朔
は
、
梅
垞
生
（
彭
剣
南
）
と
な
っ
て
、
彼
ら
の
こ
と
を
戯
曲
に
作
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
、
西
王
母
を
は
じ
め
と
し
て
王
子
晋
（
王
子
喬
）、
劉
懿
真
（
劉
仙
姑
）、
上
元
夫
人
、
董
双
成
、
紀
離
容

な
ど
、
い
ず
れ
も
（
実
在
の
）
仙
人
た
ち
で
あ
る
。
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第
二
齣　

花
瑞
（
花
の
瑞
祥
）

　

小
生
（
雲
楷
）、
旦
（
荘
淑
娵
、
汪
端
）

　

雲
楷
（
陳
裴
之
）
登
場
し
自
己
紹
介
。
天
下
の
奇
才
と
称
さ
れ
て
い
る
。
父
は
江
都
相
、
母
は
龍
太
君
。
父
は
、
仕
事
の
疲
れ
か
ら
病

気
に
な
っ
て
い
る
。
雲
楷
は
華
陀
の
廟
に
お
参
り
し
て
薬
を
も
ら
い
、
夫
人
の
荘
淑
娵
は
病
気
平
癒
の
た
め
に
「
長
斎
繡
仏
」
を
誓
っ
て
、

毎
日
『
観
音
経
』
を
誦
し
て
い
る
（『
香
畹
楼
憶
語
』
に
見
え
る
）。
夫
人
と
と
も
に
仏
殿
で
祈
願
。

　

末
（
院
子
）
が
、
殷
麗
生
が
建
蘭
を
届
け
て
き
た
こ
と
を
告
げ
る
。
雲
楷
、
夫
人
と
と
も
に
、
庭
の
花
を
見
る
。
新
た
に
香
畹
楼
が
落

成
し
た
こ
と
か
ら
、
夫
人
が
雲
楷
に
側
室
を
持
つ
こ
と
を
勧
め
、
雲
楷
は
そ
れ
に
従
い
側
室
を
持
つ
こ
と
に
す
る
。

第
三
齣　

心
許
（
密
か
な
結
婚
の
願
い
）

　

小
旦
（
紫
瀟
）、
雑
旦
（
馬
閏
湘
）、
貼
（
王
瑞
蘭
）

　

王
氏
子
蘭
（
小
字
は
紫
瀟
）
登
場
。
秣
陵
（
南
京
）
の
人
で
あ
る
。「
家
近
青
楊
之
巷
、
門
臨
白
鷺
之
洲
（
家
は
青
楊
の
巷
に
近
く
、

門
は
白
鷺
の
洲
に
臨
む
）」、
こ
れ
は
汪
端
の
紫
湘
を
悼
む
詩
の
序
に
見
え
る
言
葉
。
南
京
の
秦
淮
を
指
す
。
姉
妹
は
み
な
、
名
門
に
嫁
い

で
お
り
、
い
ま
は
閏
湘
女
史
に
面
倒
を
み
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

雑
旦
（
馬
閏
湘
）、
貼
（
王
瑞
蘭
）
が
た
ず
ね
て
く
る
。
わ
れ
わ
れ
の
お
ば
の
停
雲
主
人
が
、
娘
の
幼
香
妹
子
を
夢
玉
公
子
（
雲
楷
）

の
側
室
に
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
夢
玉
公
子
は
、
詩
を
寄
せ
て
、
そ
れ
を
や
ん
わ
り
断
っ
た
と
い
う
話
を
し
て
、
そ
の
雲
公
子
の

詩
箋
を
紫
瀟
に
見
せ
る
。

　

紫
瀟
、雲
公
子
の
詩
を
読
ん
で
感
動
し
、雲
公
子
の
側
室
に
な
り
た
い
と
願
う
。幼
香
妹
子
が
は
じ
め
に
側
室
の
候
補
と
し
て
名
が
挙
っ
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て
い
た
こ
と
、
停
雲
主
人
の
こ
と
、
こ
の
詩
の
こ
と
、
と
も
に
『
香
畹
楼
憶
語
』
に
見
え
る
。『
香
畹
楼
憶
語
』
で
は
、
王
子
蘭
が
嫁
入

る
に
際
し
て
、
そ
の
仲
立
ち
を
し
た
六
一
令
君
が
、「
従
来
名
士
悦
傾
城
、
今
傾
城
亦
悦
名
士
（
従
来
名
士
が
傾
城
の
美
女
を
好
ん
だ
も

の
だ
が
、
今
は
傾
城
の
美
女
も
名
士
を
好
む
）」（「
名
士
悦
傾
城
」
は
湘
東
王
の
詩
。
い
ま
梁
簡
文
帝
蕭
綱
の
「
和
湘
東
王
名
士
悦
傾
城
」

が
残
る
）
と
い
う
が
、『
香
畹
楼
』
伝
奇
で
は
、
紫
瀟
自
身
が
こ
の
せ
り
ふ
を
述
べ
る
。

第
四
齣　

目
成
（
目
で
語
る
）

　

小
生
（
雲
楷
）、
小
旦
（
紫
瀟
）

　

雲
楷
が
、
南
京
の
妓
楼
を
た
ず
ね
て
く
る
。

　

小
旦
（
紫
瀟
）
登
場
。
雲
公
子
の
詩
を
読
ん
で
か
ら
、
い
つ
も
公
子
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

小
生
（
雲
楷
）
登
場
、
二
人
が
出
会
う
。
紫
瀟
は
、
詩
を
読
ん
で
以
来
ず
っ
と
、
雲
公
子
の
才
を
慕
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
。

　

二
人
は
意
気
投
合
し
、
紫
瀟
は
、
自
分
が
公
子
の
世
話
を
し
た
い
と
告
げ
、
公
子
は
、
家
に
帰
っ
て
話
を
ま
と
め
る
こ
と
を
約
す
。

第
五
齣　

選
詩
（
詩
を
選
ぶ
）

　

旦
（
荘
淑
娵
）、
四
旦
（
雲
氏
萼
仙
、
陳
華
娵
）、
五
旦
（
雲
氏
苕
仙
、
陳
麗
娵
）、
丑
（
侍
女
）

　

幼
い
時
か
ら
学
問
が
好
き
で
、
針
仕
事
が
に
が
て
。
息
子
が
一
人
あ
る
。
そ
れ
で
学
問
を
し
て
、『
明
詩
初
二
集
』
を
編
纂
し
て
い
る
。

　

四
旦
（
雲
氏
萼
仙
）、
五
旦
（
雲
氏
苕
仙
）
登
場
。
と
も
に
明
代
の
詩
を
論
ず
る
。
丑
の
侍
女
が
来
て
、
早
く
寝
る
よ
う
に
い
う
。
丑
は
、

詩
の
議
論
を
聞
い
て
退
屈
そ
う
な
様
子
。
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第
六
齣　

遊
園
（
庭
に
遊
ぶ
）

　

生
（
殷
麗
生
）、
末
（
商
二
遊
）、
小
生
（
雲
楷
）

　

夏
林
園
を
訪
れ
、
と
も
に
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

第
七
齣　

和
衷
（
心
合
わ
せ
て
）

　

生
（
河
庫
道
）、
外
（
使
相
銭
次
公
）、
末
（
河
督
李
澄
渓
）

　

治
水
の
難
し
さ
を
語
る
。

　

陳
裴
之
の
伝
で
あ
る
汪
端
の
「
夢
玉
生
事
略
」
に
は
、「
受
知
於
阮
雲
臺
、
慶
蕉
園
両
宮
保
、
孫
寄
圃
節
相
、
曾
賓
谷
鹺
使
、
銭
恬
斎

都
転
、
呉
省
庵
観
察
、
王
簣
山
廉
訪
」
と
あ
っ
て
、
陳
裴
之
が
実
際
に
、
父
の
陳
文
述
の
関
係
を
通
し
て
、
当
時
の
高
官
と
接
触
が
あ
り
、

そ
の
才
を
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
八
齣　

安
瀾
（
波
を
鎮
め
る
）

　

浄
（
河
伯
の
馮
夷
）、
雑
（
猪
龍
）

　

崑
崙
か
ら
の
黄
河
の
流
れ
を
語
る
。

　

各
々
の
水
官
（
黿
長
史
、
鼉
将
軍
ほ
か
）
に
、
持
ち
場
を
見
回
る
よ
う
命
ず
る
。
猪
龍
登
場
。
水
の
量
を
あ
や
ま
っ
た
こ
と
で
罰
を
受

け
る
。
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第
九
齣　

置
簉
（
側
室
を
置
く
）

　

丑
（
蘇
州
の
船
戸
）、
小
旦
（
紫
瀟
）、
老
旦
（
龍
氏
太
君
）、
旦
（
荘
淑
娵
）、
四
旦
（
雲
氏
萼
仙
）、
五
旦
（
雲
氏
苕
仙
）、
生
（
殷
麗

生
）、
末
（
商
二
遊
）

　

蘇
州
の
船
頭
が
、
雲
府
の
側
室
を
娶
る
た
め
に
南
京
に
や
っ
て
く
る
。
着
飾
っ
た
紫
瀟
を
載
せ
て
蘇
州
へ
向
か
う
。

　

老
旦
（
龍
氏
太
君
）
登
場
。
息
子
の
楷
が
、
父
親
と
科
挙
同
年
で
あ
る
六
一
令
君
を
仲
立
ち
に
し
て
、
金
陵
王
氏
の
娘
を
側
室
に
し
た
。

紫
瀟
が
家
に
着
き
、
み
な
顔
を
合
わ
せ
る
。

　

生
（
殷
麗
生
）、
末
（
商
二
遊
）
が
や
っ
て
き
て
、
紫
瀟
を
見
、
そ
の
美
し
さ
を
ほ
め
る
。
夜
も
ふ
け
、
小
生
は
小
旦
の
手
を
ひ
い
て

退
場
。

第
十
齣　

謁
閣
（
高
官
に
拝
謁
す
る
）

　

小
生
（
雲
楷
）

　

小
生
（
雲
楷
）
官
服
で
登
場
。
銭
次
公
と
河
督
の
李
澄
渓
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
真
州
の
治
水
を
司
る
こ
と
に
な
っ
た
。
銭
次
公
、
李
澄

渓
に
目
通
り
を
し
、
献
策
を
し
て
、
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
る
。

第
十
一　

合
螺
（
指
紋
を
合
わ
せ
る
）

　

小
生
（
雲
楷
）、
小
旦
（
紫
瀟
）

　

紫
瀟
を
得
て
、
二
人
は
仲
む
つ
ま
じ
く
暮
ら
し
て
い
る
。
二
人
は
と
も
に
、
左
手
の
人
差
し
指
に
巻
い
た
模
様
の
指
紋
が
あ
り
、
二
人
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で
合
わ
せ
て
み
る
。『
香
畹
楼
憶
語
』
に
見
え
る
情
節
。

第
十
二　

護
雷
（
雷
か
ら
護
る
）

　

老
旦
（
龍
太
君
）、
生
（
雷
神
）、
貼
（
電
母
）、
小
旦
（
紫
瀟
）

　

太
君
は
雷
が
き
ら
い
な
の
で
、
小
旦
（
王
紫
瀟
）
が
そ
ば
に
行
っ
て
面
倒
を
見
る
。
雷
に
つ
い
て
の
故
事
が
述
べ
ら
れ
る
。
紫
瀟
の
孝

行
ぶ
り
を
示
す
。

第
十
三
齣　

濬
河
（
川
を
浚
う
）

　

付
浄
（
儀
徴
の
里
正
）、
小
生
（
雲
楷
）、
末
生
（
紳
士
）、
外
、
副
浄
（
塩
商
）

　

治
水
の
労
働
と
税
の
苦
し
さ
を
述
べ
る
。
小
生
（
雲
楷
）、
彼
ら
に
賞
を
与
え
て
ね
ぎ
ら
う
。

　

紳
士
た
ち
、
ま
た
塩
商
た
ち
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
雲
楷
の
も
と
を
訪
れ
、
治
水
に
感
謝
す
る
。

第
十
四
齣　

偵
梟
（
賊
を
偵
察
す
る
）

　

浄
（
張
鉄
漢
）、
副
浄
（
飛
天
夜
叉
）

　

公
子
の
友
人
で
あ
る
荘
士
の
張
鉄
漢
、
私
塩
を
と
り
し
ま
る
。
飛
天
夜
叉
登
場
。
飛
天
夜
叉
は
私
塩
を
扱
う
賊
の
頭
目
。

第
十
五
齣　

神
医
（
神
医
）
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浄
（
華
陀
）、
薬
神

　

四
人
の
薬
神
が
登
場
し
、
薬
に
つ
い
て
語
る
。

　

江
都
令
の
雲
武
襄
が
病
に
お
ち
た
時
、
息
子
の
妻
の
荘
淑
娵
が
、
長
斎
を
し
仏
を
刺
繡
し
た
。
そ
の
た
め
、
薬
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
病

が
癒
え
た
。
い
ま
、
道
光
三
年
二
月
上
旬
。
今
度
は
夫
人
の
龍
氏
が
病
気
に
な
り
、
息
子
の
側
室
で
あ
る
王
紫
瀟
が
香
を
焚
い
て
、
み
ず

か
ら
身
代
わ
り
に
な
り
た
い
と
祈
っ
て
い
る
。

第
十
六
齣　

嫡
病
（
正
妻
の
病
気
）

　

旦
（
荘
淑
娵
、
汪
端
）、
小
旦
（
紫
瀟
）

　

旦
（
荘
淑
娵
）
病
に
臥
し
て
い
る
。
小
旦
（
紫
瀟
）
は
寝
ず
の
看
病
。
薬
や
粥
を
の
ま
せ
た
り
、
あ
ん
ま
を
し
た
り
。

下
冊　

香
畹
楼
巻
下

第
十
七
齣　

擒
梟
（
賊
を
捕
ら
え
る
）

　

浄
（
張
鉄
漢
）、
小
生
（
雲
楷
）、
副
浄
（
飛
天
夜
叉
）

　

小
生
（
雲
楷
）
は
、
張
鉄
漢
と
協
力
し
て
、
私
塩
を
扱
う
頭
目
で
あ
る
飛
天
夜
叉
と
戦
い
、
飛
天
夜
叉
を
捕
ま
え
る
。
こ
こ
で
立
ち
回

り
が
演
じ
ら
れ
る
。

第
十
七
齣
（
正
し
く
は
十
八
）　

叙
勲
（
叙
勲
）
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外
（
節
相
銭
次
公
）

　

雲
楷
の
功
績
を
朝
廷
に
報
告
す
る
上
奏
文
を
書
く
。

第
十
九
齣　

聴
雨
（
雨
音
を
聴
く
）

　

小
旦
（
紫
瀟
）

　

雲
郎
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
、
太
夫
人
（
龍
太
君
）
の
病
気
は
治
っ
た
も
の
の
、
こ
ん
ど
は
夫
人
（
荘
氏
）
が
病
気
に
な
っ
た
。
紫
瀟

は
ず
っ
と
そ
の
世
話
を
し
て
、
自
分
の
身
体
が
弱
り
、
喀
血
し
た
。

　

雨
音
を
聞
く
に
つ
け
、
早
く
雲
郎
に
帰
っ
て
ほ
し
い
。
夫
人
の
病
気
を
知
ら
せ
る
手
紙
を
書
く
が
、
自
分
の
病
気
の
こ
と
は
書
か
な
い

こ
と
に
す
る
。

第
二
十
齣　

望
月
（
月
を
望
む
）

　

小
生
（
雲
楷
）

　

仕
事
に
つ
と
め
て
お
り
、
夫
人
や
側
室
の
も
と
に
行
け
な
い
こ
と
を
い
う
。
妻
の
病
気
を
伝
え
る
紫
瀟
か
ら
の
手
紙
が
届
き
、
月
を
見

て
も
の
を
思
う
。

第
二
十
一
齣　

覡
占
（
巫
女
の
占
い
）

　

丑
（
柳
初
新
）、
末
（
雲
府
大
叔
）、
老
旦
（
龍
太
君
）、
旦
（
荘
氏
）
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老
太
太
（
龍
氏
）
が
、
息
子
の
側
室
が
病
気
に
な
っ
た
の
で
、
占
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。
女
巫
の
柳
初
新
が
占
う
。
紫
瀟
の
病
気
に
つ

い
て
、
き
わ
め
て
悪
い
卦
が
出
た
と
い
う
。

第
二
十
二
齣　

籤
卜
（
お
み
く
じ
）

　

副
浄
（
馮
貴
）

　

雲
府
の
使
用
人
で
あ
る
馮
貴
が
、
南
京
の
関
帝
廟
で
、
紫
瀟
の
た
め
に
運
命
を
占
っ
て
も
ら
う
。
こ
の
一
齣
の
会
話
は
蘇
州
語
で
あ
る
。

第
二
十
三
齣　

帰
舟
（
帰
り
船
）

　

小
旦
（
紫
瀟
）、
旦
（
荘
氏
）、
老
旦
（
龍
太
君
）

　

紫
瀟
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
船
で
南
京
へ
送
ら
れ
る
。
途
中
、
雲
楷
の
舟
と
い
っ
し
ょ
に
な
り
、
二
人
は
出
会
う
。

第
二
十
四
齣　

騎
箕
（
死
の
知
ら
せ
）

　

末
（
奎
宿
星
君
）、
雑
（
婁
宿
星
君
）、
そ
の
他
星
の
神
、
雷
公
電
母
。

　

天
帝
か
ら
の
雨
を
降
ら
せ
る
命
令
を
伝
え
ら
れ
る
。
紫
瀟
が
そ
の
日
に
死
ぬ
運
命
を
暗
示
す
る
。

第
二
十
五
齣　

蘭
殞
（
蘭
の
逝
去
）

　

貼
（
王
氏
瑞
蘭
）、
小
旦
（
紫
瀟
）
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南
京
の
王
瑞
蘭
の
も
と
へ
、
病
ん
だ
小
旦
（
紫
瀟
）
が
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
て
く
る
。
王
瑞
蘭
が
、
紫
瀟
の
髪
と
爪
を
き
る
（『
香
畹
楼
憶
語
』

に
あ
り
）。
雷
公
電
母
が
登
場
し
、
雨
と
雷
を
も
た
ら
す
。
こ
の
と
き
紫
瀟
は
息
を
引
き
取
る
。

第
二
十
六
齣　

魂
帰
（
魂
の
帰
宅
）

　

小
旦
（
紫
瀟
）、
副
浄
（
黄
巾
力
士
）

　

黄
巾
力
士
が
紫
瀟
の
幽
霊
を
捕
ま
え
る
と
い
う
。
し
か
し
、
紫
瀟
は
自
分
が
死
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
力
士
は
紫
瀟
の
幽
霊
を

見
逃
し
て
や
り
、
魂
は
蘇
州
の
屋
敷
に
帰
っ
て
く
る
。

第
二
十
七
齣　

製
襚
（
着
物
を
作
る
）

　

四
旦
（
雲
氏
萼
仙
）、
五
旦
（
雲
氏
苕
仙
）

　

蘇
州
の
家
で
は
、
ま
だ
紫
瀟
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
紫
瀟
の
た
め
に
服
を
作
っ
て
や
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。

第
二
十
八
齣　

憑
棺
（
棺
に
依
る
）

　

小
生
（
雲
楷
）、
貼
（
王
瑞
蘭
）

　

雲
楷
が
南
京
に
や
っ
て
く
る
と
、
紫
瀟
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
王
瑞
蘭
か
ら
そ
の
話
を
聞
き
、
彼
女
の
遺
髪
と
爪
を
見
て
慟
哭

す
る
。
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第
二
十
九
齣　

慈
悼
（
慈
悲
深
い
追
悼
）

　

老
旦
（
龍
氏
太
君
）

　

紫
瀟
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
り
、
彼
女
を
思
い
出
し
て
偲
ぶ
。

第
三
十
齣　

嫡
傷
（
正
妻
の
悲
し
み
）

　

旦
（
荘
氏
）

　

前
の
齣
と
同
様
、
荘
氏
が
彼
女
を
悼
む
。

第
三
十
一
齣　

選
餞
（
餞
別
）

　

副
浄
（
殷
麗
生
の
老
僕
）、
小
生
（
雲
楷
）、
貼
（
家
令
）、
生
（
殷
麗
生
）、
末
（
商
二
遊
）、
丑
（
桃
花
庵
の
嵰
雪
）

　

殷
麗
生
、
商
二
遊
が
揚
州
の
平
山
堂
で
、
北
京
に
行
く
雲
郎
を
送
別
す
る
。
雲
楷
は
、
亡
く
な
っ
た
紫
瀟
を
悼
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
、

　
　
　

新
喪
紫
姫
、
恭
奉
太
夫
人
寄
来
紫
姫
小
伝
、
洋
洋
灑
灑
、
将
二
千
言
、
涙
眼
迷
離
、
不
忍
卒
読
。

　
　

 　

最
近
紫
姫
を
失
っ
た
が
、
太
夫
人
が
「
紫
姫
小
伝
」
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
二
千
言
あ
ま
り
の
大
文
章
、
涙
に
く
れ
て
心
も
ぼ

ん
や
り
、
し
ま
い
ま
で
読
み
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
あ
る
。
そ
し
て
、
戯
曲
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
商
二
游
に
、
王
紫
瀟
を
題
材
に
し
て
戯
曲
を
作
る
よ
う
依
頼
す
る
。
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第
三
十
二
齣　

仙
召
（
仙
界
に
召
さ
れ
る
）

　

小
旦
（
紫
瀟　

仙
人
の
衣
装
）、
麻
姑
、
弄
玉
、
杜
蘭
香
な
ど
の
神
々
。

　

俗
界
に
行
っ
て
い
た
董
双
成
が
戻
っ
て
き
た
こ
と
の
報
告
。（
劇
終
）

　
『
影
梅
庵
』
伝
奇
で
は
、
最
後
に
董
小
宛
が
、
西
王
母
の
命
を
承
け
て
天
上
に
迎
え
取
ら
れ
、
瑤
池
花
史
と
し
て
仙
界
に
昇
っ
て
ゆ
く

と
い
う
結
び
に
な
っ
て
い
た
。『
香
畹
楼
』
伝
奇
で
は
、
最
初
の
第
一
齣
で
、
仙
界
の
仙
人
が
人
間
世
界
に
降
っ
て
い
き
、
最
後
の
第
三

十
二
齣
で
仙
界
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
枠
組
み
の
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
神
仙
下
凡
の
枠
組
み
を
持
つ
物
語
は
、
弾
詞

の
『
再
生
縁
』、
あ
る
い
は
『
紅
楼
夢
』
な
ど
少
な
く
な
い
。『
香
畹
楼
』
伝
奇
は
、
こ
の
公
式
に
従
っ
て
い
る
。

　

同
じ
彭
剣
南
の
『
影
梅
庵
』
が
、
や
は
り
冒
襄
と
董
小
宛
の
愛
情
物
語
の
ほ
か
に
、
明
末
の
流
賊
張
献
忠
な
ど
に
触
れ
て
い
た
の
と
同

様
、『
香
畹
楼
』
に
お
い
て
も
、
陳
裴
之
と
王
子
蘭
の
こ
と
以
外
に
、
陳
裴
之
が
長
江
の
水
利
を
め
ぐ
っ
て
活
躍
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
、

天
下
国
家
の
た
め
に
活
躍
す
る
姿
に
つ
い
て
も
か
な
り
の
篇
幅
を
割
い
て
い
る
。
こ
れ
も
、『
影
梅
庵
』
伝
奇
の
場
合
と
同
様
、
や
は
り

あ
る
意
味
、
恋
と
政
治
へ
の
関
心
と
い
う
二
本
柱
と
い
え
よ
う
。

　
『
香
畹
楼
憶
語
』
に
つ
い
て
、
幾
人
か
の
論
者
は
、『
影
梅
庵
憶
語
』
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
朱
剣
芒
「
香
畹
楼
憶
語
考
」

で
は
、
ま
ず
は
『
香
畹
楼
憶
語
』
が
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
後
を
承
け
た
名
著
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
続
い
て
銭
塘
陳
氏
の
「
一
門
風
雅
」

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
陳
文
述
一
家
の
成
員
が
女
性
も
含
め
て
文
学
に
通
じ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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王
紫
湘
（
王
子
蘭
）
が
ど
れ
だ
け
賢
孝
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
小
雲
（
陳
裴
之
）
の
一
個
の
侍
妾
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
彼
女

が
一
旦
病
没
す
る
や
、
小
雲
の
『
香
畹
楼
憶
語
』
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
小
雲
の
夫
人
や
姉
妹
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
哀
詞
を
賦
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
と
り
た
て
て
奇
と
す
る
に
足
り
な
い
と
も
い
え
る
の
だ
が
、
奇
特
な
の
は
、
小
雲
の
母
親
ま
で
が
息
子
の

妾
の
た
め
に
、
き
わ
め
て
沈
痛
な
伝
を
書
い
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
前
代
未
聞
で
あ
る
。（
中
略
）
さ
ら
に
、
奇
中
の
奇

と
い
う
べ
き
は
、
頤
道
居
士
陳
文
述
が
、
息
子
の
妾
の
た
め
に
「
さ
め
ざ
め
と
涙
を
流
し
て
」、
誄
を
作
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
礼
教

が
打
破
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
作
品
は
、
め
っ
た
に
な
い
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
ま
っ
た
く
の
お

笑
い
ぐ
さ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
い
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
陳
文
述
と
い
う
人
物
の
周
辺
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

朱
剣
芒
「
香
畹
楼
憶
語
考
」
は
続
け
て
、
陳
裴
之
と
王
子
蘭
（
紫
湘
）
と
の
出
会
い
と
因
縁
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
は
そ
も
そ

も
の
動
機
に
つ
い
て
、
朱
剣
茫
は
、
陳
文
述
が
病
気
に
な
っ
た
時
に
そ
の
平
癒
を
祈
願
し
て
「
長
斎
」
を
誓
っ
た
（
長
斎
に
は
夫
婦
の
交

わ
り
を
断
つ
こ
と
も
含
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
）
夫
人
の
汪
端
が
、
夫
の
身
の
回
り
の
世
話
の
た
め
に
側
室
を
持
つ
こ
と
を
勧
め
た
「
賢
恵
」

と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
康
正
果
「
悼
亡
和
回
憶
―
論
清
代
憶
語
体
散
文
的
叙
事
」（
台
湾
中
央
研
究
院

中
国
文
哲
研
究
所
「
記
伝
、
記
遊
与
記
事
―
明
清
叙
事
理
論
与
叙
事
文
学
」
国
際
学
術
研
討
会
論
文
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
康

正
果
文
集
」
で
も
公
開
）
が
、

　
『
香
畹
楼
憶
語
』
か
ら
は
っ
き
り
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、
多
病
で
あ
り
、
学
問
好
き
で
あ
っ
た
女
詩
人
汪
端
は
、
落
ち
着
い
て
著
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作
が
で
き
る
「
自
分
の
部
屋
」
の
た
め
に
、
夫
の
陳
小
雲
が
一
日
も
早
く
妾
を
納
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
陳
裴
之
が
王
子
蘭
を
側
室
と
し
て
迎
え
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
妻
の
汪
端
が
、
い
わ
ば
学
業
に
専
念
す
る
た
め
に
、

夫
の
世
話
を
側
室
に
委
ね
よ
う
と
し
た
と
い
う
、
あ
る
意
味
特
別
な
背
景
も
あ
っ
た
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

　

朱
剣
芒
「
香
畹
楼
憶
語
考
」
は
ま
た
、
王
子
蘭
が
そ
も
そ
も
陳
裴
之
の
作
っ
た
詩
を
見
て
、
そ
の
才
能
に
魅
力
を
感
じ
た
点
、
つ
ま
り
、

女
性
が
男
性
の
才
能
を
評
価
し
、
側
室
に
な
り
た
い
と
み
ず
か
ら
願
っ
た
点
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、
陳
裴
之
と
冒
襄
を
直
接
比
較
す
る
。
朱
剣
芒
は
、
冒
襄
と
董
小
宛
に
九
年
間
の
生
活
が
あ
っ
た
の
に
比
し
、
陳
裴
之
と
王
子

蘭
は
わ
ず
か
三
年
し
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
陳
裴
之
の
享
受
し
た
艶
福
は
、
冒
襄
に
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
冒
襄
が
董
小
宛

を
娶
る
に
際
し
て
は
、
数
々
の
障
害
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
陳
裴
之
が
王
子
蘭
を
娶
る
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
何
ら
の
障
害
は
な
く
、

話
は
す
ん
な
り
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
二
人
の
比
較
に
つ
い
て
、
李
彙
群
は
『
閨
閣
与
画
舫
―
清
代
嘉
慶
道
光
年
間
的
江
南
文
人
和
女
性
研
究
』（
中
国
伝
媒
大
学
出
版

社　

二
〇
〇
九
）
の
第
五
章
「
陳
裴
之
的
真
情
与
幻
情
」
の
第
三
節
「
求
文
名
之
幻
情
」
に
お
い
て
、
や
は
り
両
者
の
ち
が
い
に
触
れ
、

　

も
っ
と
も
明
ら
か
な
の
は
、
陳
裴
之
が
『
香
畹
楼
憶
語
』
に
お
い
て
、
そ
の
紫
湘
（
王
子
蘭
）
へ
の
い
ち
ず
な
思
い
を
表
現
し
て

い
る
点
で
、
冒
辟
疆
の
董
小
宛
に
対
す
る
「
上
に
い
て
下
を
見
下
ろ
す
」
視
点
と
は
完
全
に
ち
が
っ
て
い
る
。

　

董
小
宛
と
冒
辟
疆
の
感
情
に
は
、
終
始
能
動
と
受
動
、
接
受
と
施
与
の
主
従
関
係
が
あ
っ
た
。
言
い
か
え
れ
ば
、
董
小
宛
は
冒
氏

の
肺
腑
か
ら
の
平
等
な
愛
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
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と
述
べ
て
い
る
。

　

朱
剣
芒
は
次
に
、
王
子
蘭
の
「
賢
孝
」
と
「
卓
識
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
王
子
蘭
が
陳
家
に
来
て
か
ら
、
陳
裴
之
の
夫
人
、
ま
た

舅
、
姑
、
小
姑
た
ち
の
面
倒
を
よ
く
見
、
彼
ら
か
ら
気
に
入
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
王
秋
雁
「
浅
析
〝
憶
語

体
〞
散
文
中
的
女
性
形
象
」（『
新
疆
石
油
教
育
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
五
期　

二
〇
〇
二
年
第
一
期
）
は
、
ま
ず
は
王
子
蘭
が
、
と
り
わ

け
大
き
な
障
害
も
な
く
陳
家
に
嫁
入
っ
た
こ
と
、
ま
た
陳
裴
之
の
比
較
的
平
等
な
愛
を
受
け
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
董
小
宛
よ
り
も
幸
運
で

あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

　

ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
紫
姫
（
王
子
蘭
）
の
人
物
形
象
は
董
小
宛
の
よ
う
に
豊
か
な
も
の
で
は
な
い
。
彼
女

の
身
の
上
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
よ
り
多
く
、
封
建
大
家
族
の
中
に
あ
っ
て
、
老
人
の
世
話
を
し
、
正
妻
に
気
を
遣
っ
て
、
家
中
の
人
々

の
好
感
を
か
ち
え
た
一
人
の
賢
恵
な
側
室
の
人
物
形
象
を
見
る
で
あ
ろ
う
。

と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
亡
く
な
っ
た
時
に
家
中
の
人
々
が
彼
女
の
た
め
に
文
章
を
書
い
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
当
時
に
あ
っ
て
特
別
な

こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、

　

そ
れ
は
紫
姫
が
彼
女
と
小
雲
と
の
幸
福
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
そ
の
か
よ
わ
い
肩

に
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
る
責
任
を
引
き
受
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
内
心
の
悲
し
み
苦
し
み
は
言
葉
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
。
大
き
す
ぎ
る
負
い
目
が
最
後
に
は
彼
女
を
押
し
つ
ぶ
し
、
彼
女
の
命
の
花
を
早
く
に
散
ら
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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と
し
て
、
王
子
蘭
に
同
情
を
寄
せ
て
い
る
。

　

た
し
か
に
『
影
梅
庵
憶
語
』
か
ら
百
年
の
後
に
書
か
れ
た
『
香
畹
楼
憶
語
』
に
は
、
そ
の
百
年
の
間
の
変
化
の
相
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

六
、
陳
裴
之
の
周
辺

　

陳
裴
之
と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
は
す
で
に
見
た
が
、
こ
こ
で
は
『
香
畹
楼
憶
語
』
の
題
詩
、『
影
梅
庵
』『
香
畹
楼
』
両
伝
奇
の
題
詩
な

ど
を
材
料
に
、
そ
の
周
辺
の
人
物
の
幾
人
か
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
陳
裴
之
の
『
香
畹
楼
憶
語
』、
ま
た
彭
剣
南
の
『
影
梅
庵
』『
香
畹

楼
』
両
伝
奇
は
、
そ
の
時
代
と
周
囲
の
環
境
を
背
景
に
し
て
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

孫
原
湘
・
席
佩
蘭

　

王
子
蘭
が
亡
く
な
っ
た
時
に
詩
を
寄
せ
て
い
る
人
に
、
孫
原
湘
、
席
佩
蘭
の
夫
妻
が
あ
る
。
こ
の
二
人
は
、「
夫
婦
能
詩
」
と
し
て
知

ら
れ
、
席
佩
蘭
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
袁
枚
の
女
弟
子
の
一
人
で
あ
る）

13
（

。
こ
こ
で
は
、
席
佩
蘭
が
『
香
畹
楼
憶
語
』
に
寄
せ
て
作
っ

た
詩
を
見
よ
う
。「
寄
題
小
雲
司
馬
香
畹
楼
憶
語
後
」
で
あ
る
（
こ
の
詩
は
席
佩
蘭
の
詩
集
で
あ
る
『
長
真
閣
集
』
に
は
見
え
な
い
）。

　
　

夫
婿
専
城
坐
上
頭　
　

 

夫
婿
は
専
城
に
し
て
上
頭
に
坐
し

　
　

双
鬢
清
影
共
銀
甌　
　

 

双
鬢　

清
影　

銀
甌
を
共
に
す
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旧
称
才
子
如
何
遜　
　

 

旧
く
よ
り
才
子
と
称
し
何
遜
の
如
く

　
　

新
得
佳
人
字
莫
愁　
　

 

新
た
に
佳
人
を
得　

字
は
莫
愁

　
　

小
病
偶
還
桃
葉
渡　
　

 

小
病　

偶
た
ま
桃
葉
渡
に
還
り

　
　

離
魂
先
返
稲
香
楼　
　

 

離
魂　

先
に
稲
香
楼
に
返
る

　
　

影
梅
前
夢
凄
迷
甚　
　

 

影
梅
の
前
夢　

凄
迷
な
る
こ
と
甚
し

　
　

忍
捲
湘
簾
月
一
鉤　
　

 

忍
び
て
湘
簾
を
捲
け
ば　

月
一
鉤

　

専
城
は
、
一
地
方
の
長
官
を
い
う
。
何
遜
は
、
六
朝
斉
梁
間
の
詩
人
。
八
歳
に
し
て
詩
を
善
く
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
陳
裴
之
の
早

熟
の
才
を
指
そ
う
。
桃
葉
渡
は
南
京
秦
淮
の
地
名
。
王
子
蘭
が
秦
淮
の
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
い
う
。
莫
愁
は
ま
た
、
六
朝
の
斉
の
こ
ろ
南

京
に
生
き
た
女
性
。
稲
香
楼
は
、
安
徽
の
合
肥
に
あ
っ
た
楼
。
龔
鼎
孳
が
、
側
室
と
し
た
も
と
秦
淮
の
妓
女
顧
媚
を
郷
里
の
合
肥
に
連
れ

て
帰
っ
た
時
、
こ
の
稲
香
楼
に
住
ま
わ
せ
た
と
い
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
を
得
た
と
思
っ
て
秦
淮
の
故
郷
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
魂
が
身

体
を
離
れ
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
、
や
は
り
董
小
宛
の
死
に
よ
っ
て
終
わ
る
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
物

語
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

　

最
後
に
月
が
出
る
の
は
、『
香
畹
楼
憶
語
』
に
、
王
子
蘭
も
ま
た
月
が
好
き
だ
っ
た
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
や
は
り
『
香
畹
楼
憶
語
』
に
「
奉
題
朗
玉
弟
湘
煙
小
録
即
送
入
都　

琴
河
女
史　

帰
懋
儀　

佩
珊
」
と
し
て
詩
を
収
め
て
い
る

帰
懋
儀
も
ま
た
、
袁
枚
の
随
園
女
弟
子
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
人
で
あ
る）

14
（

。
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于
月
卿
・
史
静

　

彭
剣
南
の
『
影
梅
庵
』『
香
畹
楼
』
の
両
伝
奇
の
題
詞
に
詩
を
収
め
て
い
る
人
物
に
、
陳
文
述
の
弟
子
で
あ
る
女
性
詩
人
、
于
月
卿
と

史
静
の
二
人
が
あ
る
。

　

于
月
卿
の
詩
は
、
陳
文
述
の
『
碧
城
仙
館
女
弟
子
詩
』
に
「
于
蕊
生
織
素
軒
詩　

名
月
卿　

金
壇
人
」
と
し
て
あ
り
、
中
に
唐
人
の
詩

句
を
集
め
て
作
っ
た
「
集
唐
題
楳
垞
夫
子
影
梅
庵
楽
府
」
が
あ
る
。

　

史
静
は
、
同
じ
く
陳
文
述
の
『
碧
城
仙
館
女
弟
子
詩
』
に
「
史
琴
仙
停
琴
佇
月
楼
詩　

名
静　

溧
陽
人
」
と
あ
り
、
こ
の
人
は
、
彭
剣

南
と
同
じ
溧
陽
の
人
で
あ
る
。「
題
梅
垞
兄
公
影
梅
庵
楽
府
」
二
首
が
あ
り
、
そ
の
第
一
首
は
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

　
　

香
畹
楼
中
是
後
身　
　

香
畹
楼
中　

是
れ
後
身

　
　

影
梅
庵
裏
悟
前
因　
　

影
梅
庵
裏　

前
因
を
悟
る

　
　

雲
和
笙
和
緱
山
月　
　

雲
和
の
笙
と
緱
山
の
月
と

　
　

相
伴
仙
壇
両
璧
人　
　

相
伴
ふ　

仙
壇
両
璧
の
人

　

王
子
蘭
は
董
小
宛
の
後
身
で
は
な
い
か
。『
影
梅
庵
』の
物
語
を
見
て
い
る
と
、董
小
宛
が
王
子
蘭
の
前
身
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

雲
和
は
、
山
の
名
。
す
ぐ
れ
た
楽
器
の
材
料
を
産
す
る
。
緱
山
も
ま
た
山
の
名
。『
香
畹
楼
』
伝
奇
で
雲
楷
（
陳
裴
之
）
の
前
身
と
さ
れ

る
仙
人
王
子
喬
が
住
ん
だ
場
所
で
あ
る
。
王
子
喬
は
笙
の
名
手
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
詩
は
『
影
梅
庵
』
に
題
し
た
詩
で
あ
る
が
、
香
畹
楼

の
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
彭
剣
南
が
『
影
梅
庵
』
と
『
香
畹
楼
』
の
両
戯
曲
を
作
っ
た
こ
と
を
、
踏
ま
え
る
で
あ
ろ
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う
。

　

陳
文
述
の
『
碧
城
仙
館
女
弟
子
詩
』
に
は
、
ほ
か
に
も
許
淑
慧
の
「
許
定
生
琴
外
詩
鈔　

名
淑
慧　

青
浦
人
」
に
「
題
香
畹
楼
遺
稿
」

を
収
め
、
周
綺
の
「
周
緑
君
双
清
仙
館
詩　

名
綺　

昭
文
人
」
に
は
、
道
光
十
五
年
（
一
八
三
五
）
の
作
と
す
る
「
戯
拈
紅
楼
夢
題
十
律
」

を
収
め
て
い
る
。「
黛
玉
焚
稿
」
な
ど
、
曹
雪
芹
の
『
紅
楼
夢
』
の
場
面
を
選
ん
で
詩
に
し
て
い
る
。

　

冒
襄
の
『
影
梅
庵
憶
語
』
は
、『
紅
楼
夢
』
の
成
立
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
香
畹
楼
憶
語
』
の
方
は
、『
紅
楼
夢
』

よ
り
後
の
作
品
で
あ
る）

15
（

。『
香
畹
楼
憶
語
』
で
も
、
金
沙
の
延
陵
女
史
が
、
亡
く
な
っ
た
王
子
蘭
の
た
め
に
贈
っ
た
挽
聯
の
こ
と
に
触
れ

た
と
こ
ろ
で
、

　
　

此
与
昭
雲
夫
人
篆
書
林
顰
卿
葬
花
詩
以
当
薤
露
者
、
可
称
双
絶
。

　
　

こ
れ
と
昭
雲
夫
人
が
篆
書
で
「
林
顰
卿
葬
花
詩
」
を
書
い
て
薤
露
（
哀
悼
の
歌
詞
）
に
し
た
も
の
と
が
、
双
絶
と
い
え
た
。

と
あ
っ
て
、
若
く
し
て
世
を
去
っ
た
林
黛
玉
が
作
っ
た
「
葬
花
の
詩
」
に
よ
る
挽
詩
を
贈
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
わ
ず
か
な
が
ら

『
紅
楼
夢
』
と
の
関
係
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
夭
折
し
た
美
女
、
才
女
と
い
う
一
線
で
、『
影
梅
庵
憶
語
』
の
董
小
宛
、『
紅
楼
夢
』

の
林
黛
玉
、
そ
し
て
『
香
畹
楼
憶
語
』
の
王
子
蘭
と
が
つ
な
が
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
陳
裴
之
の
周
辺
に
は
、『
紅
楼
夢
』
と

深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
人
物
が
あ
っ
た
。『
紅
楼
夢
図
詠
』
の
作
者
で
あ
る
改
琦
で
あ
る
。

改
琦
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改
琦
は
、『
香
畹
楼
憶
語
』
に
詞
を
寄
せ
て
い
る
。「
題
朗
玉
兄
香
畹
楼
憶
語
後
、
調
寄
一
萼
紅
、
即
送
朗
玉
之
江
北　

華
亭　

改
琦　

七
薌
」
で
あ
る
。

　
『
香
畹
楼
憶
語
』
が
書
か
れ
た
の
は
、
道
光
四
年
（
一
八
二
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
改
琦
は
、
か
ね
て
か
ら
陳
文
述
、
孫
原
湘
、
郭

ら
と
交
際
が
あ
っ
た
。
何
延
喆
『
清
代
仕
女
画
家　

改
琦
評
伝
』（
天
津
人
民
美
術
出
版
社　

一
九
八
八
）
の
「
改
琦
繋
年
」
に
よ
れ
ば
、

嘉
慶
十
七
年
（
一
八
一
二
）
に
、
孫
原
湘
が
改
琦
の
詞
稿
に
跋
を
書
い
て
い
る
（『
玉
壺
山
房
詞
選
』
巻
下
）。
ま
た
、
嘉
慶
十
九
年
（
一

八
一
四
）
に
は
常
熟
に
行
き
、
孫
原
湘
と
と
も
に
天
龍
庵
に
遊
ん
で
い
る
。
こ
の
時
に
は
、
郭

も
い
っ
し
ょ
で
あ
っ
た
。
ま
た
陳
文
述

に
つ
い
て
は
、
嘉
慶
二
十
年
（
一
八
一
五
）
に
「
送
玉
壺
山
人
遊
洞
庭
西
山
」
詩
（『
頤
道
堂
詩
』
巻
十
三
）
が
あ
り
、
嘉
慶
二
十
二
年
（
一

八
一
七
）
に
郭

が
改
琦
の
仕
女
の
図
に
題
し
て
い
る
（『
霊
芬
館
詩
』
四
集
巻
十
「
題
改
七
薌
画
仕
女
」）。
道
光
元
年
（
一
八
二
一
）

に
は
、
郭

が
、『
玉
壺
山
房
詞
』
の
跋
を
書
き
、
道
光
四
年
（
一
八
二
四
）
に
は
改
琦
の
「
善
天
女
図
」
に
郭

が
題
跋
を
書
い
て
い

る）
16
（

。

　

改
琦
の
『
玉
壺
山
人
詩
鈔
』
に
影
梅
庵
の
詩
が
あ
る
。「
題
影
梅
庵
図
」
二
首
で
あ
る
。
そ
の
第
一
首
は
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

　
　

水
絵
蒼
涼
樹
色
昏　
　

 

水
絵
の
蒼
涼　

樹
色
昏
し

　
　

疎
香
画
出
旧
巣
痕　
　

 

疎
香　

画
き
出
す
旧
巣
痕

　
　

貼
梅
扇
底
粘
花
片　
　

 

貼
梅
の
扇
底　

花
片
を
粘
ず
る
も

　
　

難
覓
春
人
月
下
魂　
　

 

覓
め
難
し　

春
人
月
下
の
魂
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こ
の
影
梅
庵
の
絵
が
改
琦
自
身
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
影
梅
庵
の
図
が
あ
り
、
こ
れ
は
お
そ

ら
く
董
小
宛
を
描
い
た
図
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

郭

　
『
影
梅
庵
』
伝
奇
に
、「
朝
天
子　

呉
江
郭　

頻
迦
」、『
香
畹
楼
憶
語
』
に
「
題
小
雲
夢
玉
詞
後　

呉
江　

郭
　

頻
迦
」
の
詩
詞
を

寄
せ
て
い
る
人
物
に
郭

が
あ
る
。
郭

は
、
乾
隆
三
十
二
年
（
一
七
六
七
）
に
生
ま
れ
、
道
光
十
一
年
（
一
八
三
一
）
に
亡
く
な
っ
て

い
る
。
字
は
祥
伯
、
号
は
頻
伽
。『
霊
芬
閣
集
』
が
あ
る
。
艶
詩
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
。
も
と
秀
水
の
人
、
後
、
嘉
善
に
住
ん
だ
。
郭

に
つ
い
て
は
、
袁
枚
の
『
随
園
詩
話
』
巻
十
二
、
巻
十
六
、
そ
し
て
補
遺
巻
三
で
言
及
さ
れ
、「
郭

秀
才
」
の
詩
句
を
引
用
し
て
い
る
。

同
じ
く
袁
枚
『
続
同
人
集
』
寄
懐
類
に
郭

「
寄
懐
随
園
先
生
」
詩
を
収
め
る
。
袁
枚
の
弟
子
的
存
在
で
あ
っ
た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

改
琦
と
も
交
流
が
あ
り
、
一
つ
の
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

陳
玉
蘭
『
清
代
嘉
道
時
期
江
南
寒
士
詩
群
与
閨
閣
詩
侶
研
究
』（
人
民
文
学
出
版
社　

二
〇
〇
四
）
は
、
清
代
嘉
慶
・
道
光
時
期
の
江

南
地
方
に
あ
っ
て
、
科
挙
に
及
第
し
て
進
士
、
挙
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
寒
士
」
で
あ
り
な
が
ら
、
詩
名
の
あ
っ
た
人
々
と
女
性

詩
人
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
第
十
二
章
で
郭

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
郭

も
ま
た
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
江
南
寒
士
」
で
あ
る
。

こ
の
定
義
に
従
う
な
ら
ば
、
彭
剣
南
、
陳
裴
之
も
ま
た
、「
江
南
寒
士
」
の
類
型
に
属
し
、
ま
た
い
ず
れ
も
女
性
詩
人
た
ち
と
交
遊
が
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

　

東
大
総
合
図
書
館
蔵
の
『
霊
芬
館
詞
』
に
は
、
こ
の
『
香
畹
楼
憶
語
』
に
題
さ
れ
た
詞
は
見
え
な
い
。
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結
び

　

清
代
嘉
慶
・
道
光
年
間
の
人
、
彭
剣
南
は
『
影
梅
庵
』
と
『
香
畹
楼
』
の
両
伝
奇
を
作
っ
た
。
前
者
は
冒
襄
の
『
影
梅
庵
憶
語
』、
後

者
は
陳
裴
之
の
『
香
畹
楼
憶
語
』
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
彭
剣
南
は
、
清
代
の
憶
語
体
作
品
の
二
つ
を
劇
化
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
主
題
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
ど
ち
ら
も
才
能
あ
る
女
性
の
賛
美
と
、
そ
の
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
悲
し

み
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

彭
剣
南
は
、
陳
裴
之
の
依
頼
に
よ
っ
て
『
香
畹
楼
』
を
作
っ
た
。
こ
の
陳
裴
之
は
、
袁
枚
と
同
じ
よ
う
に
、
女
詩
人
を
弟
子
と
し
て
持
っ

た
陳
文
述
の
息
子
で
あ
り
、
そ
の
母
親
、
姉
妹
、
そ
の
妻
な
ど
、
そ
の
周
辺
の
女
性
た
ち
は
、
一
様
に
詩
文
を
作
っ
た
才
女
た
ち
で
あ
っ

た
。

　

さ
ら
に
彭
剣
南
や
陳
裴
之
の
周
辺
に
は
、
袁
枚
の
弟
子
で
あ
っ
た
席
佩
蘭
、『
紅
楼
夢
図
詠
』
を
描
い
た
画
家
の
改
琦
、
詩
人
の
郭

な
ど
の
人
間
関
係
が
あ
っ
た
。

　
『
影
梅
庵
』
が
作
ら
れ
た
背
景
に
は
、
一
つ
に
は
当
時
の
明
末
清
初
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
『
影
梅
庵
』『
香

畹
楼
』
が
作
ら
れ
た
の
は
、
才
女
た
ち
、
と
り
わ
け
薄
命
の
才
女
た
ち
を
高
く
評
価
し
、
同
情
を
寄
せ
る
時
代
の
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
も

ま
ち
が
い
な
い
。

　

な
お
、
陳
文
述
は
日
本
で
も
知
ら
れ
、
そ
の
詩
集
が
幕
末
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
当
時
に
は
、
例
え
ば
頼
山
陽
に
お
け
る
江
馬
細
香
な

ど
の
よ
う
に
、
漢
詩
人
が
女
弟
子
を
持
つ
風
潮
も
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
森
春
濤
が
編
ん
だ
『
清
三
家
絶
句
』
は
、
陳
文
述
、
郭

、
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張
問
陶
の
三
人
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
日
本
の
明
治
期
の
文
学
に
影
響
を
与
え
て
い
る）

17
（

。
さ
ら
に
、
森
春
濤
の
息
子
で
あ
る
森
槐
南
が
、

『
補
春
天
伝
奇
』
を
作
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
陳
文
述
を
主
人
公
と
す
る
戯
曲
で
あ
る
。

　

清
代
嘉
慶
・
道
光
期
の
文
学
は
、
日
本
の
文
学
に
も
深
く
影
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
は
、
ま
た
別
に
取
り
上
げ

る
こ
と
に
し
た
い
。

1　

冒
襄
と
『
影
梅
庵
憶
語
』
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
冒
襄
と
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
研
究
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
報
告　

汲
古
書
院
刊　

二

〇
一
〇
）
を
参
照
の
こ
と
。

2　

こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
第
二
部
第
五
章
「
冒
襄
、『
影
梅
庵
憶
語
』
と
『
紅
楼
夢
』」
で
論
じ
た
。

3　
『
影
梅
庵
』
伝
奇
下
冊
に
収
め
る
諸
氏
の
「
題
詞
」
の
う
ち
、
姚
長
煦
の
詩
に
「
読
君
半
部
傷
心
史
、
可
抵
当
年
蜀
碧
来
（
君
が
半
部
の
傷
心
の

史
を
読
め
ば
、
当
年
の
蜀
碧
に
抵
て
来
る
べ
し
）」
と
あ
り
、「
蜀
碧
四
巻
、
彭
遵
泗
作
」
と
の
自
注
が
あ
る
。
彭
遵
泗
は
四
川
眉
州
の
人
で
あ
っ
て
、

同
じ
彭
氏
で
は
あ
っ
て
も
、
彭
剣
南
と
の
直
接
の
関
係
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

4　

阮
大
鋮
の
『
燕
子
箋
』
を
め
ぐ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
拙
著
第
一
部
第
四
章
「
冒
襄
の
演
劇
活
動
」
を
参
照
の
こ
と
。

5　

E
llen W

idm
er, Introduction, E

llen W
idm

er and K
ang-i Sun C

hang ed. W
riting W

om
en in Late Im

perial C
hina, Stanford U

niversity 

Press, 1997, p.6.

よ
り
詳
し
く
は
、
同
氏
の
論
文
、
‘Xiaoqing
’s Literary Legacy and the Place of the W

om
an W

riter in Late Im
perial 

C
hina

’, Late Im
perial C

hina 13.1:111-155. 

6　

十
九
世
紀
に
お
け
る
明
末
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
現
象
に
つ
い
て
は
、A

nne G
erristsen, 

‘Searching for gentility : the nineteenth-century fashion 

for the late M
ing

’, D
aria B

erg and C
hloë Starr ed., T

he Q
uest for G

entility in C
hina: N

egotiations beyond gender and class, London 

and N
ew

 York: R
outledge, 2007, 188-207

も
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
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7　

現
在
『
白
門
柳
』
の
戯
曲
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
彭
剣
南
は
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
張
宏
生
・

馮
乾
「『
白
門
柳
』
―
龔
顧
情
縁
与
明
清
之
際
的
詞
風
演
進
」（『
中
国
社
会
科
学
』
二
〇
〇
一
年
第
三
期
）
に
よ
れ
ば
、『
白
門
柳
』
は
戯
曲
で
は
な
く
、

詞
の
集
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。『
全
清
詞　

順
康
巻
』（
中
華
書
局　

二
〇
〇
二
）
第
二
冊
「
龔
鼎
孳
」
に
収
め
る
。

8　

光
緒
『
溧
陽
県
続
志
』
巻
八
選
挙
志　

挙
人
に
「
史
載
煕　

原
名
載
颺
、
字
黙
斎
、
同
丁
卯　

国
史
館
議
叙
知
県
、
見
旧
志
、
後
歴
任
福
建
平
和

建
安
知
県
」
と
あ
り
、
嘉
慶
『
溧
陽
県
志
』
巻
十
選
挙
志　

挙
人　

嘉
慶
に
「
史
載
颺
、
祐
子
。
丁
卯
順
天　

国
史
館
議
叙
知
県
」
と
あ
る
。
父
の

史
祐
に
つ
い
て
は
、
同
書
巻
十
選
挙
志　

進
士　

嘉
慶
に
「
史
祐　

字
受
謙　

同
丙
辰
（
嘉
慶
元
年　

一
七
九
六
）、
歴
官
戸
部
山
東
司
主
事
、
陞

員
外
郎
中
、
擢
御
史
巡
視
通
漕
、
転
兵
科
給
事
中
、
現
補
戸
部
広
湖
司
郎
中
」
と
あ
る
。
ま
た
、
光
緒
『
溧
陽
県
続
志
』
巻
十
五
藝
文
志　

集
部
に
「
覆

瓿
集　

二
巻　

史
載
煕
撰
」
と
あ
る
。『
覆
瓿
詩
鈔
』
と
題
す
る
道
光
五
年
刊
の
五
巻
本
が
現
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

9　

道
光
『
休
寧
県
志
』
巻
九
選
挙　

挙
人　

嘉
慶
十
五
年
庚
午
科
に
孫
如
金
の
名
が
見
え
る
。

10　

合
山
究
「
陳
文
述
の
文
学
と
逸
事
と
女
弟
子
」（
も
と
『
文
学
論
輯
』
第
三
十
三
号　

一
九
八
七
、
同
氏
『
明
清
時
代
の
女
性
と
文
学
』
汲
古
書

院　

二
〇
〇
六
に
も
収
む
）。
陳
文
述
に
つ
い
て
は
、
梁
乙
真
『
清
代
婦
女
文
学
史
』
一
九
二
五
、
ま
た
劉
靖
淵
「
陳
文
述
論
」（『
山
東
師
範
大
学

学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
三
年
第
四
十
八
巻
第
三
期
）
ほ
か
も
あ
る
。

11　

捧
花
生
が
、
車
持
謙
と
い
う
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
塗
元
済
『
閨
中
憶
語
』（
上
海
文
藝
出
版
社　

二
〇
〇
六
）
に
収
め
る
『
香
畹
楼
憶
語
』
の

注
が
指
摘
し
、
さ
ら
に
李
彙
群
『
閨
閣
与
画
舫　

清
代
嘉
慶
道
光
年
間
的
江
南
文
人
和
女
性
研
究
』（
中
国
伝
媒
大
学
出
版
社　

二
〇
〇
九
）
の
第

四
章
「
車
持
謙
及
其
〝
画
舫
〞
系
列
」
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

12　

汪
端
に
つ
い
て
は
、
鍾
慧
玲
「
呉
藻
与
清
代
女
作
家
的
交
遊
―
張
襄
、
汪
端
」（
張
宏
生
・
張
雁
編
『
古
代
女
詩
人
研
究
』
湖
北
教
育
出
版
社　

二
〇
〇
二
所
収
。
初
出
は
『
王
夢
鷗
教
授
九
秩
寿
慶
論
文
集
』
国
立
政
治
大
学
中
文
系　

一
九
九
六
）、
駱
育
萱
「
清
代
女
詩
人
汪
端
及
其
『
明
三

十
家
詩
選
』
之
詩
観
」（『
南
台
科
技
大
学
学
報
』
第
三
十
四
巻
第
二
期　

二
〇
〇
九
）
が
あ
る
。

13　

席
佩
蘭
に
つ
い
て
は
、
蕭
燕
婉
「
閨
秀
詩
人
席
佩
蘭
の
文
学
―
「
夫
婦
能
詩
」
を
中
心
に
―
」（
蕭
燕
婉
『
清
代
の
女
性
詩
人
た
ち
―
袁
枚
の
女



彭
剣
南
の
戯
曲
『
影
梅
庵
』『
香
畹
楼
』
と
そ
の
時
代

― 85 ―

弟
子
点
描
―
』
中
国
書
店　

二
〇
〇
七
所
収
。
初
出
は
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
文
学
論
集
』
第
二
十
八
号　

一
九
九
九
）
が
あ
る
。

14　

帰
懋
儀
に
つ
い
て
も
、
蕭
燕
婉
「
閨
塾
師
と
し
て
の
帰
懋
儀
の
生
涯
と
文
学
」（
蕭
燕
婉
『
清
代
の
女
性
詩
人
た
ち
―
袁
枚
の
女
弟
子
点
描
―
』

中
国
書
店　

二
〇
〇
七
所
収
。
初
出
は
「
袁
枚
の
女
弟
子
帰
懋
儀
の
生
涯
と
文
学
」
九
州
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
四
号　

二

〇
〇
五
）
が
あ
る
。

15　

拙
著
『
冒
襄
と
『
影
梅
庵
憶
語
』
の
研
究
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
報
告　

汲
古
書
院　

二
〇
〇
九
）
第
二
部
第
五
章
「
冒
襄
、『
影
梅
庵

憶
語
』
と
『
紅
楼
夢
』」
を
参
照
。
ま
た
、
李
彙
群
「
亦
是
『
紅
楼
』〝
個
中
人
〞
―
『
紅
楼
夢
』
与
清
代
的
『
画
舫
』
筆
記
」（『
紅
楼
夢
学
刊
』
二

〇
〇
八
年
第
二
期
）
は
、『
紅
楼
夢
』
と
こ
の
時
期
の
色
町
の
記
録
で
あ
る
「
画
舫
筆
記
」
と
の
関
係
に
つ
き
、
例
え
ば
、
当
時
の
色
町
で
『
紅
楼
夢
』

が
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
両
者
に
共
通
す
る
「
種
情
人
」
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
考
察
し
て
い
る
。
陳
裴
之
は
、
そ
れ
ら
の
一
つ
『
秦

淮
画
舫
録
』
の
序
を
書
い
て
い
る
。

16　

改
琦
に
つ
い
て
は
、
神
田
喜
一
郎
「
玉
壺
山
人
の
生
涯
―
清
朝
第
一
の
美
人
画
家
―
」（「
中
国
に
お
け
る
詩
と
美
術
の
間
」『
神
田
喜
一
郎
全
集

　

第
五
巻
』
同
朋
社
出
版　

一
九
九
三
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
孫
原
湘
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
井
洋
子
「
改
琦
の
詩
―
『
玉
壺
山
人
詩
鈔
』

に
つ
い
て
―
」（『
東
方
学
』
第
九
十
九
輯　

二
〇
〇
〇
）
は
改
琦
の
詩
に
つ
い
て
論
ず
る
。
今
回
、
何
延
喆
『
清
代
仕
女
画
家　

改
琦
評
伝
』（
天

津
人
民
美
術
出
版
社　

一
九
八
八
）
は
、
新
井
洋
子
氏
よ
り
お
貸
し
い
た
だ
い
て
、
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
同
氏
か
ら
『
玉
壺
山
人
詩
鈔
』
の

コ
ピ
ー
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

17　

新
井
洋
子
「
森
春
濤
『
清
三
家
絶
句
』
に
つ
い
て
」（『
二
松
』
第
十
九
集　

二
〇
〇
五
）
が
あ
る
。




